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デ ー タベー スは、 わが国 の情報 化 の進展上 重要 な役割 を果 たす もの と期 待 されてい る。

今 後 、 デー タベー スの普 及 に よ り、 わが国 において健全 な高度 情報 化社 会 の形 成 が期 待

されて い る。 さ らに、海 外 に対 して提 供可能 なデー タベ ースの整 備 は、国際 的 な情報 化

への貢 献 お・よび 自由 な情 報流通 の確 保 の観 点 か らも必要 であ る。 しか しな が ら、現在 我

が国 で流 通 して い るデ ー タベー スの中 で わが国 独 自の ものは3割 にす ぎないの が現状 で

あ り、 わ が国 デー タベ ースサー ビス ひい てはバ ラ ンスあ る情 報産 業 の健 全 な発展 を図 る

ため には、 わが国独 自のデー タベー スの構 築 お よびデー タベ ース関連 技術 の研究 開発 を

強 力 に促 進 し、 デー タベースの拡 充 を図 る必要 があ る。

この よ うな要請 に応 えるた め、(財)デ ー タベ ース振興 セ ンターで は 日本 自転 車振 興

会 か ら機 械 工業振興 資金 の交付 を受 け て、デー タベースの構 築 お・よ び技術 開発 につ いて

民 間企 業 、団体等 に対 して委託事 業 を実施 してい る。委託 事 業の 内容 は、社会 的、経済

的 、 国際 的 に重要 で、 また地域 お・よび産 業の発 展 の促進 に寄与 す る と考 え られてい るデ

ー タベ ース の構 築 とデー タベ ー ス作 成 の効 率化 、流通 の促 進 、利 用の 円滑化 ・容易化 な

どに関係 した ソフ トウェア技術 で ある。

本事 業 の推進 に当 って、当財 団 に学識経験 者 の方々で構 成 され るデー タベ ース構 築 ・

技術 開発 促進 委員会(委 員長 山梨 学院 大学教授 蓼沼 良一氏)を 設 置 してい る。

この 「ア ジア太平洋 交流 デー タベ ースの課題性 の研 究」 は平 成2年 度 のデ ー タベース

の構 築促 進 および技術 開発促 進事 業 と して、当財 団 が株式会 社西 日本 新 聞社 に対 して委

託 実施 した課題 の一つ で ある。 この成 果 が、デ ー タベ ース に興味 をお持 ちの方 々や諸分

野 の皆様 方 の お役 に立 てば幸 いで あ る。

なお、平 成2年 度 デー タベ ースの構 築促進 および技術 開発 促進 事 業 で実施 した課題 は

次 表 の とお』りで あ る。

平成3年3月

財 団法人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン ター
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平成2年度 データベース構築促進1技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態 学的 コ メン トを含 む病 理デー タベ ースの フィー ㈱ エ ス ・ピ ー ・オ ー

ジビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築 ㈱防災都市計画研究所

3AV/MARCの ための分類索引データベース構築 ㈱ ダイ ンメデ ィアサー ビス

社 会 4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

5健 康の自己管理 と病気予防データベースの構築 ㈱ コンピュータコ ン ビニエ ンス

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

タベース構築のための調査研究 館

7交 通事故調査データのデータベース化に関する調査 (財)日 本自動車研究所

研究

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究 ㈱西日本新聞社

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提 パラシュー ト情報開発研究会

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース 札幌凸版印刷㈱

地 域活 性化 の構築

中小企業振興 10ネ ッ トワー ク化 された地域情報 デー タベ ースの有効 セン トラル開発㈱情報図書館

なマネ ジメン トにっいての調査研究 RUKIT

11徳 島市中小商業振興データベースの構築 ㈱ ニ ューメデ ィア徳 島

12九 州地域の人材情報データベース構築 (財)九 州産業技術センター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ コムライ ンイ ンターナ シ ョナル

ベース構築 ㈱

14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備 日本電子計算㈱

海 外
15政 府開発援助(ODA)に 関するデータベースの構 (財)日 本国際協 力 システム ・

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能に関する調査 ア イ ・エ ヌ ・エ ス ㈱

研究

17専 門家データベース構築事業 (財)海 外貿易開発協会

18VAN用 データベース管理 システムの開発 シャープ㈱

19レ コー ドマネ ジメン ト用辞書管理 システ ムの開発研 ㈱オフィス総研

究

20建 築CAD用 拡張可能 データベ ースの プ ロ トタイプ 三菱電機㈱

作成

技 術 21先 進複合 材料 デ ータベ ース ・プ ロ トタイプの作成 (財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

22マ イ ク ロコ ンピュータのプ ログラマ ブル周 辺デバ イ (社)日 本 システムハ ウス協会

スの デー タベ ース化

23書 誌 デー タベ ース用 ダイナ ミック ・シソーラスの可 ㈱紀伊國屋書店

能性調査と実験
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1,課 題性研究の概要

1,1目 的

国 際化 時 代 を迎 え ア ジア 太平 洋 の玄 関 口 と して九 州 や福 岡へ の 外 国人 の流

入 や外 国企 業 の進 出 が急 増 して いる。 ま た 日本 の企 業 の 間 に も外 国人 労 働 者

を採 用 す る とこ ろが増 え て い る。

さ らに、 福 岡 の ス ペ ース ワール ドや ツイ ン ドー ム、 長 崎ハ ウス テ ン ボ スな

どの テ ーマ パ ー ク、 お よび九 州 の大 規模 リゾー トの開 発 に よ リ、 ア ジ ア太 平

洋 諸 国 か らの外 国人 旅 行 者 も年 々増 加 して い る。

一 方、 日本 で の 生活 を始 め よ う とす る外 国人 や外 国 人労 働 者 を迎 え る 日本

企 業 で は、 外 国人 の法 的 手続 きや生 活基 盤 情報 の窓 口が各 行 政 機 関 に散 在 し

て い た り、 あ る い は情 報 不足 で 困 った環 境 下 にあ っ た りす る。

西 日本新 聞社 は ア ジ ア太平 洋 諸 国 と地 域 の交 流、 あ るい は福 岡 や九 州 で暮

らす外 国人 の 生活 の快 適 化 を促 進 しす る ため に、 行 政 情報 だ けで な く、 仕 事

や 日常 生活 に必要 な情 報 を幅広 く収 集 し、 いっ で も簡単 に取 り出せ る ア ジ ア

太 平 洋 交流 デ ー タベ ース システ ム構 築 の課題 性 の研 究(フ ィ ー ジ ビ リテ ィ ・

ス タデ ィ)を 目的 と して い る。

1.2実 施内容

本研 究 の実 施 内容 は次 の4項 目を主 たる 内容 と して い る。

① ア ジ ア太平 洋 交 流DB情 報 内容 の検 討

国際 交流 業 務 にた ず さわ る実務 責 任者 に よ る研 究 会 の 開催 と、 外 国人

当事 者 に よ る グル ー プ ・イ ン タビュ ーに よ ってデ ー タベ ー ス情 報 内容

を検討 す る。

② ア ジ ア太平 洋 交 流DBシ ス テム の概要 設 計

シス テ ム構 築 や概 要 設 計 の前提 条件 を考 察 し、 検 索 手順 、 あ る いは検

索 ソ フ ト、 画 像情 報 処 理 を中心 に使 用 可能 なハ ー ド ・ソフ トにっ い て

検 討 す る。

③ 採 算性 の検 討

情報 セ ン ター の採 算 と位 置 付 につ いて考 察 す る。

④ 国 際交 流 に 対 す る市 民意 識 の調 査

福 岡市 民500人 を対 象 に 国際交 流 に対 す る市 民 意識 の調 査 。
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1,3実 鱗 制

西 日本 新 聞社 情 報 セ ン ター 内 にセ ンタ ー長 を 中心 に事務 局 を作 り、 外部 ス

タ ッフ と して 国際 交流 業 務 に た ず さわ る担 当責 任者 を中心 に研 究 会 を組 織 し

た。

① 研 究会 メ ンバ ー

座 長

一バンメ会究研

九州 造 形 短 大教 授

元 ア メ リカ文化 セ ンタ ー副 館 長

九 州通 商 産 業局 中小企 業 第 一課 長

九 州 山 口経 済連 合 会 企画 課長

福 岡 入 国管 理 局渉 外 調整 官

福 岡県 国 際交 流 セ ン ター交 流課 長

〃 主査

福 岡 国際 交 流協 会 総 務課 長

福 岡 商工 会 議所 国 際部 長

日本 交通 公 社海 外 旅行 九 州 支店 長

〃 課 長

九州 大 学講 師留 学生 教育 担 当

九州 大 学 留 学生 セ ン ター講 師

伊藤 寛道

藤本 敏樹

坂梨 正 雄

松 尾 泰 次

中原 幸 一 郎

二 宮 純

三浦 政輝

武村 丞 治

満 留 省 吾

三 宅 誠 一

森 山 日出夫

白土 悟

② 事務 局 メ ンバ ー

長

員

局

局

務

務

事

事

〃

〃'

〃

〃

〃

西 日本新 聞社情 報 開発 セ ンタ ー長

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 次 長

デ ー タベ ー ス部 長

調 査部 次長

シス テ ム開発 部 次長

シ ステ ム開発 部 次長

システ ム開 発部

友成 克生

野村 武

伊藤 朗人

高浜 正興

波多江 修

伊東 純一

小西 晋

③ なお、 報 告書 ま とめ の段 階 で 国際 交流 問題 に造 詣 の 深 い、 都 市 経済 研 究

所 主任 研 究 員福 井 康子 に協 力 を仰 いだ。 また、 システ ム概 要 設 計 の段 階

で、 日立 製作 所 荒 木 茂信 、 有 井宏 和 システ ムエ ン ジニ アの 支援 を得 た。
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2,国 際化の現状

2,1国 際化をとりまく状況

国 際 化 は 古 く て 新 し い テ ー マ で あ る 。 国 レ ベ ル で は 、 交 通 機 関 の 発 展 、 世

界 経 済 シ ス テ ム の 強 化 、 マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・通 信 等 の 急 速 な 技 術 発 達

な ど多 く の 分 野 で の 進 展 に よ り、 国 際 的 相 互 依 存 関 係 が 深 ま っ て き て い る 。

わ が 国 も 経 済 の 発 展 に 代 表 さ れ る よ う に 、 国 際 社 会 で の 役 割 は 増 大 して き て

お り、 国 際 化 が 今 ほ ど強 く 求 め られ て い る 時 代 は な い と い え よ う 。

経 済 ・政 治 ・外 交 と い っ た 面 だ け で な く、 社 会 的 そ し て 文 化 的 な 国 際 交 流

が 多 彩 に 行 わ れ 、 国 際 化 に 向 け 懸 命 に 努 力 し て い る と こ ろ で あ る 。

中で も、 ア ジ ア太平 洋 地域 と日本 の 関係 は ます ます 強 ま って きて い る。

例 え ば、 日本 へ の人 の流 入 の現状 を旅 行 者 、就 学 生 、就 労者 とい う3っ の

視 点 別 に 見て み る と

ま ず 、 旅 行 者 で は 、 表1の よ う に 、 ア ジ ア 太 平 洋 地 域 内 で の 人 の 流 れ は

1980～1987年 の7年 間 で5割 増 しで 、 特 に 日 本 へ の 旅 行 者 数 は76万 人 か ら146

万 人 と約2倍 に 拡 大 して い る 。1990年 に は 訪 日旅 行 者 は 年 間300万 人 を突 破 し 、

そ の 内訳 で み る と、 ア ジ ア 地 域 か らの 旅 行 者 は1970年 の30%程 度 か ら'89年 は

約60%と 急 増 し て い る 。 一 方 訪 問 先 と して の 福 岡 を 見 る と、'82年 の 訪 問 率

14位 か ら'89年 は5位 に 浮 上 し、 ア ジ ア に 近 い九 州 の 国 際 化 が 活 発 に な っ て

い る 。

○外 国 人旅 行 者 の 日本 へ の流 れ(表1)

(単位:人)
}

lFROM 韓国 台湾 フィリピン マレーシア イ ンドネシア オース トラリア ニュージーランド ア メ リカ カ ナ ダ,

1980

1987

212,973

360,|59

235,549

360,636

27,902

85,267

14,688

40,080

17,854

24,254

23,985

39,169

5,340

17,702

277,780

477,891

40,821

58,536
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○ 国 籍 別 外 国 人 登 録 数(表2)

北 九 州 市 、 福 岡 市 の 外 国 人 登 録 数 は 、1988年 で 、 約2万 人 弱 で 、 国 籍

別 は ア ジ ア が94%と 大 半 を 占 め て い る 。

1988年12月 末 現 在

都 市 総 数 ア ジ ア 州

韓 国 ・朝 鮮 中 国 フィリピ ン い ンドネシア インド トルコ イスラ珊 タ イ その他

北 九州 市 1LO19 10,180 429 5217 3 3 一 11 38

福 岡 市 8,649 6,538 1,043 167141 9 3 一 24 135

都 市 北 ア メ リ カ 州 南 ア メ リ カ 州 ヨ ー ロ ッ パ 州1ア フ リ カ 州 オ セ ア ニ ア 州 ソ連 無 国籍

北九 州市 192 29 5正17 10 1 6

福 岡 市 380 ,6gll62i27 38 0 13
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留 学 生 の 受 け 入 れ も、 ア ジア との 関係 が 強 いの が表3か ら見 て とれ る。

○ 留 学 生 の 出身 国(表3)

TO

FROM

ア メ リカ

1986

;

日 本

1986

アメ リカ 一 881

カ ナ ダ 13,853 74

日 本 13,304 一

中 国 40,322 6,988

韓 国 17,600 3,155

香 港 9,717 163

{シ ンガポール 3,998 88

フ ィ リ ピン 3,755 200

タ イ 5,719 539・

マ レ ー シ ア 19,096 678

イン ドネシア 8,155 344

ワ

フルネイ 21 2

ベ トナ ム 2,381 32

ラ オ ス 455 5

カンボジア 455 0

北朝鮮 49 0

1オ ー ス トラ リ ア 1.299・ 71

〉 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 487 31

,パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア 24 8

iソ 連
1

97 7

アジア・太平洋 計 140,787 13,266

その他地域 208,823 1,694

世界計 349,610iI4,960

f1所:UNESCO"Statisticalγearbook?と ・∂8't

注:留 学 生受 入 国上 位50カ 国 の 高 等 教 育 寝 間に 在 籍 す る 留学 生 批統 計 数値 を もと に作 成 した
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九 州 大 学 に お け る外 国 人 留 学 生 の 内 訳 を 見 る と 、 総 数435名 の 内 、 ア ジ ア 系

は375名(86%)と 大 半 を 占 め 、 特 に 、 中 国 系 、 韓 国 か らの 留 学 生 が 多 い 。

九 州 大 学 外 国 人 留 学 生 数 一 覧 表(`90.11月 表4)

○ アジ ア計

中 国 系

韓 国

インド ネシア

ハ"ンク⑨ラテ"イシュ

マレーシア

フイリピ ン

タ イ

パ キスタン

そ の 他

(375)

210

86

27

12

10

13

○ 中 近 東

○ ヨーロッパ

○ アフリカ

○ 北 米

○ 中 南 米

○ オセアニア

総 計
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労 働 の た め の 人 の 流 れ は 、 以 前 は北 米 や 中 近 東 へ の 流 れ が 大 き く、 日本 へ

の 流 入 は 比 較 的 新 し い 現 象 で あ る 。 就 労 目的 で 日本 へ 流 入 して き て い る外 国

人 の 出 身 国 をみ る と、 ア ジ ア 太 平 洋 地 域 か らの シ ェ ア が 大 き い こ と が わ か る 。

○ わ が 国 へ の 就 労 ・研 修 ・就 学 目的 入 国 者(図1)

就 労 目的入 国者 研修 目的入国者

(1988年)(1988年)

2.2%

ぽ 霊 祭%㌘ 霊 舗%
0・7%合 計 合 計

1i7,678中 国25,274NIES

人7 .5%L6%人19 .4%

MESl
.8%

オ セ ア ニ ア37
.6%40・4%

ASEANASEAN

就 学 目的 入 国 者

(|988年)

オ セ ア ニ ア その 他

0.8%2.7%

ASEAN

5.6%

NIES

8.8%

北 米

1.6%

注:「 研 修 目的入国者 」 と 「就 学 目的入国者」は本来 の就労 目的以外 の入国者 であるが参考 までに掲げた

出所:法 務省 「出入 国管理統計 年報 」
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また、 日本 へ の不 法 就労 者 も年 々多 くな って き てお り、 そ の 国籍 も ア ジア

が大 半 であ る。

○ わ が国 に お け る不 法就 労 者 の推 移(性 別 人 員)(図2-1)

(人)
000-

000-

,000-

,000-

000-
'

0

2,339

4,783

口 男 性

圏 女 性
ll,307

5,629

8,131

14,3|4

5,385

7,018

///

一フ

5,945

!

4,942

∠!・

687
山

4,433

ノ/

350

=山

///
・///

,ノ

ノ/

〆

'.

'

ン/・
ノ,

'ぎ
,929

/'

二/

ク ニ・.φ'

//
'ξ

'Z89

∵2,139

一

200

」

/'

/2
,186

ノ
/

19831984198519861987i988(年)

○ 不 法就 労者 の国籍(図2-2)

4・〇二

ユシ

ン

テ

ン

ピ

ラ

タ

リ

グ

ス

イ

国

国

イ

ン

キ

フ

パ

パ

タ

韓

中

口
口
吻
自
国
口

出所:法 務省 「昭和63年 上陸 拒否考及 び入管 去違 反事件の 綴況 」か ら引用。
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2,2地 域の国際化

こ の よ うな動 きの 中、 地 域 レベル に おい ては、 国 レベ ル でな しえ な い手 法

や発 想 を も ってで きる 国際 化 の推 進 があ る はず で あ る。

外 国 との経 済 や 文 化 交流 に して も、 従 来 は大 半 が東 京 を経 由 して な され て

いた が、 これ か らは都 市 間直 接交 流 の時 代 だ といわ れ る。

「国 と国 との交 流 」 とい うス タ ンスで は実現 しに くい 「人 と人 との交流 」

とい う、 きめ こ まや か で よ り親 密 な 国際 交流 が求 め られ よ う。

住 民 そ して企 業 が、 ま た民 間団体 や 学 術研究 団 体 、地 方公 共 団体 が とい っ

た多 様 な 主体 に よ る、 多 様 な分 野 で の交 流 の積 み 重 ね が重 要 で あ る。
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2,3困 っている外国人

こ の よ う に 日本 と諸 外 国 、 特 に ア ジ ア と の 関 係 が 相 互 に 強 ま り を み せ て

い る 中、 た く さ ん の 人 が 日本 へ 流 入 して き て い る 状 況 を み た 。

しか し な が ら、 日 本 へ 来 て 暮 ら して い る 外 国 人 が 日本 の 暮 ら し に 満 足 し

て い る か ど う か は 、 は な は だ 疑 問 で あ る。 ど の よ う に 困 っ て お り、 ま た 、 何

を 求 め て い る か に っ い て 、 現 在 日本 で 就 労 して い る 外 国 人 社 員 に 対 して 実 施

さ れ た ア ンケ ー ト結 果(表5、 表6)に よ る と、 生 活 上 の 最 も 大 き な 問 題 点 は 、

「言 葉 の 障 害 」 に っ い で 「住 宅 問 題 」 、 「自然 環 境 」 、 「交 通 」 と な っ て い

る 。

こ れ を国 籍 別 に み る と、 ア ジ ア 人 は 「住 宅 問 題 」 や 「地 域 で の 人 間 関 係 」

を あ げ る 人 が 多 い 。 こ れ は 、 特 に 重 要 な 指 摘 と受 け と め る べ き で あ る 。

外 国 人 留 学 生 と外 国 人 婦 人 に よ る グ ル ー プ ・イ ン タ ビ ュ ー か ら も 「言 葉 に

よ る 障 害 」 が原 因 で 子 供 の 教 育 や 隣 近 所 っ き 合 い な ど 苦 労 した こ と。 「住 宅

問 題 」 で は 市 営 住 宅 に 入 居 す る 難 し さ 、 ま た 、 仲 間 意 識 の 強 い 日本 人 グ ル ー

プ と の 「人 間 関 係 」 で 苦 労 し た 事 例 が 多 く上 げ ら れ て い る 。

○ 仕事 や 会社 に対 す る不 満(国 籍 別)(表5)
(単位:%)

北米 欧州 アジア その他

n=36 n=28 n=23 n=7

仕事量に対する要員不足 25.0 国.3 4.3 14.3

仕事内容と自分の能力 ・関心 と llJ 10.7 13.0 28.6

が合わない

責任 ・権限が少ない 38.9 28.6 17.4 0.0

会社や上司の意思決定が遅い 44.4 28.6 13.0 14.3

仕事の割り振りが不公平 ll.1 7.1 17.4 14.3

昇進 ・昇格の見込みが小さい 36.1 50.0 261 14.3

会社や上司が能力開発に不熱心 19.4 17.9 8.1 0.0

給与が安い 19.4 14.3 21.7 0.0

査定が不公平、不明確 38.9 46.4 21.7 14.3

時間管理 、コス ト管理が厳 しい 2.8 10.7 21.7 0.0

オフィス環境がよ くない 27.8 10.7 2L7 14.3

職場の人間関係がよ くない 13.9 3.6 17.4 14.3

残業が多い 13.9 10.7 2L7 14.3

有給休暇がとりに くい 目.1 25.0
'
2L7 14.3

職場外での付き合いが多過ぎる 8.3 7.1 4.3 0.0

その他 川.1 10.7 8.7 42.9

特に問題はない 8.3 10.7 26.1 28.6

(社)平 和 経 済 計 画 会 議 「外 国 人 社 員 の 就 労 と 生 活 の 実 態 」

NIRA1990VOL3NO7
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○ 日常 生 活 の 問題 点(国 籍 別) (表6)

(単位:%)

合計
北 米

n=36

欧 州

n=28

ア ジ ア

n=23

そ の 他

n=7

言葉の障害 39.4 47.2 46.4 21.7 28.6

住宅問題 29.8 16.7 35.7 52.2 0.0

日常の買物 4.3 8.3 3.6 0.0 0.0

交通 24.5 27.8 25.0 13.0 42.9

教育 4.3 0.0 |0.7 4.3 0.0

医療 5.3 5.6 7.1 0.0 14.3

安全 ・衛生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

地域での人間関係 18◆1 ll.1 17.9 26.1 28.6

自然環境 27.7 27.8 39.9 13.0 28.6

行政サー ビス 8.5 13.9 7.1 4.3 0.0

母国の情報不足 18.1 ll.1 17.9 2L7・ 42.9

その他 16.0 目.1 25.0 13.0 14.3

(社)平 和 経 済 計画 会議 「外 国 人 社 員 の 就 労 と 生 活 の 実 態 」

NIRA1990VOL3NO7
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次 に、 外 国 人 に と っ て 住 み や す い 日本 に す る た め の 日本 が 改 め る べ き 課 題

に つ い て は 以 下(表7)の 通 りの 結 果 が 出 て い る。

○ 日本 の課題(表7)

医療 ・社 会 保 障問題 (%)

外 国語 の通 じる医療 機 関 の 充実 33.0

外 国 人 の ため の医療 に関 す る情 報 サ ー ビス体 制 の整 備 25.5

日本 の年 金 と母 国 の年 金 との 通算 制 度の確 立 53.2

教育関係

外 国人 生徒 を受 け入 れ る 学校 の 拡 大 43.6

公的な教育相談機関の整備 18.1

外 国語 の で きる先 生 の増 加 34.0

外 国人 生 徒の た め の 日本 語補 習 体制 の整 備 22.3

外 国 人 のた めの 公 的 な 日本 語研 修 施設 の整 備 41.5

住 宅関係

企 業 の住 宅政 策 の整 備 ・充 実 23.4

日本 人並 み の公 的住 宅 へ の入 居 46.8

外 国人 の ため の住 宅情 報 サ ー ビス体制 の整 備 50.0

住 宅紹 介行 政サ ー ビス の 充実 34.0

行 政 サ ー ビス関係 等

外 国 語 の 資 料 ・パ ン フ レ ッ トの 作 成 46.8

相 談 サ ー ビス 体 制 の 整 備 ・充 実 45.7

外 国語 の分 か る職 員 の 増 加 38.3

地 域社 会 に おけ る国 際 交 流 活動 の 拡大 31.9

日本 の文 化 ・社会 の海 外 へ の広 報 活動 の充 実 36.2

その他 9.6

言 葉 の障害 の解 消 に 関 す る もの と、 情 報サ ー ビス体 制 な どの総 合 的 な体 制

作 りとに2分 され る。
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2,4外 国人グループインタビュー要約

外 国人 が 日本 に来 て、 「何 に 困 っ て いる か」 「必要 な 情報 は何 か 」 にっ い て、 外 国

人 留 学 お よ び在 福 岡 外 国婦 人 の グル ープ に イ ン タ ビュ ー を行 っ て、 彼 等 の経 験 を話 し

て も らっ た。

①外国人留学生の声

◎ 日本 へ の 留 学 、 日本 ・福 岡 ・大学 の 情 報 に っ いて

・韓 国 で は 日本の 最新 情 報 を得 る こ とは む ずか しい
。

・ 「福 岡 」 は どこ にあ るか 知 らなか った 。

・日本 に来 て か ら福 岡へ 行 く ことが わ か った
。

・タイ で は 日本 の 情報 は豊 富。

◎住 宅問題 について

・大 学 の先 生 は勉強 の こ とだ けで、 住 居 の相 談 に は乗 らな い。

・市 営 住 宅 を 申 し込 ん で3年 後 に抽 選 に 当た った
。

・韓 国人 の 先輩 に 「市政 だ よ リ」 を見 る よ うに 教 え られ た
。

・市 営 住 宅 に優 先 的 に入 れ る し、 留 学 生会 館 も 充実 しつ っ あ る。

◎人間関係

・ 「仲 間」 に入 れ な い し、 社会 的 に軽 くみ られ る。

・月1回 皆 で清 掃 す る。

・仲 間 に な る まで人 間 関係 に時 間 が か る
。

・日本 の大 学 生 は わが まま
。

・忙 し く近 所 付 き合 いの暇 はな い。

◎ 病 気 ・病院 ・緊 急 連絡

・病 院 は親 切 だが 余分 な 治療 をす す め る。

・治 療 費 が 高 い病 院 と安 い病 院 が あ る。

・ 「104」 で 日祭 日の 当番 医院 を調 べ る。
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◎ コ ンサ ー ト ・催物

・日本 の伝 統 的 な イ ベ ン トや コ ンサ ー トが な い。

・高 くて 行 け な い。

・イ ベ ン トの詳 しい 内容 の デ ー タベ ース が ほ しい。

◎買物について

・食 料 品 は近 くの ス ーパ ー で、 デ パ ー トは 見 る だけ。

・安 い店 の情 報 は友 達 に聞 く。

・食 料 品 も衣 料 品 も安 い時 に買 う。

◎ アル バ イ トにっ いて

・`AN'で 探 した が、 日本 語 が あ ま りで きな いの で辞 め た。

・日本 人 学 生 は家 庭教 師な どが あ る が、 留 学 生 にふ さわ しい ア ル バ イ トが な い。

◎悩 みを相談 する人

・大学 内に は い るが、 大 学 外 で は福 岡 に はい な い。

・留 学生 を1っ に ま とめ、 代 表者 を選 んで 世話 係 を作 る。

・個 々の国 の 留 学生 会長 の連 絡 会 が 必要 。

・学 生課 は留 学 生 に不親 切 。

◎情報提供の方法

・英 語 、 中国語 、韓 国語 、 日本 語 の4カ 国語 に よる情 報 が必 要 。

・情 報 提供 端 末 が留 学 生会 館 と市 の 情 報 サ ー ビス ・セ ン ター(レ イ ンボ ー プラザ)

に必 要 。
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②在福岡外国婦人の声

◎福 岡 の 印象

・東 京 よ り住 み や す く、 きれ いな 街 。

・東 京 よ り人 情 味 が あ り暖 か い
。

・街 を行 く人 々の表 情 は 忙 しそ うで、 余 裕 が な い。

・デ パ ー トや 地 下鉄 の 暖 冷房 が効 き す ぎ、 エ ネル ギ ーの 無駄 使 い。

・福 岡 は他 の 土地 よ り物価 も安 い 。

・近 所 の人 とは あ ま り親 し くなれ な い。

・物 価 が高 い 。

・ア メ リカ と比 べ る と家 が狭 く、 物 価 が高 い。

◎ 困 っ た こ と、 知 りた い情 報

・引 っ越 しの 時 に おみ や げ をもっ て いか な けれ ば な らな い
。

・物 価 が 高 い の で住 宅 を借 りる 時 に 困 る
。

・肉体 労 働以 外 の オ フ ィスな どの アル バ イ トを した い
。

・住 宅 や ア パ ー トの こ とが知 りた い
。

・物 を安 く買 え る店 を知 りた い
。

・バ ス の番 号 が複雑 でわ か りに く い
。

・病 院 そ の他 の 案 内 が英 語表 示 で あれ ば よ い。

・畳 の上 での 生活 が 困 った。

・安 い外 国 料 理 レス トラ ンが知 りた い。

・電 話 帳 を調 べ る こ とが で きな い人 へ の 電話 番 号 の 問 い合 わ せ
。

・24時 間 ヘ ル プ ライ ンの英 語 の電 話案 内 がほ しい
。
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2,5国 際化に対する認識の不足

こ の よ う な 状 況 をひ き お こ し て い る 原 因 と して は わ が 国 の 種 々 の レベ ル の

背 景 や 事 情 が あ る が 、 最 も 重 大 な 点 は 、 「国 際 化 へ の 必 要 性 に対 す る 認 識 の

不 足 」 で あ ろ う 。 な ぜ 国 際 化 が 求 め られ る か に つ い て 、 言 い か え れ ば 、 国 際

化 す る こ との 重 要 性 を明 確 に 認 識 し て い る 日本 人 は ま だ ま だ 少 な い よ う で あ

る 。 国 際 化 推 進 は そ こ か ら始 め な け れ ば な らな い 。

国 際 交 流 調 査 に よ れ ば 海 外 旅 行 経 験 者 は37%に な っ て い る が 、 「観 光 」

85%、 「視 察 」10%、 「国 際 交 流 等 の 海 外 出 張 」7%で あ り、 「外 国 人 の 友 人

が い る 」 と答 え た 人 は10%足 らず で 、 国 際 交 流 は 始 ま っ た ば か り と 言 え る 。

国 際 化 に は種 々 の レベ ル が あ り、 ま た そ の ア プ ロ ー チ に も 多 様 性 が あ る 。

しか しな が ら、 そ の 根 底 に な くて は な ら な い の が 、 「交 流 を通 じ相 互 の 理 解

を深 め る こ と、 そ して 相 互 利 益 を 追 求 す る こ と、 ひ い て は世 界 の 平 和 に 貢 献

す る こ と」 と い う理 念 で あ る 。

この 点 にっ いて の認 識 を どの程度 も って い るか は市 民 ひ と りひ と りで異 な

る。 職 業 や年齢 、 性別 に よっ て も異 な る だ ろう し、地 域 差 に よ って も違 うこ

とが予 想 され る。

今 述 べ た よ うな認 識 の差 が市 民の 中 に あ るこ とに加 えて 、 国際 化 を推 進

し、 リー ダー シ ップ を とるべ き立 場 にあ る行 政 に お いて、 国際 化 の 必要 性 に

対 す る認 識 が充 分 とは言 え な い点 も大 きな問 題 で あ る。

国 際 化 の 推 進 に つ い て 、 福 岡 県 の 行 政 に お け る 国 際 交 流 の 意 識 調 査 に よ る

と、 「田 舎 で は 外 国 人 と は め っ た に 会 わ な い の で 別 に そ う必 要 と は 思 わ な い 」

「市 民 に ど う 言 っ て 必 要 で す よ と説 明 し て よ い か わ か ら な い」 と い う 回 答 も

あ り未 だ 模 索 中 と い っ た と こ ろ が 正 直 な 現 状 で は な い だ ろ う か 。 も ち ろ ん 、

早 く か ら国 際 化 推 進 に と り くみ 、 ま た 、 熱 心 に種 々 の イ ベ ン トや 地 道 な 研 究

会 、 学 習 会 を 開 い て い る地 方 自治 体 も あ る 。 しか し な が ら、 大 都 市 で な い 大

半 の 小 さ な 自治 体 で は 、 「な ぜ 国 際 化 をす す め る べ き か 」 に っ い て 認 識 す る

と こ ろ か ら始 め る で あ ろ う 。
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2,6求 められる受け入れ体制つくリ

外 国人 を暖 か く迎 え入 れ 、 友好 的 な 国際 交流 を保 っ ため に は受 け入 れ体 制

の整備 が必 要 とな る。

その た め には外 国 人 が何 を必 要 と して い るか を把 握 し、 そ れ を満 足 させ る ハ ー

ド面(種 々の設 備 な ど)と ソ フ ト面(サ ー ビス体 制 や 情 報 提供 を含 む)の 充

実 が 大切 であ ろ う。

具 体 的 に は種 々 の レベ ル で多様 な受 け入 れ体 制 が と られ る こ と にな るが、

最 も基本 的か っオ ール ラ ウン ドのサ ービ スのひ とっ に、 外 国人 の ための 情報

デ ー タバ ン クの整 備 が あ る。
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3,デ ータベースの必要性

3,1デ ータベースの主要な役割 り

デ ータ ベー ス は 日本 へ来 る外 国人 に対 して大 き く次 の よ うな 内容 の情 報提

供 を考 え る。

研 究会 の 中で も情 報 提供 対 象者 と情報 内容 にっ い て は論議 を読 ん だ が対象

者 に つい て は観 光 客 、 留 学 生、研 修 生、 就 労 目的 の在 留 者 な ど短 ・中 ・長期

の滞 在 者 をカバ ー す る こ とで進 む こ とに した。

① 九 州各 県の紹 介

② 観 光情 報(で き る だけ 所在 源情 報 を利 用)

③官 公 庁等 案 内(特 に国 際 交流 関係 を中心 に)

④ 医療 情報

⑤ 住居 情 報

⑥ 日常 生 活 関連 情 報

⑦ 教育 情 報

⑧ 法 的手 続 き

な ど を提 供 す る の もデ ー タベ ー スの役 割 といえ よ う。

3,2デ ータベースのもうひとっの効果

デ ー タベ ー スの 必要 性 は上述 の よ う に明確 で あ るが 、 さ らにデ ー タベ ース

に はそ の構築 過 程 や運 営 の 過程 にお い て、次 の よ うな広範 囲 の効 果 を生 じる

とい う利 点 が あ る。第 一 に挙 げ られ る のが市 民 や市 民 グル ー プに協 力 を して

も らうこ と自体 に よる市 民 の国際 化 意識 の深 ま りを促 せ る点 で あ る。

デ ー タベ ース に盛 りこむ 内容 の網 羅性 、多 様 性 とい った性 格 上 の特 徴 を満

たす ため に は専 門家 の み な らず、 種 々の市 民 レベ ル か らの協 力 をあ お ぐ方 が

内容 の よい もの に な る。 ま た必 ず外 国 人(可 能 な限 り多 様 で種 々の来 日目的

を持 つ外 国 の方)の 協 力 も 不可 欠 であ る 。

こ う い っ た 多 く の 方 々 の 相 互 の 情 報 交 換 や 討 論 、 検 討 と い っ た 共 同作 業 を

通 じ る こ と に よ リ真 に 役 立 っ デ ー タ ベ ー ス が っ く り上 が る だ ろ う。

デ ー タ ベ ー ス の 構 築 に 関 す る 研 究 ・検 討 過 程 に お け る協 力 体 制 と して は 、

市 民 各 層(お よ び グ ル ー プ)と 外 国 人 各 層(や グ ル ー プ)が 中 心 と な り、 専

門 家 や 行 政 か ら の 関 連 す る 人 々、 そ し て デ ー タ ベ ー ス の 技 術 的 開 発 ス タ ッ フ

等 が サ ポ ー トす る 形 が 望 ま し い 。 こ う す る こ と で 、 市 民 ひ と りひ と りに よ る

密 着 した 暖 か み の あ る デ ー タ ベ ー ス 作 り を 目指 す こ と が で き る 。
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こ こで のポ イ ン トは次 の3点 であ る。

① 専 門 家 主 導 形 に しな い。

② 外 国 人 と市 民 の協 力体 制 を固め る。

③ 単 発 ア ドバ イ スや 一 方的 な ヒア リング でな く、 継続 的で双 方 向の事 情

聴 取 と意 見 交換 が必要 で あ る。

以 上 の よ う な デ ー タ ベ ー ス の 効 果 を ま と め る と 下 の よ う に な る 。

① 市 民 の 国 際 化 意 識 の 啓 蒙

(市 民 団 体 、 グ ル ー プ に よ る 協 力)

② 構 築 過 程 に 関 与 す る こ とに よ る 国 際 交 流

新 ネ ッ トワ ー ク づ く り

新 リ ー ダ ー 育 成
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4,デ ータベースの情報内容

4,1在 日目的からみた必要情報

在 日 目的 は 大 き く(1)学 習 、(2)就 労 、

そ れ の3つ の 必 要 情 報 と生 活 関 連 情 報 が あ る 。

(3)観 光 に 分 け られ 、 そ れ

(1)学 習

こ れ に は 留 学 ・就 学 と い っ た 長 期 の も の か ら、 観 光 を か ね た ホ ー ム ス

テ イ で ご く短 期 と い う も の も入 る 。 い ず れ に せ よ 何 か を 「学 習 」 す る こ

と が 主 目的 に す え られ た 在 日形 態 を い う 。

当 然 、 そ の 学 習 す る 環 境 を 得 る た め 情 報 、 具 体 的 な 入 学 届 け 、 履 修 届

け な どの 諸 手 続 き 、 ま た 学 習 環 境 と して の 図 書 館 や 資 料 館 な ど の 案 内 、

利 用 の 仕 方 な ど、 ま た 寮 の 暮 ら し方 。

これ らの微 細 で か っ大 切 な、 そ して 日本 人 に は 当然 す ぎて意 識 で きな

い ような情 報 はそ の よ うな体 験 を既 に経 て 困 った 覚 え のあ る外 国人 か ら

協 力 を得 て、 で き る だけ た くさん を網羅 す るの が 望 ま しい。

そ して それ と同 時 に 日本 人 ス タ ッフや受 け入 れ 側 の 関連 す る人 に聞 か

せ、 相互 に話 し合 って こ そ よい完 成情 報 とな る.

○教 育情 報

① 日本 の教育 シ ステ ム

②外国人子弟が学べ る学校

③ 幼 児 を対象 と した も の

④ 日本語 学校

学 校 制 度 、 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 、

大 学 、 そ の 他

イ ン タ ーナ シ ョナ ル ス ク ー ル

(lnternationlSchool)

市 立 学 校(MunicipalSchoo1)

・・… 小 ・中 学 校

市 立 高 等 学 校 と県 立 高 等 学 校

小 ・中 学 校 へ の 新 入 学 及 び 転 入 方 法 、

問 い合 わ せ 先

教 育 費 、 学 童 ク ラ ブ

保 育 園 、 幼 稚 園 、 児 童 館 、 問 い合 わ せ 先

大 学(大 学 名 、 所 在 地 、 授 業 日)

YMCA等 そ の 他

(学 校 名 、 所 在 地 、TEL)な ど
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(2)就 労

年 々 日本 で働 く外 国人 が増 えて い る状況 は前 に み た。 そ の受 け入 れ時

に 当然 発 生 す る諸 々の必 要 な世 話 や カルチ ャー ギ ャ ッ プに っ いて は、 個 々

の企 業 にそ の対 応 を押 しつ け て いる のが現 状 で あ ろ う し、 ま たそ の対 応

が 充分 で あ る とは言 え な い状 態 で あ る。

これ にっ いて も学 習 目的 と同様 に で きる だけ多 くの 在 日就 業 者(各 層 、

各業 態 … ・)か ら協 力 をあ お ぎ、 そ の経験 を分析 し、 情報 化 す る作 業 が

必要 であ る。

これ も雇 用者 と しての 日本 人 に も 同時 に協 力 い た だ き、 双 方 向 の検 討

ス タイル で よ り密 度 の高 い情 報 に っ く りあ げて い くこ とが重 要 で あ る。

○就労関係

①外国人登録

②年金法

③銀行

④郵便局

外 国人 登 録 ・… 申請 場 所、 必 要 書類

再 交付 申請

・氏名 、 国籍 、 職業 、 在留 資 格 、在 留 期 間、

勤務 先 の名 称 及 び所 在地 に変 更 が生 じた 時

・… 届 出期 間、 必要 書 類

・外 国人 登録 証 明書 の 記載 の 確認(切 替)

外 国人 登録 済証 明 書、 印鑑 登録 及 び 証 明書

問 い合 わせ 先

国 民年 金 法(適 用範 囲、 手 続 き、 支 払 い方法 、

種 類 、特 別 な場 合)

雇 用者 の 年金 保 険(適 用範 囲、 支払 い方法 、 種 類)

共済 保 険 、 問 い合 わ せ先

窓 口営 業 時 間、 口座 の 開 き方 、通 帳

一般 的な 預金 の種 類(普 通 預金 、 当座預 金 、 通 知

預 金 、納 税 準 備預 金 、 定 期

預 金 、期 日指 定定 期 預 金 、

積 立定 期 預 金)

総 合 窓 口、 キ ャ ッシュ カ ー ド、 外 貨 預金 、 国 内 送

金、 海 外 送金 、外 貨両 替 、公 共 料 金 の支 払 い、解

約 、 銀 行 一覧 リス ト

窓 口営 業 時間 、 口座 の開 き方、 総 合通 帳

預 金 の 種類(通 常 預金 、 定額 預 金 、定 期 預 金)

キ ャ ッシ ュカ ー ド、 国 内送金 、 海外 送 金
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○税金 税 の負 担 にっ い て

国税(所 得 税 、法 人 税、 相続 税 、 贈 与 税 、

酒 税 、物 品税)

地 方税(住 民税 、 事 業税 、 タバ コ消 費 税 、 自

動 車 税、 自動車 取 得税)

市 町村 税 、 固定資 産 税、 軽 自動 車 税

納 税 通知 書 、 納税 方 法、 納 税証 明 書 、 賦 課 決

定 前 に 出 国 す る ときの処 置

○交通規則 と運転免許 交通 規則(運 転 す る とき、 違反 通 知 、

違 反 点数 、 交通 標識)

免 許 証(国 際 運転 免 許 、 日本 で の運 転 免 許 を

獲 得 す る方法 、 自動 車免 許 取 得 試 験

と発 行 、 問 い合 わせ)

(3)観 光

基 本 的 に は 日本 人 に 対 す る観 光 案 内 と 同 じ も の で あ る が 、 そ れ 以 上 に

次 の よ う な 角 度 か らみ て 外 国 人 に だ け 必 要 な 情 報 と い う も の も あ る 。

1.乗 り物 の 乗 り方 、 切 符 の 買 い 方 、 切 符 の 種 類 ・…

改 札 の 出 方 … ・な どの 日本 人 な ら知 っ て い る が 外 国 人 に は 詳 し く

知 らせ る 必 要 の あ る も の 。

2.日 本 人 に 対 し特 に 求 め ら れ て い る"日 本 的 な も の""オ リエ ン タ

ル ム ー ドの す る も の"に 対 し て の 詳 し い 案 内

3.伝 統 産 業 、 伝 統 芸 術 の 案 内

○観 光 情報(福 岡市 周 辺 を例 に と った場 合)

1.名 所 旧 蹟

2.行 事 ・催 事

3.伝 統 工 芸

4.博 多 の 珍 味

5.観 光 コ ー ス

(海 の 中 道 シ ー サ イ ドパ ー ク、 大 濠 公 園 な ど)

(博 多 ど ん た く、 博 多 祇 園 山笠 な ど)

(博 多 織 、 博 多 人 形 な ど)

(ふ ぐ、 お き ゅ う と、 博 多 ラ ー メ ン な ど)

福 岡 市 近 郊 コ ー ス 、 定 期 観 光 バ ス に よ る コ ー ス

タ ク シ ー 観 光 ツ ア ー 、 長 期 滞 在 観 光 ツ ア ー 、

バ ス 観 光 ツ ァ ー

最 寄 りバ ス 停 、 地 下 鉄 駅 名 、 所 用 時 間

バ ス ・地 下 鉄 料 金 、 観 光 コ ー ス ご との 主 要 地 名
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(4)生 活 関 連 情 報

在 日 目的 に 関 連 して 必 要 な の が 生 活 関 連 情 報 で あ る 。

知 ら な い 土 地 で"暮 らす"事 は な か な か や さ し い こ と で は な い 。 住 む と こ

ろ を探 し た り、 決 め る に は い ろ い ろ な 手 続 き が 必 要 で あ る 。

ま た 、 住 む 環 境 を整 え る に は 家 具 をそ ろ え た リ、 生 活 必 需 品 を安 く用 意 し

た り、 電 気 ・ガ ス ・水 道 な ど の 申 し込 み な ど 大 変 な 手 続 き が 必 要 で あ り、 外

国 人 留 学 生 や 外 国 人 婦 人 の グル ー プ ・イ ン タ ビ ュ ー で も 苦 労 話 が 次 か ら次 へ

と 出 さ れ て い る 。

隣 近 所 と の っ き合 い 、 赤 ん 坊 の 泣 き 声 が う る さ い と か 子 供 の 教 育 な ど、 新

し い 環 境 で 新 し い 体 験 を す る こ と に な る 。

数 え あ げ れ ば き り が な い 程 多 様 な 情 報 が 必 要 と され る が 、 以 下 に 研 究 会 で

論 議 した 項 目 を 並 べ て み る 。

○ 日常 生活 の 重要 情 報

1.水 道

2.下 水

3.ご み 処 理

4.電 気

5.ガ ス

6.電 話

7.郵 便

申 し込 み 、 取 り止 め 、 支 払 い 方 法 、 ご 使 用 水 量 等 の お 知 らせ

水 道 料 金 等 領 収 書 、 サ ー ビ ス事 務 所 、 修 理

使 用 開 始 、 取 り止 め 、 計 算 法 、 支 払 い 、 移 転 の 時 、 問 い 合 わ

せ 先

普 通 ご み 、 分 別 ご み 、 粗 大 ご み 、 収 集 日、 収 集 ご み を 出 す 時

の 注 意 、 電 気 製 品 を 出 す とき 、 危 険 物 、 動 物 の 死 体

使 用 申 し込 み 、 取 り止 め 、 料 金 計 算 、 支 払 い 方 法 、 電 気 使 用

料 の お 知 らせ 、 領 収 書(口 座 振 替 払 用)の 内 容 、 事 故 防 止 法 、

停 電 し た 時 、 使 用 上 の 注 意 、 移 転 の 時 、 問 い合 わ せ 先

申 し込 み 、 取 り止 め 、 料 金 計 算 、 支 払 い 方 法 、 ガ ス 使 用 料 の

お 知 らせ(兼)料 金 口 座 振 替 の お 知 らせ 内 容 、 安 全 チ ェ ッ ク

・使 用 法 、 移 転 の 時 、 問 い合 わ せ 先

自宅 取 り付 け 、 か け 方 、 料 金 計 算 、 支 払 い 方 法 、 移 転 ・取 り

決 め 、 明 細 書 の 内 容 、 公 衆 電 話 、 テ レホ ン カ ー ド、 国 際 電 話 、

夜 間 及 び 土 ・日 ・祝 日割 引 制 度 、 問 い合 わ せ 先

郵 便 局 の 立 地 場 所 、 取 扱 時 間 、 各 種 サ ー ビ ス

国 内 便 の 種 類 ・サ イ ズ ・重 量 、 国 際 便 の 種 類 ・サ イ ズ ・重 量 、

料 金 表(国 内 、 海 外)、 不 在 通 知

8.遺 失 ・拾 得 発 生 場 所 に よ る 連 絡 先 、 警 察 署 、 派 出 所

9.ペ ッ ト 犬 の予 防 接種 と登録 、 動物 管理 セ ンタ ー、

不 要 の時 交換 した い とき、 特殊 動物 の 許 可、

外 へ連 れ 出 す とき
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10.役 に立 つ 情 報

11.引 っ 越 し

12.災 害 予 防 対 策

13.緊 急 事 態

靴 、 服 な ど の サ イ ズ 、 度 量 衡 、 商 品 マ ー ク(JIS等)

食 品 の 保 存(賞 味 期 限 等)、 不 要 品 交 換 情 報 、

生 鮮 食 品 安 売 りデ ー 、 消 費 者 相 談 所 、 銭 湯 、

コ イ ン シ ャ ワ ー 、 コ イ ン ラ ン ド リー 、 ク リ ー ニ ン グ店 、

理 容 院 、 美 容 院 、 自転 車 の 路 上 放 置 禁 止

転 居 先 の 区 役 所 で 住 所 変 更(外 国 人 登 録 ・国 民 健 康 保 険 ・

印 鑑 登 録 な ど の 関 わ り)

電 気 ・ガ ス ・水 道 ・電 話 ・郵 便 届 先 の 変 更 手 続 き

小 ・中 学 生 の 学 校 手 続 き

災 害 、 風 雨 、 地 震

犯 罪 、 交 通 事 故 で の 応 急 処 置 、 火 災 で の 消 火 器 の 使 い 方

急 病 、 各 連 絡 先

○ 医療 情 報

1.健 康保 険

2.国 民 健 康 保 険

3.出 産 と 検 診 等

4.労 働 者 災害

補 償 保 険

目的、 公 的機 関 ・組 合 ・加 入 範 囲(強 制 、任 意)

被 保 険者(適 格 者、 適 用 期 間)、 扶養 家 族 に っ いて

保 険金 負 担 にっ いて、 保 険 給付 、 手続 き

加 入 す る 時、 や め る時、 住 所 や世 帯 人数 に変更 が生 じた

時、 保 険料 の 収 め方 、 国 民健 康保 険 被 保 険者証 対 象 者 、

保 険給 付(自 己負 担 金 と支払 い)

高 額 医療 養費 の 支給 、 その他 の給付 、 問 い合 わ せ先

国民健 康 保 険 に関 す る必 要 な手 続 き一 覧

留 学 生 の場 合、 国 民 健康 保 険 で適 用 され な い場 合 、

そ の他 の注 意事 項

妊娠 届 、母 子 健康 手 帳 、妊 娠 健康 診査 受診 票 、

B型 肝 炎 検査 受診 票 、 入 院助 産 の助 成

乳 児健 康 診査 、 幼児 健 康 診査 、

予 防接 種(BCG、M・M・R、 三種 混 合、 日本 脳 炎

イ ンフ ル エ ンザ 、 小 児マ ヒ生 ワクチ ン)と 実 施 時 期

問 い合 わせ 機 関

医療 補償 救 済 、義 務 で な い補 償救 済 、

傷 害 ・病 気年 金掛 金 、 傷害 者 補償 救 済 、

家族 を失 った人 の年 金 掛 金、 葬儀 費 用 、

問 い合 わ せ 先
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5.健 康 セ ン タ ー

6.公 共 病 院

健 康 に っいて の指 導

(母 と子 の健 康、 保 健婦 の活 動 、精 神面 で の健 康 法 、

栄養 の 改善 、老 人 の健 康 、 伝 染病 の予 防 、性 病 の 予

防、 結核 の 予 防)

地 域環 境 に おけ る健 康 に っ いて の指 導

公 共健 康 セ ン ター の問 い合 わ せ 先

住 所、 電話 番 号

○ 賃 貸住 宅情 報

1.市 営 住 宅

2.県 営 住 宅

3.住 宅 公 団 の 住 宅

4.民 間 の 住 宅

申 し込 み資格 と住 所 の形 式 、 募 集、 申 し込 み 方法 、

抽 選 、 問い合 わせ 先

問 い合わ せ先

申 し込 み と契 約、 申 し込 み場 所 、 問 い合 わ せ先

空 室予 定 の応 募(タ イ プ、 申 し込 み 方法、 応 募 資格)

留 学 生の 場合(資 格 、必 要 書 類 、抽 選、 当選 後 の 手

続 き)

住 宅 の探 し方

契 約(手 続 き方法 、 手付 金 、 敷金 、 仲介 手数 料 、 共

益 費、 連帯 保 証人)解 約 、 不 動産 情 報、 問 い合 わ せ先

4,2日 本人のための情報

迎 え 入 れ る 日本 人 の た め と して の デ ー タ ベ ー ス の 視 点 も あ る 。

例 え ば 、 姉 妹 都 市 提 携 先 の 地 域 、 国 の 情 報 が 欲 しい 。 ま た 、 接 遇 の 方 法 、

注 意 点 が 知 りた い 。 対 外 国 人 と の 交 渉 の 仕 方 の ア ドバ イ ス が 受 け た い 。 交

流 活 動 を や り た い の で 人 を紹 介 して 欲 し い な ど な ど、 日本 人 か ら の ア プ ロ ー

チ も 多 種 あ ろ う と思 わ れ る 。

これ らも ふ ま え て こ そ 異 文 化 、 異 経 済 と い う こ と を前 提 と した 相 互 理 解 の

た め の 双 方 向 の デ ー タ ベ ー ス 作 り と な ろ う 。
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4,3利 用できる他情報

① 自前 で 集 め る情 報 と他 情 報 を使 い分 け る。

そ の ため に は所 在 源 情報 の 範 囲 内 に留 め、詳 細情 報 は所 在 源 に ま かせ る 。例 え

ば デ ー タベ ー ス内容 と して は旅館 組 合案 内所 に留 め、 地方 の 旅館 の料 金 や あ き情

報 は地 方 の旅 館 案 内組 合 に まか せ る。 またゲ ー トウェイ に よ り他 の利 用 で き るデ ー

タベ ー ス情報 とも結 ぶ 。

② 他情 報 の利 用

利 用上 の 制約 は以 下 の とお りと な って い る。

情 報 利 用 の相手 先 と利 用上 の 制 約

＼ 要折衝相手先 情 報 利 用 上 の 制 約

公

的

機

関

国 の 機 関 法 律 で認 め る情 報 以 外 は利 用 不 可

例 個 人情 報 の 目的 外 使用 は不 可

地方公共団体 条例で認める情報以外は不可

大学 教 員、 大 学 院学 生 、 文 部 省 ・文 化庁 の研 究 職 員

科 学研 究 費補 助 金を 受 け る研 究 者 等 の み利 用 可

地 域 情 報 セ ン ター 事 業 目的 に 合致 す れ ば 可能

公的試験研究機関 場 合 に よ る

組 合 ・団 体 事業目的に合致すれば可能

第 三 セ ク ター 事 業 目的 に 合致 す れ ば可 能(現 実 に は、

所 管 官 庁 の 考え 方 に よ る)

全国 的 広 域情 報 セン仁 事業目的に合致すれば可能

民間企業

デ ー タベ ー ス事 業 者 契約次第で可能

一 般 企業 契約次第で可能

九 州 山 口経 済 連 合 会 「九 州 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー構 想]調 査 よ り

今 回 と くに 関係 が深 いの は 国 の機 関 、地 方 公共 団体 、 地 方 情報 セ ン ター と民

間 企 業 と言 え る 。

た だ し情 報 利 用 の 際 、 知 的 財 産 権

し な くて は な ら な い。

著作 権 とプ ライ バ シ ーの 問題 は充分 検 討
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③ ゲ ー トウ ェ イ の 可 能 性

日本 科 学 技 術情 報

セ ンタ ー

JICST

現在 0日 経 テ レコ ンか ら

将来 0も うす ぐキ ャプ テ ンか ら

日本貿易振興協会

JETRO

現在 ONEC,富 士 通 パ ソ コ ン通 信

将来 一

日本特許情報機構

JAPIO

現在 ×実績 も計画 もな し

将来 ?考 え る必要あ るが分か ら

ない

中小 企業事業団

SMIRS

現在 ×難 しい

将来 ?分 か らな い

九 州大 学

大 型 計 算 機 センター

現在 ×全国の組織なので九州

だけで決め られない。

将来

九 州 経 済 調 査 協 会

:REQUEST九 州

現在 ?ユ ーザ ーか ら要 望 あ り。

未 決 定

他 セ ン ターの 状 況 み る。将来

○ 実施可能?未 決定

× 実施不可能 一 意見を得 られず

九 州 山 口経 済 連 合 会 「九 州 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー 構 想 」 調 査 よ リ

現 在 商 用 デ ー タ ベ ー ス と して 利 用 度 の 多 い の は、 デ ー タ ベ ー ス 白 書 に よれ ば

① 日本 科 学 情 報 セ ン タ ー の 「JOIS」 ② 日本 特 許 情 報 機 構 の 「PATOLIS」

③ 日 本 経 済 新 聞 の 「日経 テ レコ ン 」 な ど が 多 い 。
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④ 西 日本 新 聞 の情 報 ネ ッ トの利 用

西 日本 新 聞 社 で は毎 日約8万 行 を超 え る 記 事 デ ー タ ベ ー ス が蓄 積 さ れ 、

20数 年 に 渡 る 情 報 シ テ ム の 構 築 で は 独 自 の 教 育 情 報 、 人 材 情 報 、 信 用 情 報 、 な

ど幅 広 い 情 報 が た く わ え られ て い る 。 こ の 外TVネ ッ トワ ー ク に よ る 映 像 情 報 の

提 供 や ロ ー カ ル ・キ ャ プ テ ン 会 社 、 パ ソ コ ン 通 信 ネ ッ トを使 っ て 多 角 的 な 情 報 提

供 サ ー ビ ス を行 っ て き た 。 こ う し た 幅 広 い 多 量 ・多 種 の 情 報 を 目 的 別 に 整 理 加 工

す れ ば利 用 可 能 とな り、 強 力 な 情 報 源 と な りえ る で あ ろ う 。

○ 西 日本 新 聞 記 事 デ ー タ ベ ー ス(NIネ ッ ト)

一 日平 均 記 事 出 稿 量 は 、 本 社 ・支 社 ・総 支 局 ・海 外 特 派 員 や 提 携 社 ・通 信 社

か ら8万 行 に上 り、 約1/3が 紙 面 に 掲 載 さ れ る 。 掲 載 さ れ た 紙 面 記 事 フ ァ イ ル か

ら必 要 な も の を取 捨 選 択 し て 毎 日200件 前 後 の 記 事 をパ ソ コ ン3台 を 使 い 、 日経

テ レ コ ン と共 同 連 動 に 送 り出 して い る 。

情 報 内 容 の 特 色 は 、 九 州 ・山 口 の 全 域 ニ ュ ー ス 、 各 県 ご との デ ー タ、 市 町 村 、

そ れ ぞ れ の 政 治 、 経 済 、 社 会 、 文 化 な ど幅 広 い 動 き が き め 細 か に 網 羅 さ れ た 地

域 情 報 が 柱 に な っ て い る 点 で あ る 。

平 成2年1月 、 商 用 開 始 して 以 来 丸1年 以 上 が 過 ぎ、 平 成3年5月 頃 に は蓄

積 量 は 日経 テ レコ ン が 約10万 件 を 超 え 、 共 同 連 動9万5千 件 とな り、 順 調 に 増 加

して い る 。 商 用 化 の ね ら い の 外 に 編 集 支 援 と い う社 内 活 用 に っ い て は 、 従 来 の

切 り抜 き に 変 わ っ て 欠 か せ な い 道 具 と な っ て い る 。 九 州 ・山 口 で 初 め て の 本 格

的 な 記 事 デ ー タ ベ ー ス と して 、 着 実 な 前 進 を し て い る。

○ パ ソ コ ン通 信(西 日本 新 聞 局N-NET)

新 聞 読 者 との 即 時 、 双 方 向 の 交 流 を 目 的 と し て 、'89年7月 に 開 局 し た が 、

現 在('91年7月)で 会 員 総 数1,500人 を数 え て い る。

当 初4回 線 か ら ス タ ー トし、 一 日250回 を超 え る ア ク セ ス 数 の 増 加 に と も な い

8回 線 に 増 設 を し た 。

会 員 は 、 福 岡 市(48%)を 中 心 に 県 内 外 か ら利 用 が あ り九 州 有 数 の 人 気 局 に

成 長 し た 。

人 気 ボ ー ドは 「フ リー トー ク 」 だ が 、 「新 聞 を考 え る 」 等 の 新 聞 社 ら し い テ ー

マ を持 っ た 掲 示 板 も あ る 。 こ の 会 員 の 意 見 は 新 聞 記 事 に も定 期 的 に 掲 載 さ れ 、

「湾 岸 戦 争 を考 え る 」 と して 社 会 面 に も 登 場 し た 。
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○ ロ ー カ ル キ ャ プ テ ン(福 岡 ニ ュ ー メ デ ィ ア ・サ ー ビ ス)

福 岡 地 域 キ ャ プ テ ン と して 、 福 岡 県 、 福 岡市 、NTT、 新 聞 社 、 九 電 、 地 元

の 銀 行 ・デ パ ー トな ど の 出資 をっ の り第3セ ク タ ー 方 式 で'86年 に 設 立 した 。

サ ー ビ ス エ リ ア は福 岡 都 市 圏 と そ の 周 辺 だ が 、 全 国 キ ャ プ テ ン に も 接 続 す る

の で 、 全 国 の キ ャ プ テ ン 端 末 か らも 利 用 で き る 。

現 在 、 家 庭 会 員 数 は3,000台 で 、 公 衆 用 端 末 も エ リ ア 内 のJR、 私 鉄 駅 、 空 港 、

県 庁 、 区 役 所 な ど に200台 設 置 さ れ て い る 。

提 供 情 報 は ニ ュ ー ス 、 レ ジ ャ ー、 観 光 な ど の 総 合 情 報 の 他 に 、 福 岡 市 の ス ポ ー

ツ 施 設 の 予 約 シ ス テ ム や マ ー ケ テ ィ ン グ ・シ ス テ ム な ど 社 会 シ ス テ ム と して の

活 用 も さ れ て い る 。

月200万 の ア ク セ ス 数 で ロ ー カ ル キ ャ プ テ ン と して は 日本 で も 有 数 の キ ャ プ テ

ン局 と して 活 動 して い る 。
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4,4ア ジア太平洋データ㊦一スのメンテナンス

研 究会 の 中で はデ ー タ メ ンテ ナ ンスが 大 きな 問題 点 と して 取 り上 げ られ た。

「リア ル タイ ムの 情報 がDBの 価値 を高 め る」

「関 係各 所 に情 報 の収 集 とメ ンテナ ンス の協 力体 制 を整 え る」

「公 的 な税 金 を使 って作 成 され たデ ー タは で きる だ け民 間 に提供 しよ う とい

う行 政管 理 庁 の指 導 が あ る」

な ど沢 山の意 見 が 出 され た。

必要 な情報 とは最 新 の デ ー タであ り、 例 え ば飛 行機 や ホ テル の 空情 報 の よ う

な リアル タイ ムで メ ンテ ナ ンス され な けれ ばな らな い情 報 で あ る。

メンテ ナ ンスの頻 度 が高 けれ ば高 い程 、 必要 度 が 増加 す る こ とも考 え られ る。

そ こで 自動 的 に メ ンテ ナ ンス され る仕 組 を作 る こ とが ア ジ ア太平 洋 交流 デ ー タ

ベ ース情 報 セ ン ター を成 功 させ る要 因 とな る。

メ ンテナ ンス させ る こ とで メ リ ッ トをも た らす工 夫 が必 要 で あ ろ う。

その た め には情 報源 と はパ ソ コ ンネ ッ トで結 び、 メ ンテナ ンス を して くれ た

情報 源 には有 料情 報 を格 安 でサ ー ビス して や るな どの工 夫 を した り、 特 に情 報

源 に近 い所 で メンテ ナ ン ス部 門 を も うけ る必要 が あ る。
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5,シ ステムの概要設計

5,1シ ステム構築の考え方

システム構築 としては九州地域 を対象 に段階的なグレー ドア ップが想定 される。

1.第1段 階

第1段 階は、独立 の情報センターではなく、公共 の情報セ ンター(例 えば福岡

国際会館)の1っ のサ ブシステムとして構築 した方が初期負担が少な くてすむだ

ろう。

勿論、福岡県 ・福 岡市 ・北九州市な どの協調の元 に進めて いく事 が必要である。

端末機設置場所 として考え られ る所 は

・福岡国際会館(仮 称)

・福岡市 レイ ンボープラザ

・北九州市交流センター

・出入 国管理事務所 福岡国際空港

福岡国際港

・領事館 米国 ・中華人民共和 国 ・大韓 民国

・留学セ ンター

2.第2段 階

第2段 階は福岡県内に広 げてい く

端末機設置場所 と して考 え られる所は

・福岡県福岡市各 区役所

・商工会議所

・久留米市 ・大牟 田市 ・太宰府市 ・宗像市な どと国際交流情報 を

必要 とする民間企業にも

3.第3段 階

第3段 階で九州各県に広 げていく

この段階では情報 内容 が充実 し、 ソフトも完備 し、各 県が独 自に構築する

よ り利用 した方が効率的 にな っている。

端末機設置場所 として は ・九州各県国際部

・九州各県庁所在都市

・別府 ・延岡 ・佐世保 など国際交流 の盛 んな都市

・各国際空港

熊本 ・長崎 ・鹿児島 ・沖縄な ど

・民間企業
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5,2概 要設計の前提条件

各 コ ンピ ュ ー タ ・メ ーカ ー それ ぞ れ汎 用 の 情 報検 索 ソ フ トを提 供 して いる。

ここで は、 日立 の シ ステ ム例 を一 つ の モデ ル ケ ー ス と して取 り上 げ る。

1.デ ー タベ ース検 索 ソ フ ト

コ ン ピュ ー タは 中型 上位 機 種M640-20E(32MB)を 想 定 し、VOS3の

TSS環 境 で 検 索 ソフ ト 「ORION」 を使 って 処 理 す る。

2.画 像処理

外国人 向けに分 か りやす く提供するために、地 図などの図形情報の画像処理が必要

である。

① 入 力 と して は、 画 像OCRとHITFILE(光 デ ィス ク)の2っ の方 法 を考 え

て いる が画 像OCRの 方 が コ ス トが安 く、 メ ンテ ナ ンス しや す い。

一 方 光 デ ィス ク方式 は記憶 容 量 が 多 く画 像 が鮮 明 で あ るが 、 メ ンテ ナ ンス に 問題

が ある 。

② 出力 はFAX出 力 ・端 末 へ の表 示 ・セ ン ター の漢 字 プ リン タ を考 え る。

3.ネ ッ トワ ー ク

ネ ッ トワ ー クはオ ン ライ ン検 索 用端 末 の 他 に、普 及 の進 ん で い るパ ソコ ン通 信 用

の 端 末(無 手 順端 末)の 利 用 が不 可 欠 であ り、 ホ ス トコ ン ピュ ー タ に受 け入 れ の た

めの 通信 装 置 を準備 す る必要 が あ る。

4.デ ィス ク

①OSで 約2.5GB(ギ ガバ イ ト)

② デ ー タ ・ベ ー ス約2.5GB

③ ワー ク ・フ ァイル と して約2.5GB

④ 残 り2.5GBは 画 像OCR導 入 時 に画 像 用 と して、 光デ ィス ク導 入 時 は バ ッ ク

ア ップ用

5.画 像容 量

1画 像 にっ き120mm×180mrnで 約30KB(キ ロバ イ ト)と す れ ば、2.5GBで

約8万 枚 の 画 像 が 収納 可 能 。
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6.入 力 デ ー タ の翻 訳 、 キ ー ワー ド抽 出 シ ステ ム

A.HICATS(日 立 翻訳 支援 シ ステ ム)

外 国人 向 け デ ー タベ ー ス なの で和 英 の翻 訳 シス テ ムが 必要 であ る 。

入 力 は 日本 語 デ ー タ をセ ンタ ーで一 括 自動 翻 訳 し、 その 結果 英 訳 の おか しな部

分 は対 話 形 式 で補 い英 文 のデ ー タベ ース を作 成 す る 方法 が考 え られ る。

B.キ ー ワー ド切 り出 し

日本語 ・英 語 とも に 自動 切 り出 しはせ ず に、 人 の判 断 に よる もの とす る 。

理 由(1)辞 書 作 成 の 工数 が か な り必要 と な る。

(2)日 本 語 ・英 語 キ ー ワー ドの整 合 性 が 一致 しな くな る。

[日 本 語 か ら検 索 可能 で英 語 か らは不 可 能(ま た逆 もあ る)と

い う事 が 発生 す る。]
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7.ORIONの デ ー タ ・ベ ー ス容 量

文 字情 報 デ ー タ を1件 あ た り5,000バ 朴(2,500字 相 当)と して10万 件 の情 報量

を想定 して 容量 を計算 す る と約750MB(メ ガバ イ ト)必 要 で あ る 。

前 提 条件:

① レコ ー ド長

② レコ ー ド件 数

③1レ コ ー ド中 の キ ー の 数

④1レ コ ー ド中 の フ ィ ール ドの 数

⑤ ユ ニ ー クな キ ー の 数

⑥ 全 キ ーの 数(レ コード件数X1レコード中のキーの数)

⑦ キ ー長

(1)イ ンデ ク ス フ ァ イ ル の 容 量

=5 ,000バ イ ト

=10万 件

=100個

=100個

=200万 件

=1,000万 件

=50バ イ ト

イ ンデ ク ス 部+デ ー タ 部

=166MB十27MB≒200MB

(2)ヘ ッ ドフ ァ イ ル の 容 量

イ ン デ ク ス 部+デ ー タ 部

=1 .2MB十528.5MB≒530MB

(2)そ の 他

20MB
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ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

(画 像OCR使 用 時)

一
*5

コ ン ・ 一 レデ ィ ス プ レ イ

ー6149'

-7A

1-F6149-1

H-F6215
-10

1{-6215
-10

*1

回

M--640/20E SYSTEM

H-6140-H52

中 央 処 理 装 置(32MB)

H-P6146-60

高 速 デ ー タ 転 送 機 構

IPC

差合入出力制御機構 BLMPX BLMPX BLMPX BLMPX BLMPX BLMPX BYMPX

*6

*7

*8

H-F8634-40×2

高 速 メ モ リ(128KB)

H-F8634-4

高i速 メ モ リ(256KB)

H-F8637-31

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ャ ナ

H-F8635-1

回 線 イ ン タ フ ェ ー ス 機 構

H-8716-4

ラ イ ン セ ッ ト1-12

H-8719-1

ラ イ ン セ ッ トJl

H-F4741-983

漢 字 文 字 パ タ ー ン

*3

*1H-6519-80/81(8イ ン チ)

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 駆 動 装 置

*2H-F6273-C11

書 式 オ ー バ レ イ1機 構

*3

*4

H-F6273-C21×2

増 設 文 字 発 生 機 構

H-F6273-C41

印 刷 デ ー タ 拡 張 機 構

H-F6273-C42

増 設 印 刷 デ ー タ拡 張 機構

H-F6273-C955

漢 字 文 字 パ タ ー ン

H-F6273-Pl2

用 紙 拡 張 機 構

}i-8538-3

ディスク誘肩装置

H-F8538-50

諦 ディレクタ

Il-6481一 ユ

磁気テープ§衡装置

H-6586-Jl4 H-6485-1

00
*4

H-6275-ClO

漢字プリンタ箭口装置

H-F6481-500

デ ー タ 圧 縮 制 御 機 構

H-F6485-50

デ ー タ 圧 縮 機 構

1・1-F6485-60

カ ー ト リ ッ ジ 自 動 交 換 機 構

0.63GB

O.63GB

H-F6586-JO4

0.63GBO.63GB

O.63GBO.63GB

H-6586-J24

○○
*4

0.63GB

O.63GB

H-F6586-JO4

0.63GB

O.63GB

恋気ディスク駆動装置

カートリッ逓

磁気テープ鑓

*2

H-6273-PIO

漢 字 プ リ ン タ

ll-8633-2

籠 縮 装置

*5

*6

*6

*6

*6

*7

TA)SU

INS-P

/鰯 柔

J
M

H-4441-L31

ファクシミリ

駄 額 装董

II-4741-A1ユ

ファクシミリ

始末9蒙 装置

*8

H-6381-30

匡まデータ変{ミ£匿

(IXU)

公 衆 回線

HT-2001-B61

コミ二二ケーシ三ン

ステーシ三ン

M描 朱

FA,〉 〈

H-5504-41

画像入力付

OCR

2020 プリンタ

2020 プリンタ
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ハ ー ド ウ エ ア 構 成

(HITFILE使 用 時)

SYSTEM機 器 構 成 図
*5

コ ン'一 レデ ィ ス プ レ イ

1-6149
--7A

－F6149-1

H-・F6215
-10

H-6215
-10

*1

回

M-640/20E SYSTEM

H-6140-H52

中 央 処 理 装 置(32MB)

H-P6146-60

高 速 デ ー タ 転 送 機 構

IPC

統合入出力制御`棲 BLMPX BLMPX BLMPX BLMPX BLMPX BLMPX BYMPX

*6

*7

'
*8

H-F8634-40,×2

高 速 メ モ リ(128KB)

H-F8634-4

1高速 メ モ リ(256KB)

H-F8637-31

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ャ ナ

H-F8635-1

回 線 イ ン タ フ ェ ー ス 機 構

H-8716-4

ラ イ ン セ ッ トH2

H-8719-1

ラ イ ン セ ッ トJl

H-F4741-983

漢 字 文 字 パ タ ー ン

*3

*1H-6519-80/81(8イ ン チ)

フ ロ ッ ピ ーデ ィス ク駆 動 装 置

*2H-F6273-C11

書 式 オ ー バ レ イ1機 構

*3

*4

H-F6273-C21×2

増 設 文 字 発 生 機 構

H-F6273-C41

印刷 デ ー タ拡 張 機 構

H-F6273-C42

増 設 印 刷 デ ー タ拡 張 機 構

H-F6273-C955

漢 字 文 字 パ タ ー ン

H-F6273-P12

用 紙 拡 張 機 構

H-8538-3

ディスク制口装置

H-F8538-50

醜 ディレクタ

Il-6481-1

磁気テープ制御装置

H-F6481-500

.デ ー タ 圧 縮 制 御 機 構

H-F6485-50

デ ー タ 圧 縮 機 構

H-F6485-60

カ ー ト リ ッ ジ 自 動 交 換 機 構

Hr6961-1

ξディスク駕街装

H-6586-J14

H-6275-C10

義字プリンタε肩装置

0.63GB

O.63GBO.63GB

H-F6586-JO4

0.63GBO.63GB

O.63GBO.63GB

H-6586-J24

0.63GBO.63GB

O.63GBO.63GB

H-F6586-JO4

0.63GB

O.63GBO.63GB

磁気ディスク駆動装置

H-6485-1

00
*4

○○
*4

カートリッジ愛

顧 テープ装置

H-6966-1

◎

◎

◎

◎
たディス残 置

己ゴ2
H-6273-P10

漢 字 プ リ ン タ

H-8633-2

通信縮 装置

*5

*6

*6

*6

*6

*7

TASU

INS-P

‡蘇

ー

/
一
一
ー
ー
ノ

M

H-4441-L31

ファクシミリ

駄 縮 装置

II-4741-A11

ファクシミリ

始末接続装置

*8

II-6381-30

亘像データ変換装置

(IXU)

公 衆 回線

HT-2001-B61

コミュニケーシ5ン

ステ シコノ

村 摘 入

lllTFILE

プリンタ

◎

2020 プリンタ

2020 プリンタ
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5,3汎 用検 索 ソ フ ト 「ORION」(onlineRe、,iever。f、nf。,mati。n)

こ こで は、 メ ー カ ー提供 の検 索汎 用 ソ フ トORIONを 利 用 す る。

1.ORIONの 適 用業 務

現 在ORIONは 種 々の文 献 か 資料 の整 理検 索 に使 わ れ て い る対 話 型 情 報 検

索 ソフ トであ る。

文 献 デ ー タ ・数 値 デ ー タの検 索

検 索 結果 の 演 算 加 工 、 レポー ト作 成

コ ン ピュ ー タ知 識 が な くて も使 い こなせ る

要求
要望

iii難業攣蓼欝ii…

いつ で も タイ ム リー に検 索

適
用
分
野

・大 学 ・研 究 所 に お け る文 献 調査
、 実験

デ ー タの 整 理

・図書館 におけ る図書 ・資料の検索

・民間企業 におけ る種 々保存資料の検 索
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2.ORIONの 特 長

ORIONは 以 下 に示 す よ うな幅 広 く柔 軟 な機 能 を持 って い る.

エ ン ド ・ユ ーザ ー ・イ ン ター フ ェイ ス と システ ム管理 者 イ ンタ ー フ ェイ ス の2っ

に分 け られ る。

文字列

(自然語)

数値 、 数値 範 囲

㊤確信撚

誰 で も

いつ で も

必要 な と きに

・データベ ース毎

にフ ァイル 、 レ

コー ド、フィール ド

機密保護 な どデー

タベ ース全体の情

報 を定 義

・各種 システ ム標

'・各 種 ガイ ダ ンス

機能
・定 型的 な質問 式

や コマ ン ドを

登 録 す るプ ロ

フ ァイル機能

見やすく

必要な出力項目

を指定できる

出力編集機能

豊富な
検索手段 機能

種々の レ㌻ テイ

萎 彰 ク/ザ'インタ
TSS＼

文寸言舌検 索'、

H

・デー タ

定義 言語

(DDL)

準値 に よ りユーザ

負 担の軽減

・ユーザ の好 みに

応 じメッセ ージや

コマ ン ド名称 を変

更で きろ

..ORION

べ

蕊 者イソタノ

キーワー ドの
自動抽出機能

(インデクサ)

・入 力 デ ー タ

の 指 定 フ ィ ール ドよ り、

単 語 を切 出 し、ス トッ プ ワ ー

ド以 外 の 単 …吾を 、全 て イ ンデ ク

ス ター ム とす る機 能

数値 デ ータ

の関数 演算

処理(最 大、最 小 、

平均 等)

ゾ との結合

ヶ モ三夕

機 能

機密保護
機能

ORION実 行 中

にユ ーザプログラム

起 動.

検 索結 果 の数値 計

算、統 計 計算等ユ
ーザ 固有 処理 を実 行

・システ ム稼動状

況、検 索セッション

毎 に端 末 入力や 検

索 結果 をファイルに

収集 し、専用 ユーティ

リティブ0グ ラム でそ三

夕編集 出 力

・デ ー タベー スの

見直 し、資料 と し

て活用

・データベース、ボスティング、レ

コード、フィール ド4つ のレベル

で必 要 に応 じて機密保 護設定

・利用者 の資格 に応 じた検

索サ ー ビス
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3.ORIONの 機 能 と フ ァイ ル

ORIONの 機 能 と フ ァイ ル は次 の よ うな 関係 にあ る。

/
データ定 義

↓

データ定義機能

(DDLコ ンパイラ)

↓ ♂
メ ッセ ージ

フ ァイル ア ー フル

フアイル 〔==⇒

入力
データ

デ ー タ ベ ー ス
作 成 ・更 新 機 能

アエ　 　 へ 　 　 　 　 　 　 　 　

1入 力デー タ

前処理l

L∫三二=力f越!J

ピ ユ ーテ ィリテ
ーイブラリ

、
1イ;・7-"・クス自動剛

ファイル管理!

}ランザクション

フ7イル

任ク ↓ 、 、

ヘ ッ ド

フ ァ イ ル

↓

イ ンデ クス レ ンジ

フ ァイル フ ァイ ル

』 ↓

シソーラ 入

フ 了イ'レ

旦

'
●

端末
〃 しシス テム

管理 機能

検 索

補助機能
検 索 機 能

、

TSS
1

一パ ッチ
シソーラス櫛 能

`

↓
一

モ ニ タ

フ7イ ル

ブ0

フ ァイル

コミュニケーション

ファイル

ユ ーザ

フアイ ル
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4.デ ー タ作成 及 び 更新

① 新規 作 成(翻 訳 を含 む)

デ ー タの収 集 が 一 段落 す れ ば、DBの 作 成 を同 時 進 行 で進 め る。

まず、 集 め たデ ー タ を分 類 し各 項 目 ご とに分 類 す る 。

デ ー タエ ン トリー用 の ツ ール を用 い、 デ ー タ レコ ー ド レイ ア ウ トに従 っ て 日本 語 で

入 力 す る。 それ をSAMフ ァ イル に保 存 す る。

日本 語 で入 力 され たSAMフ ァイ ル を 日英 翻 訳 シス テ ムHICATSに か け、 デ ー

タ レコ ー ドレイ ア ウ ト英 語 部 を追 加 す る。 この と きチ ェ ッ ク リス トを出力 す る。

チ ェ ック リス トよ り英 訳 の お か しな部 分 は対 話 形 式 で 修 正 す る 。

この ように して作 られ た 一 時 フ ァイ ル をORIONを 使 って デ ー タ ・ベ ー ス構 造

フ ァイ ル を作 る。

日本語デ ータ
(パ ンチ)→

SAM → チ ェ ッ ク リ ス ト

時

フ ア イノ

ーザ プ ロ グ ラム

¢

⇔ 時
フ ァイ ル

→
バ ッチ処理

DB作 成
→ DB
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② 修正 お よ び追 加

デ ー タ に は常 に 更 新 ・追 加 が 必要 で あ る が、 それ にっ いて は、 セ ン ター で一括 処 理

とす る。

ORIONとHICATSを 用 い追加/修 正 を行 い、 一 時 フ ァイ ル よ りDB化 す る。

DB →

¢

→ 時
アイル

→
バ ッチ処理

ORION

－41一



5,4デ ・タパ・スの構造と検索手順

1.デ ー タ ・ベ ー ス構 造

ORIONで 作 成 され たデ ー タ ・ベ ー ス の構造 と して は次 の よ うに な って い る。

デ ー タ ・ベ ース は イ ンチ クス フ ァイ ル とヘ ッ ドフ ァイル の2つ の フ ァイ ル か ら構 成

され て い る。

イ ンデ ク ス フ ァイル の 中 に は キ ー ワ ー ドの は いる イ ンデ ッ クス ブ ロ ッ ク とそ れ に

対応 す る ドキ ュ メ ン ト番 号 を格 納 す るデ ー タブ ロ ッ ク とか ら構 成 さ れ て い る。

ヘ ッ ドフ ァイル の 中 に は ドキュ メ ン ト番 号 に対 応 す る5000バ イ トの レコ ー ド内容

が 格納 され て い る。

「公 園 」 を 例 と した 場 合 、 図 の 様 に な り ま す 。

〈注 〉

①PA:デ ィ ス ク の ポ イ ン タ ア ド レ ス

② 各 イ ン デ ク ス ブ ロ ッ ク は 、 階 層 構 造 に な っ て い ま す 。

〈 ヘ ッ ド フ ァ イ ル 〉

〈 イ ン デ ク ス フ ァイ ル 〉

ノ 、 デ "ク

000010PA

000020PA

000148PA

イ ン デ クス ブ ロ ッ ク

キ+ト'-1南 公⇒PAi

Ll・AR・ 州
＼

＼1畑IPA
1＼ デ ー タ ブ ロ ッ ク

∨

11川0000201

1 ll
、',一 ・.、二

〆/"＼'＼

*1

キーワード に 該 当 す る

ドキュメント番 号 の 件 数

ノ/＼ 、

20件000010 000020・ ・..000148

」_____-81

村iiド キュメント番 号
－i

,.
:'

.∫

.、
、、

、___.,
.・

デ ー ブ ロ ッ ク

レコ ー ド1

レ コ ー ド

000020 公園 南公園 福岡市南方 の郊外～ PARK 1tispositioned～

レ コ ー ド レ イ ア ウ トは 、 を 参 照 して 下 さ い。)
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2.レ コ ー ドレイ ア ウ ト

デ ー タ と して は、 次 の よ うな レイ ア ウ トを考 えて いる。

共 通 部 ・日本 語 部 ・英語 部 の3っ に分 け られ 、 共通 部 ・日本語 部 を入 力 す る。

英 語 部 に っ い て は、Hicatsに よ り 自動 翻 訳 し付 加 す る もの とす る 。

キ ー ワ ー ドに つ いて は 、 日本語 文 か ら手 動 で切 り出 し、 それ を英 訳 す る こ と に す

る。

項番 項 目 デ ー タ 例

1 共

通

部

ド キュメント番 号(登 録 番 号) 000020

2 作 成 年 月 日 910111

3 作成 元 西 日本 新 聞社

4 情報元 郷土資料

5 更新 日 910114

6 画 像 キ ー情 報 IKMOOOO5

7

日

本

語

部

区 分1(大 項 目) 観光

8 区分2(中 項 目) 名所

9 区分3(小 項 目) 公園

10 資料名 南公園

11 説 明 福 岡市 南 方 の 郊外 に位置 す る。 平 尾

の丘 陵 期 待 を利 用 ～

12 主 題 キ ー ワ ー ド 福 岡 市,平 尾,桜,動 物 園

13

英

語

部

区 分1(大 項 目) SIGHTSEEING

14 区分2(申 項 目) SIGIITSPOT

15 区分3(小 項 目) PARK

16 資料 名 SOUTIIPARK

17 説明 ltispositionedinasuburbto

theFukuokacitysouth.Itis～

18 主 題 キ ー ワ ー ド FUKUOKACITY,HIRAO,CHERRYTREE,

ZOO

〈 注 〉 主 題 キ ー ワ ー ド以 外 の 項 目 も、 キ ー ワ ー ド と し て 設 定 可 能 で す 。

一43一



3.検 索 事 例

① 検 索 事 例 を示 して み る。

画 面 は 日本 語 で入 力 した項 目 を 日英 翻 訳 シス テ ムHICATSを 使 っ て英 訳

して作 っ たも ので、 実 際 の 画面 とは 少 し異 な る。

デ ー タベ ー ス と して キ ー ワー ドか らの 直接 検 索 も可 能 であ るが、 こ こ で は

メニ ュ ー か らの番 号検 索 を紹 介 して み る 。

日本 語 と英 語 の画面 は切 り替 え て 表 示 す る。

こ こで 「10.観 光 」 を選 んで み る。

1・' ll属 性 ll登 録llフ7イ ルll印 刷1格 納1回 復1閉 じ る1
■`

國 頁領1字罫1 HicaしS短 文 仕 様 1魍 頁1制字劃 阻CATS例 文(e) 旧5縦
始 頁 前頁 次頁 終頁1頁呼11頁 雄 亘1前頁 次頁1終頁1頁呼11頁 1

ξ:わ 町_ヤ__琴o_r.市_f二
f..・ ・. 二 司__f,_59rf__}'二 一_η'♀D叶_耳

ψ ・ fl

一 アジ ア太平 洋交 流 デー タベ ー ス
一

AsiaPacificOceanalternaしingcurrentdatabase

一 一

一

メ ニ ュー画 面
.

Nenuscreen
. ⇔

1.各 県 紹 介 1.Eachprefecしureinしroducしion
巴 一 吉 一

2.住 居 一 2.llOusc

3.日 常 生 活 = 3.Evorydaylifo
一4

.行 政 諸 手 続 き 4.Adminisしraヒivevariousprocedures
一 一

5.医 療 5.Hedicalしreaし1nenし
嵩. 謡 戸

.6.賃 貸 住 宅 一 6.Leasehouse

一

7.教 育 7.Educaしion

8.経 済
一

8.EconO川y

二
〆i

9.マ ス メ デ ィ ア
元 ,

.

0.Thomas81110dia

!'
10.観 光 A 10.Sighしseeing

一11
.官 公 庁

一

11.Governmentandmunicipaloffice
一 一

12.そ の 他 12.Andsoon

1巨刹⇔1可1Φ 馴 足1へ
匝亟 】 旧 一マ字[
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② 次 に前 の メニ ュ ー の 中か ら10観 光 を選 ぶ とそ の 下位 の検 索 メニ ュー が表 示 され

る。 そ の 中か ら(1.名 所 ・旧跡)を 選 ぶ と次 の検 索 メニ ュ ーが表 示 され 、 そ の メ

ニ ュー の 中か ら(4.南 公 園)を 選 ん でみ る。

、

「 ll属 性 llき …ε5…兼llフ ァイル1 1印 刷1格 納1回 復1閉 じ る1

四 百側字罫1 Ilicats短 文 仕 様 1 頁 領1字i剤
.

lllCATS例 文(e) lB5縦
始頁前頁次 頁 終頁1頁呼11頁 始頁1前頁欧 百1終頁1頁呼11頁 1

江 寸.▼一▼.f」叩一 叩 ↑⊥1
一;一

告.1_、..1__謂0、 可 諜f_叩 一 「_㌔ →_叩_}寸 可

例 と して 、 Forexa川ple,
…

(10.観 光)'を 選 ん だ ら: Yα1willselcct(10.Sighヒseeing),then
.

元■ 再

.

.

1.名 所 ・ 旧 跡 1.Sightsandhistoricspot
一

2.行 事 ・祭 事 2.Thingofevenヒandelldhrinemenし
一 一

壽 . 3.伝 統工 芸 三 ・ 3.Tradiヒjonindllsしrialart

捨

4.食 べ物
一4

.Food

P

5.定 期 観光 コ ー ス 5.Periodicsightseeingcollrse
一

§
'

§ ・

":
1、 '

一

F
.

.

¶
' ¶ ‥

1圏1⇔101Φ 醐?」 甲～・
r==-1「 一 一1_., .一一 一 一____ }

、 ll属 性 ll登 録llフ ァイルll印 刷1格 納1回 復1閉 じ る1
■

文頁領願 罫1 1{icats短 文 仕 様 上劃 闘頁制字罫「
・

lllCATS例 文(e) lB5縦
1

始頁前頁次頁終頁悟 呼12頁 1行 始頁 前頁 次頁1終頁1頁呼12頁 1
一ーー一+一 一ー一10二 二一+一 一ー一20-一 一+一 一一一30 i「

f_π 耐_一 晶 一_,_叩 司
'㌔叶__叶…o－ ひ三

.例 と し て 、∵1 .Forexample,

(1.名 所,・1日 跡)を 選 ん だ ら 、
1、. Youωillselecヒ(1.Sightandhistricspot),then

`

－i 一

|
.

1.福 岡城 跡
'

1.Fukuokacastletrace
呂;甲 9 .

.2.大 濠 公 園 2.Oohoripark

3.西 公 園 3.Wesしpark

'4
.南 公 園

'4
.Southpark

涜15.東 公園
苫 ・

　
15.Easしpark

.6.海 の 中道 海 浜 公 園, 6.Uminonakamitiseashorcpark

7.香 椎 花 園 ・ 7.Kashiiflowergarden
←8

.玄 海 国定 公 園 8.〔 ヨenkainationalinstallationpark

;

A

9.警 固神 社
; i9(Guardノ)・hi…sh・ine

ε10.櫛 田 神社 、 10.Rllshidashinヒoshrine

11.住 吉 神 社 一11
.Sulniyoshishintoshrine

12.笛 崎 宮 12.llakozakishrine

厘1〈副01Φ 馴 足1㌦
巨=コ 匝≡≡垂[]
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③南 公 園 につ いて の説 明 が表 示 され る。

ここの 日本 文 は 日英 自動 翻訳Hicatsシ ステ ム の効 率 の 良 い運 営 を考 え た上 で

短 文 形 式 とな って い る。

これ に よ り、 自動 翻 訳 の 精 度 が 著 しく向上 す る。

.、

ll属 性 ll登 録llフ ァイルll印 刷1}各 綱1回 復1閉 じ る1

麗 頁領は 罫1 Hicats短 文 仕 様 lB5縦1

始頁前頁次頁終頁債 呼15頁 ll
纂r_.ト ーo'5

`写0
.11e5・1}0 9㍊

寸 τ▼r－「 ll

例 と して、
'

(4.南 公 園)を 選 ん だ ら、

南公田
冶 ,

福岡市南方の郊外 に位 置す る。
一

平尾の丘陵地帯 を利用 した 自然公園である。

」 桜の名所 と して多 くの人 に知 られている。

佳 ・松 ・楠 な どの 木 々 も多 い。 、

閣内には動物園や展望 台も設け られている。
一

ここか らは福岡市街地 や 博多湾方面 を見渡せる。

園内ほぼ中央部 には、福 岡市動物園がある。
叶、.

} そこは面積約9万5千 平方 メー トル である。

そこは自然の起伏 を巧 み に利用 した自然動物園で ある。

動物園の巾の一部 は、柵 の無 い放 し飼いで ある・

1巨刹⇔1Φ1Φ 圏1
1戊]、

かな b－ マ倒1
標準 1システム1取 消1繰 返1属 性1 複写 追 加1削 除1入 力 川行 形 式1サーチ1差 込1移 動1

文恒 111CATS例 文(e) 上書A4縦 交換補正
'

始頁藷瓢吹貫終 頁1頁呼14頁 17行11桁 1段

晶[一 ー 一+一 ーー一10-一+一 一一 一 20-一 一+一 ーー 一30-一 一+一 一 ー一40-一 一+一 一ー 一50-一 一+一 一ー 一60-一 一+一 一ー ー70-一 一+1◆ ・ ・
".

Forexample,

Youwillselecし(4.southpark),しhen

s

《 ・

Southpark

,ト

、、
. 1しi・p。 ・iヒi・nedi・asuburbt・thθF・ku・k・ciしy・ ・;th・'

'

Itisanaturalparkusingthehillzoneof.allirao●

芸 ・

一

Ianypersonsknowitassighしsofacherrytree●

rhereisnlanytreessuchasachinquapin,apineandacamPhortree,too・

Azooandaviewbaseareprovidedinthegarden.

AFukuokasヒrecしgroundandallakatabaydirccヒioncallbesurveyedhere・

;・
fhcreisaFuku・kaciヒy.z・ ・inしh・c・nしrall・arヒ ・fapark・

rhaしplaceisareaabouヒ95,000m2.

一

rhaしplaceisanaしuralzoousingnaしuralundulationsklllfully・

Partinしhezooispasしurageωithout;fence.

1巨刹⇔1◎1Φ 闘1覧」s
an 1 1ロー マ 字ll
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515画 像処理

画像DBの 設 計 の 前 提

観 光 情 報 や 建 物 ・所 在情 報 で は、 イ ラス トマ ップや 交通 地 図情 報 との ドッキ

ン グは 日常 的 とな って い る。

そ こ で 、 画 像 処 理 と し て は2案 を考 え た 。

1.画 像OCRか らDISKに 記 憶 させ て 画 像 処 理 を行 う 。

画 像DISK処 理 は ド ッ トに 分 解 す る た め 、 図 形 情 報 が 少 し不 鮮

明 に な り、 記 憶 容 量 を大 量 に 消 費 す る が メ ン テ ナ ン ス が 楽 で あ り、

で き た ら こ の 方 式 を使 うべ き だ ろ う。

2.HITFILEを 使 用 して 光 デ ィ ス ク で 画 像 処 理 を 行 う。

こ れ は 、 地 図 や 図 形 情 報 が 鮮 明 で 画 像 デ ー タ の 記 憶 容 量 も 大 き い。

た だ し、 光 デ ィ ス ク が 追 記 しか で き な い の で メ ン テ ナ ン ス が 大 変

で あ る 。
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4.画 像 デ ー タの 処 理

① 画 像 処 理

KGRAF画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム(KGRAF/IMAGE)は 画 像 デ ー タ 変 換 装

置(IXU)を 利 用 し た画 像 操 作(綿 密 度 変 換 ・回転 等)を 行 い デ ー タ 変

換 後 の 画 像 を各 装 置 に 出 力 す る こ と を 目 的 と し た プ ロ グ ラ ム で あ る 。

画 像処 理 とプ ロ グラム の位 置 付 け は以 下 の とお リ。

画 像 デ ー タ格 納 装 置

FIGURε

フ ァイ ノ

○
ユ ー ザ

》

⇔
藷

⇔

〔〉

ユ
ー

ザ

7
プ

リ
ケ
ー

シ
ヨ
ン

プ

ロ
グ

ラ

ム

ゴ

ゴ

画像データ(出 力)○

⊇g
憂
蜘 U酢

令
齢
命

画

タ一
霞

8ー
デ
装

ー

63
θ
換

刈

廿
面

変
σ
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② 画 像 デ ー タ の 入 力 方 法

画 像OCRを 使 っ て 一 般DISKに 入 力 す る 方 法 とHITFILE

を使 っ て 光DISKに 入 力 す る 方 法 が あ る 。 次 にOCR方 式 の 例 を示 す 。

(1)チ ャ ネ ル 接 続 画 像OCRか らの 入 力

(A)画 像OCRと 入 力 シ ー ト

表5.1-1画 像 ㏄Rの 機 能

項 目 機 能 概 要

入力シー トの大 きさ A8～B4サ イ ズ

(長 さ74～305mm,

相52～364mm)

画 像 デ ー タの個 数 0～20個

画像 データの捻面積 最大A4サ イズ相当の大 きさ

線 密 度 240ド プ ト/イ ンチ(9.4ド フ ト/mm)

縮 小 方 式 線密度9,4ド'ト/mmで 入力す る方

式のほかに、 これを縦i損1/2に 単

純に間引いてか ら入力す ろ方法があ

る.

横乗市戸煩区デ堤町

㌃oヲo勧巳

副劇 斬

ソ7トウェ7工r肖}

画 像 フ ィール ド2

コ ー ドデ ー タ

}持 ・一

}一 ・1

}一 一

画像 デ三 タ

図3.1-2画 像 ㏄Rの 入 力 シー ト
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(B)画 像 デ ー タ の 入 力

前 処 理

1.

1入 力 シートの 作 成

2.

フ+マ ットフ.ログ ラムの 作 成

・入 力 シートの 形 成 定 義

・読 み 取 り モード

画 像OCRの オフライン

処 理 で 行 う

3.

FCP定 義 デ ロックの 作 成

・イメーシ"テ"一タセット}こ

FCPlxxxxメ ンバ ー名 で

登 録

OCR/AMフ 。ログ ラムSETOCRを

使 っ て コーデ ィング し アンセンプ

す る

FIGUREE2

画 像OCRユ ティリティの 実 行 く一ーーー一

(IMGRUT)

↓
ORION

初 期 テ㌔ タ

ユーサ"テ"一 タ テ㌧ タ

丁 一タ∧ 一ス

作 成 更 新 機 能

、・

ORION

テ・一タへ"一 ス

画像

デ ータ

チャンネノ嚥 象OCR

0⑪

ユーサ.フ。ロクゆラム

(画 像 テ㌔ タ管 理 機 能)

↓∩
l

FIGURE}

フアイ■
i

＼,ノ 〆

…

入 力 シ ー ト

圃 二ご

※ 画 像 テ㌧ タの 画 像IDは

OCR(コ ード デ ータ)か ら 得 る 。

※ 画 像 テ㌧ タとORIONの テ'一タの

マッチング は ド キュメント番 号 と 画 像ID

に て 行 う 。 従 っ て 、 画 像OCR伝

票 に は ド キュメント番 号 と 画 像IDを

コード テニ タと い て 指 定 す る 。
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5,6翻 訳支援システムHICATS

今 回のアジア太平 洋DBで は外 国人 を対象に しているため、 日本語 だけでな く英語

をペ ア で表 示 す る よ うに考 え て い る。

そのため には、正確 な翻訳 を効率 よ く行 うための使 い勝手 のよい翻訳支援 システム

HICATS(HitaciComputerAidedTranslationSystem)を 使 う こ と を 考 え

た 。

現状で は日本語デ ータを一括 して翻訳する方式 と対話で不完全な部分 を補 う併用方式

が実 用 的 で あ る。

HICATSの 特 長 は以 下 の通 りで あ る 。

(1)大 量 文書 の一 括 翻 訳処 理 をホ ス トマ シ ンで行 う

原文

∠

MT

パ ンチ

も 一 括 翻 訳
一 翻訳 と校正 印刷

∨)

一

ノ

翻訳対象

文書DB

川 }
1.

}1
⊃

印刷
♂

文 書

ライ ブ

ラ リ ノ
一 O

l
端末フaツ ビ

デイスク

(2)小 量 文 書 の対 話翻 訳 処理 をワ ー クス テ ー シ ョンで 行 う

原文

〆

翻訳と校正 印刷
∨

(3)メ ニ ュー方 式 に よ る対 話 処 理

(4)翻 訳 と 校 正 の 同 一 画 面 処 理

文書語別名(SAMLE) .ペ ージ(1) 段 落(1)文(1)

(1)計 算恨科 学 と言6苦学の 発展 は 、言語

の仕 組 み を解 明 す るこ とによ って、 翻訳

システ ムの実 現への 道 を拓 きま した。

(2)貿 易摩 擦 を解消 す るた め、機 根 語訳

シス テムの 早期 実用化 が 認 まれ てい ます。

(3)機 械 語1尺システ ム を導入 す る ことに

よっ て、語訳 コス トが 著 し く低 下 す るで

し ょう。

(1)Deve|opmentofcompUterscience

andlinguistics。penedawayt。the

reslizationofatranslationsystemby

re5。lvingmechanism。flanguage.

(2)ltisexpectedtoputamachine

translati。nsystemt。practicaluse

earlyfordiss。lvingtradefricti。n、

(3)tntroductionofamachine

trans|ationsystemwillreduce

translationcostremarkabiy.

1縦 号〔]白 糠 ‥1蝋 〕1

{ε]

PF:1=ヘ ル プ2=文 校 正3=繰 り返 し4=文 分 割5=文 結 合

6={多 動7=多 義8=別 府9=上10=下 口=終 了12=処 理 選 択

(5)用 語辞書の作成支援
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現在の翻訳能力には限界があるため後 で人間の 目によるチ ェ ックが必要 である。

(1)入 力 翻 訳 文 入 力(バ ッチ 、対 話)

入 力 文 編 集(プ リエ デ ィ ッ ト)

(原 文)日 立 、 日 英 翻 訳 シ ス テ ム を 開 発 。

HitachiandJapanese・Englishtranslationsystem

aredeveloped.

(編集後)日 立は日英翻訳システムを開発。

HitachidevelopesJapanese-Englishtranslation

system.

(2) 翻訳

・入力 支援

・醇書保 守支援 な ど

翻訳本体

・入 力文解 析

・出力文生成

・校正.碩 集支援

・清 書出力な と

(3) 編 集 、 出 力

翻 訳 出力の校正 、編 集

(ポ ス トエデ ィッ ト)

・未 知 語処 理

・部分訳

・誤 りの修 正

・不適 切 な訳語の修正

訳 語 の選択機 能

・不適切 な文型 の修正

(受 け身 文一〉能動 文)

別解 の選択機能

;o§

ポ ス トエ デ イ ツ ト
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6,国 際交流調査

6,1調 査企画

1.調 査 の 目的

福 岡 市 に 住 居 を 構 え る 方 に対 して 、

め に 、 以 下 の 点 を 明 ら か に す る 。

A.海 外 旅 行 経 験 及 び そ の 目的

B.外 国 と の 交 流 に っ い て

「国 際 化 」 に っ い て そ の 意 識 を探 る た

2.調 査 設 計

・調 査 対 象 者:福 岡 市7区 に 住 む20才 以 上 の 男 女

・調 査 地 域:福 岡 市 全 域

・調 査 期 間:1/15(火)～1/21(月)

・サ ン プ ル 数:520サ ン プ ル

東 区:128、 博 多 区:80、 中 央 区:80、 南 区:128、 城 南 区:64、

{早 良 区,96、 西 区 、64

・標本 抽 出:選 挙 人 名 簿 よ り無作 為 抽 出

・調査 方 法:調 査 票 を郵送 し、 回収 は 調査 員 が 行 う郵 送留 め置 き法

}

3.回 収 状 況

有 効 回 収:462票 回 収 率:88.8%

福 岡 市7区 の 分 布

区分 選挙人名簿登録人員 調査対象者 有効 サ ンプル

東 区 170.326人(19.4) 128人(24.6) 99人(21.4>

博多 区 121.897人(13.9) 80人(15.4) 54人(11.7)

中央 区 102.987人(11.7) 80人(15.4) 59人(12.8)

南 区 166,615人(19.0) 128人(24.6) 88人(19.0)

城南 区 84,988人(9.7) 64人(12.3) 45人(9.7)

早 良 区 131.957人(15.0) 96人(18.5) 72人(15.6)

西 区 99,008人(11.3) 64人(12.3) 45人(9.7)

計 877,778人(100.0) 520人(100.0) 462人(100.0)

注:()内 は構 成 比(%)

4.調 査 機 関

西 日本 新 聞社 情 報 開 発 セ ン ター
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6,2調 査要約

1.海 外 旅行 経験 の状 況

(1)旅 行経 験 の有 無

・海 外 旅 行 経 験 者 は462名 中36 .6%で あ り、 残 り63.2%が 「行 っ た こ と が

な い 」 と回 答 して い る 。

・男 性 の 海 外 旅 行 経 験 者 は 、190名 中47.9%で あ り、 女 性 で は272名 中

28.7%と 男 性 の 方 が19.2ポ イ ン ト上 回 っ て い る 。

・若 い年 代 程 海 外 旅 行 経 験 者 が 多 く、 特 に20歳 代 で は49.0%が 海 外 へ 行 っ

た こ とが あ る と 回 答 し て い る 。 次 に 多 い の が 、30歳 代 の40.4%で あ る 。

・職 業 別 で は 、 勤 労 者 の 海 外 旅 行 経 験 者 が 多 く、 「公 務 員 」52.6%、

「自営 業 」51 .9%、 「会 社 員 」46.6%の 順 で あ る 。

・福 岡 市 の 区 別 で 見 る と 、 「中央 区 」 に 住 ん で い る 人 の 中 で の 海 外 旅 行

経 験 者 が49.2%を 占 め 、 他 の 区 よ り突 出 し て い る 。

(2)旅 行 の 用 件

・ 「観 光1目 的 で の 海 外 旅 行 が 圧 倒 的 に 多 く、 全 体 の85.2%を 占 め る 。

ま た 、 「視 察 」 は10.1%、 「国 際 交 流 等 の 海 外 出 張 」 は7.1%で あ る 。

・性 別 で 見 て も 、 「観 光 」 が ト ップ で ほ と ん ど を 占 め る 。 し か しな が ら、

男 性 で は 「視 察 」 で16.5%、 「国 際 交 流 等 の 海 外 出 張 」 で13.2%の 人

が 海 外 へ 行 っ て い る 。

(3)旅 行 の 行 先

・全 体 で は 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」 が トッ プ に 挙 げ ら れ て お り49.1%

を 占 め る 。 次 い で 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」46.7%、 「東 南 ア ジ

ア 」21.3%、 「ヨ ー ロ ッパ 」20.1%の 順 で あ る 。

・男 性 で は 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」51.6%が トッ プ に 挙 げ られ て

い る が 、 女 性 で は、 「北 ア メ リカ 、 ハ ワ イ 」53.8%が 最 も 多 い 。

・20歳 代 及 び30歳 代 の 若 い 年 齢 層 は、 「北 ア メ リカ 、 ハ ワ イ 」 へ 行 っ て

い る 人 が 多 く、40歳 代 以 降 の 高 年 齢 層 は 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」

へ の 旅 行 者 が 多 い 。
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2.外 国 人 の 友 人 の 有 無

・ 「外 国 人 の 友 人 が い る 」 と 回 答 し た 人 は 、462名 中9.5%を 占 め 、1割

に満 た な い 。

・男 性 で 「外 国 人 の 友 人 が い る 」 人 の 割 合 は12 .6%と 、 女 性 よ り5.2ポ イ

ン ト多 い 。

・中 央 区 に 住 ん で い る人 の 中 で 、28.8%が 「外 国 人 の 友 人 が い る 」 と回

答 し て お り、 他 の 区 に 比 べ 突 出 して い る 。

3.外 国人 に道 を聞 かれ た時の 対応

・462名 中63 .3%の 入 が 「カ タ コ トの 英 語 で 教 え る 」 、4 .8%の 人 が 「英

語 で 教 え る 」 と 回 答 して い る 。

・男 性 で 、 カ タ コ トも含 め て 「英 語 で 対 応 す る 」 回 答 え た 人 は74.2%、

女 性 で は64.7%で あ り、 男 性 が1割 程 多 い 。

・年 代 が 高 くな る に つ れ て 、 「英 語 で 対 応 す る 」 と 回 答 し た 人 の 割 合 は

減 少 し、60歳 以 上 に な る と 「知 らな いふ り を して 通 りす ぎ る 」 人 が2

割 を超 え て い る 。

4.外 国 と の 交 流 に っ い て

(1)交 流先 と して最 も関心 の ある 国

・最 大 関 心 国 で ト ッ プ に 挙 げ ら れ て い る の が 「ア メ リカ 」 で
、462名 中

40.7%を 占 め る 。 次 い で 、 「中 国 」16.9%、 「韓 国 」7.1%、 「オ ー ス

トラ リ.ア 」6.9%、 「ソ 連 」6.7%の 順 で あ る 。

・男 女 と も 、 「ア メ リ カ 」 、 「中 国 」 を上 位 に 挙 げ て い る 人 が 多 い が 、

男 性 で は 「ソ連 」7.9%が3位 に 挙 げ られ て い る の に 対 して 、 女 性 で は

「オ ー ス トラ リア 」9 .6%が 挙 げ ら れ て い る 。

・若 い 年 代
、 特 に20歳 代 は 「ア メ リ カ 」 だ け で な く、 最 近 観 光 地 と し て

人 気 の あ る 「オ ー ス トラ リ ア 」 や 、 統 一 で 注 目 を浴 び た 「ドイ ツ 」 を

を挙 げ て い る人 が 、 他 の 年 齢 層 に 比 べ て 多 い 。
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(2)交 流 先 と して選 ん だ理 由

・全 体462名 の 内 、 「産 業 貿 易 の 面 で 深 く関 わ っ て い る 」 と 回 答 し た 人 が

35.7%を 占 め 、 最 も 多 い 。 次 い で 、 「歴 史 的 に 深 い 関 わ り を持 っ て い

る 」21.0%、 「文 化 、 伝 統 に 魅 力 が あ る 」17.1%の 順 で あ る.

・性 別 で 見 て も 、 全 体 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。

5.国 際 化 の 進 め 方 に つ い て

・最 も 多 い の が 「留 学 生 の 交 換 、 青 少 年 の 海 外 派 遣 等 」 で あ り、462名 中

57.4%を 占 め る 。 次 い で 、 「国 際 色 豊 か な 大 会 や 行 事 の 誘 致 開 催 」

49.8%、 「外 国 人 が 魅 力 を感 じる 観 光 拠 点 や 街 づ く り 」34.8%の 順 で

あ る 。

ま た 、 「外 国 人 の た め の 情 報 サ ー ビ ス セ ン タ ー づ く り」 は22.1%の 人

が 挙 げ て い る 。

・性 別 で 見 て も 、 上 位 に 挙 げ られ て い る 項 目 は 全 体 と変 わ ら な い が 、

「外 国 人 の た め の 情 報 サ ー ビ ス セ ン タ ー づ く り」 は 、 男 性 で は 下 位 に

挙 げ られ て い る の に 対 し、 女 性 で は 比 較 的 上 位 に 挙 げ られ て い る 。
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7,採 算性の考え方

ア ジ アDB提 供 サ ー ビ ス の 必 要 性 と有 効 性 に っ い て は 、 研 究 会 や 外 国 人 グ ル ー

プ イ ン タ ビ ュ ー な ど で 共 通 の 認 識 を 得 た 。

しか し、 現 実 的 に は こ う した 情 報 サ ー ビ ス シ ス テ ム の 構 築 と運 営 に は 経 費 が 発

生 して い く。

そ う し た 経 費 を ど こ で 負 担 し 、 ア ジ アDB提 供 サ ー ビ ス を ど う実 現 す る か 検 討

し て み た い 。

7,1初 期投資の軽減

① 現 在 、 各 県 の 行 政 レベ ル で は 国 際 交 流 の必 要 性 か ら、 ハ ー ド作 りの 構 想

が 相 次 い で 発 表 さ れ て い る 。

例 え ば 、 福 岡 県 で は 県 庁 跡 地 に平 成6～7年 完 成 予 定 で 『国 際 会 館 』 の

建 設 、 福 岡 市 で は 、 シー サ イ ドも も ち(ッ イ ソ ドー ム予 定 地)に 平 成12年 完

成 予 定 で 『ア ジ ア 太 平 洋 セ ン ター 』 の 建 設 、 北 九 州 市 で は 、 小 倉 駅 北 口 に

平 成4年 完 成 予 定 で 『イ ンポ ー トマ ー ト九 州 』 の建 設 な どが 計 画 され て い る。

こ う した ハ ー ド構 想 は 福 岡 県 だ け で な く各 県 に 共 通 の 目玉 事 業 と し て 推

進 さ れ て お リ、 ハ ー ドを さ らに 生 か す ソ フ トの 中 枢 機 能 と して 「ア ジ アD

B情 報 サ ー ビ ス セ ン タ ー 」 を 加 え る べ き で あ ろ う。

こ う した 情 報 サ ー ビ ス セ ン タ ー は 行 政 体 の 省 力 化 と サ ー ビ ス 向 上 に 役 立

ち 、 国 際 交 流 事 業 を真 の 意 味 で 支 え る道 具 に な り え る と思 わ れ る 。

そ う す れ ば 、 初 期 投 資 をハ ー ド と一 緒 に包 括 し て 考 え る こ と も 可 能 で あ

ろ う 。

② 次 に 、 初 期 投 資 を軽 減 す る 意 味 で 公 共 性 の 強 い 既 存 の 情 報 セ ン タ ー に 委

託 す る こ と を考 え る 。

そ う す れ ば 、 ハ ー ド構 成 の 増 設 ・検 索 ソ フ ト ・翻 訳 ソ フ ト ・画 像 ソ フ ト

な ど の 増 強 で 初 期 負 担 は 軽 減 す る こ と が で き る 。

ま た 、 メ ン テ ナ ン ス の 繁 雑 性 を考 え る と専 門 の 情 報 セ ン タ ー に ま か せ た

方 が よ り効 率 的 で 質 の 高 い 情 報 サ ー ビ ス が 期 待 で き る 。

③ 初 期 費 用 は 、 初 期 の 設 備 費 とデ ー タ収 集 ・DB作 成 費 に 分 け ら れ る が 、

全 く新 規 の 情 報 セ ン タ ー の 場 合 は 既 存 の 情 報 セ ン タ ー の サ ブ ・シ ス テ ム と

し て 構 築 す る 場 合 に 較 べ て2.5倍 以 上 の 経 費 が 発 生 す る 。
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7,2情 報センターの位置付け

国 際 交流 が、行 政 サ イ ド主導 で 組織 だ っ て始 め られ て まだ間 が な い.

民間 で も 単発 の 文化 交流 な どは行 わ れ て い るが、 恒 常 的 に情 報 セ ン ター と

して は外 国人 対 象 に無 料 の情報 提 供 サ ー ビスす る こ とは非 常 に公 共 的 色 彩 が

強 い と考 え られ る。

そ う した理 由 か らも情報 セ ン ター構 想 は行政 サ イ ドと一体 とな っ て進 め る

べ き で あ ろ う。

理 想 的 に は九 州各 県 ・各 市 が強 調 して九 州 の 国際 交流 情報 セ ン タ ー と して

位 置 付 け 、利 用 す べ きで あ るが、 その ため に は、九 州知 事 会や 市 町 村 の 首長

会 の総 意 が必 要 だ ろう し、 各 地 方公 共 団 体 個別 の路 線 もあ り長 い調 整 時 間 が

必要 とな る。

そ こで、 日頃 か ら国際 交流 組 織 間 の連 絡 を密接 に持 って いる福 岡 県 ・福 岡

市 ・北九 州 市3団 体 の協 議 の 中で 具 体 的 に検 討 して 頂 くことか ら始 め た い。

そ して 次 の2段 階 で福 岡県 内、3段 階 で九 州 各 県へ と進 め た い。

7,3運 営方法

① ア ジアDB情 報 セ ンター の運 営 費 に っ いて は、 各 行政体 が 端 末機 を設 置 し

て利 用料 と して負 担 す る形 が考 え られ る。

各 行 政体 の関係 窓 口は、 端 末機 か ら即 座 に必要 な情報 を取 り出 し、効 率 的

な情 報 サ ー ビ ス提供 に よって 国際 交 流 に寄 与 する。

また、 端末 機 を必要 とす る所 に は有 料 で 配置 し利 用料 を取 る こ とを原 則 と

す るが、 領 事館 な どに は無 料 設 置 す る 。

あ る行 政 体 の管 理責 任者 は 『ア ジアDBの 内容 さえ良 くて、 利 用率 が上 が

れ ば年 間 の運 営費 にっ いて は協 力 で き る と思 う し、 各県 や政 令 都 市 あ る い は

有 力都 市 で も 「端末 設置 費+情 報 セ ン ター利 用 費」 と して年 間予 算 に組 み込

む こ とが可能 だ ろ う』 と発 言 して い る。

② 運 営 費 用 は 運 営 要 員 費 、 コ ン ピ ュ ー タ 使 用 料(既 存 の 情 報 セ ン タ ー 利 用 の

場 合 の み)デ ー タ ・メ ン テ ナ ン ス 費 な ど に 分 か れ る が 、 これ に っ い て も 既 存

の 情 報 セ ン タ ー 利 用 の 方 が コ ス トと して は 安 くな る 。
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8.今 後の課題

8,1情 報内容の質の向上

情 報 内容 の質 をあ げる ため 、他 のDBと の ゲ ー トウェ イ をで き る限 り考 え

る。 公 共 機 関 の情 報 は知 的財産 権 、著 作 権、 プ ラ イバ シ ー を ク リア した上 で

積 極 的 に利 用 す る。

次 の段 階 で公 共 機 関 の情 報 や 民間情 報(日 本 交通 公社 の観 光情 報DBな ど)

で ア ジ ア太平 洋DBに 使 え る情 報 が どの程度 あ る か具体 的 に探 してみ た い。

8,2シ ステム技術のテス ト

今 回、 ア ジ ア太 平 洋DBと しての概 要 設計 の 見通 しが で き、現 在 使 用 され

て い る ソ フ トとハ ー ドに つ いて の 内容 把 握 に努 め た。

次 の段 階 で は、 よ り具 体 的 なテ ス ト環 境下 で地 図情報 と観 光情 報 を一緒 に

出 力 した り、 端 末 か らの英 文 に よ る検 索 手順 の実 験 を志 向 した い。

8,3ア ジアDBの 利用

公 共 的 な ア ジ アDB情 報 提 供サ ー ビスは公共 機 関、 行政 サ イ ドに よ る離 陸

時負 担 を お願 い し、 そ の 間 に有効 な情 報 収集 提供 ネ ッ トワ ー ク を作 り上 げ、

民 間 に も需要 を喚 起 し、 情 報 に応 じた代 価 を利 用料 と して徴収 す る。

次 の段 階 で は九 州 全域 の地 方公 共 団体 中 でア ジアDBを 必要 と して いる

団体 が い くっ位 あ るか、 ま た、 どの く らいの利 用料 が 適 当な の か ア ジアDB

を必 要 とす る 民 間企 業 の数 と利 用 料 な ど を調査 した い。

8,4今 後の国際交流

今 後 、 九 州 や 日本 に は 大 韓 民 国 、 中 華 人 民 共 和 国 、 台 湾 、 香 港 、 シ ン ガ ポ ー

ル な どNIES諸 国 か ら は 一 般 観 光 旅 行 者 や 留 学 生 、 技 術 研 修 生 が 急 増 し、

ま た 、 イ ン ド、 パ キ ス タ ン 、 バ ン グ ラ デ ィ ッ シ ュ 、 イ ン ドネ シ ア な ど東 ア ジ

ア の 諸 国 や メ キ シ コ 、 ブ ラ ジ ル な ど 中 南 米 諸 国 か ら就 労 目 的 の 入 国 者 が 増 え

て く る で あ ろ う 。

そ う した 場 合 、 言 語 の 問 題 を は じめ い ろ い ろ な 問 題 点 が で て く る こ と が 予

想 さ れ る 。 ま た 、 当 然 市 民 が ア ジ アDB情 報 サ ー ビ ス を知 っ て 、 使 う習 慣 を

持 ち 、 そ う し たDB使 用 を通 じ て 外 国 人 と生 き た 国 際 交 流 を 体 験 す る こ と が

重 要 と な る 。

次 の 段 階 で そ う した 市 民 の 中 の 国 際 交 流 意 識 も に っ い て 詳 細 に 探 っ て 見 た

い 。
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9.資 料編

9.1

9.2

9.3

9.4

9.5

9.6

9.7

9.8

第1回 ア ジ ア太平 洋 交流 デ ー タベ ース研 究 会 議事 録

第2回 ア ジ ア太 平洋 交 流 デ ータベ ー ス研 究 会 議事 録

第3回 ア ジ ア太 平洋 交 流 デ ータベ ース研 究 会 議 事録

第4回 ア ジ ア太 平洋 交 流 デ ー タベ ース研 究 会 議 事録

第5回 ア ジ ア太 平洋 交 流 デ ー タベ ー ス研 究 会 議 事録

外 国人 留学 生 グル ー プイ ンタ ビュー

外 国婦 人 グル ープ イ ン タ ビュー

国 際 交流 調 査 詳 細報 告
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9,1第1回

アジア太平洋交流データベース研究会

議 事 録

一61一



○ 日時 10月19日10:00～13:00

○ 場所 福岡国際ホール 「九重の間」

○ 討議内容

1.野 村情報開発センター長代行あいさっ

① アジア太平洋 交流デ ータベ ース研究のいきさっ

②研究会 メンバーの紹介

③事務局 メンバーの紹介

2.伊 藤寛道先生あ いさっ

① 自己紹介

② アジア太平洋交流デー タベースへの取 り組 みにっいて

3.研 究会 メンバーの 自己紹介

①担当業務 での国際化 との係わ りにっいて

②国際化に対 する考え方

4.デ ィスカッション

①外国人が困 っていることは何か

②外国人が欲 しがって いる情報は何か

③情報提供サー ビスはどのように したらよいか
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○ 出席者

伊藤 寛道

藤本 敏樹

松尾 泰次

中原 幸一郎

三浦 政輝

坂梨 正雄

三宅 誠一

武村 丞治

九州造形短期大学 教授

九州通商産業月商工部中小企業第一課長

福岡入 国管理局総務課渉外調整官

(財)福 岡県国際交流 センター交流課長

(財)福 岡国際交流協会総務課長

九州 山口経済連合会企画課長

日本交通公社海外旅行九州支店海外旅 行担 当課長

福岡商工会議所国際部長

野村 武

伊藤 朗人

高浜 正興

波多江 修

伊東 純一

小西 晋

西 日本新聞社 情報 開発セ ンター長代行

データベ ース部長

調査部次長

システム開発部次長

システム開発部

〃
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伊藤(寛)九 州造形短期大学

私 はこの道の専門家ではない が、戦後40年 にわ たって外国 との関わ りを続 けてきたこ

ともあって、今 回司会の大役 を仰せつか った と思 っている。

委 員の皆 さんはそれぞれ いろんな形で国際的な係わ りをもってい らっ しゃる。お仕事上

の体験 を通 じてのいろいろなご意 見をお聞き したい。

結論的にはア ジア太平洋交流デ ータベ ース ということで、九州、特 に福岡 に来ている外

国の方 々が福岡に早 く馴染み、 目的 を達成 しても らうために役立 っ情報 を集める ことと思

うが、 まず、 アジア太平洋交流 デー タベース研究会 の主 旨、 あるいはデータベース 自体の

アイデアについて野村情報開発 セ ンター長代行か ら説明 をいただ く。

野 村 西 日本 新 聞社 情 報 開 発 セ ン ター

西 日本 新 聞社 で は情 報 関連 の 部 門 を集 め て情 報 開発 セ ン ター を発 足 させ た。

そ の セ ン ター長 代 行 を務 め て い る。

この研 究 会 の い き さつ にっ いて お話 した い 。

東 京 にデ ー タベ ース の振 興 を図 る(財)デ ー タベ ース振 興 セ ン タ ーが あ って、 国 内の い ろ

い ろなデ ー タベ ー スに 関 す る情 報 の交 流 を行 い、 資 金面 の援 助 を し、 発 展 を促 進 して い る。

この セ ン ター か ら、2年 前 に九 州 地 区で 新 しいデ ー タベ ース を開 発 しな いか とい う呼 び

か けが あ り、 内部 で検 討 して み た が格 好 の テ ー マ が見 つ か らず 悩 んで い た。 最近 に な って、

ア ジ ア太平 洋 博 覧会 が 開 かれ 、 ア ジ ア太 平 洋 地 域 との 交流 が盛 ん に な り、 そ れ らに伴 い情

報 面 、資 料 面 な どでの 交流 に 問題 が 出 て い ろ い ろな要 望 も強 ま っ て き た。 これ をテ ーマ に

研 究 を し よう と絞 って きた。 そ して こ の研 究 を、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター の資 金援

助 を受 け て進 め よ うと考 え た 。

セ ン ター が進 め るデ ー タベ ー ス の事 業 に は4っ の分 類 が あ る。

① 構築 調 査

② プ ロ トタイ プの 作 成

③ デ ー タベ ー ス の構 築

④ デ ー タベ ー ス に 関 す る技 術 開 発

各先 生 に は何 を、 どうや るの か 漠 然 と した ま ま ご出席 い た だ い た が 、今 回 の研 究会 は①

の 構築 調 査 をや って い た だ く。

西 日本 新 聞社 は種 々 のデ ー タベ ース をも って い るが、 そ の 一 つ に新 聞 記事 デ ー タベ ース

が あ る。 昨 年 の秋 か ら記 事 の 蓄 積 を開 始 し、1年 で6万 件 強 の デ ー タベ ース が で きあ が っ

て いる。 最 初 か ら自前 のデ ー タ ベ ー ス と い う訳 に はい かず 、 現 在 は 日経 ニ ュー ステ レコ ン

の システ ム お よび共 同通 信 の 共 同連 動 シス テ ム に参加 して い る。

国 の調 査 研究 に はい ろ い ろ な制 約 があ り、 こ のテ ーマ は平 成2年 度 の 事 業 とい う こ とで

受 けて い る。 正 味6～7カ 月 の期 間 しか な いの で研 究会 も年 内 とい う制 約 を受 け て お り、

早 いテ ンポで 進 め た い。 また、 非公 式 に も事務 局 か ら先 生 方 を訪 問 し、 作 業 を進 め させ て

い た だ くこ と も出 て こ よ う。 よ ろ し くお願 い した い。
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(研 究 会 委 員 の紹 介)

プ リン トに記 載 の とお り地 元 の各 界 か らテ ーマ 開 発 に相 応 しい と思 わ れ る 方 々 を選 ばせ

て い た だ い た。 あ とで 自己紹 介 を して い た だ く。今 後 は外 国人 に も加 わ って も ら う。

(事 務 局 メ ンバ ーの 紹介)

社 内 で、 コ ン ピ ュ ー ター、 市 場調 査 、 デ ー タベ ー ス、 社 内 の情 報 化 立案 な ど を担 当 す る

情報 開発 セ ン タ ーの ス タ ッフが6名 、 事務 局 メ ンバ ー と して参 加 す る。

デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ンタ ーへ の報 告 の 議事 録 を作 成 す る為、 録 音 を取 りた いの で ご理 解

を賜 りた い。

伊藤(寛) 私 は 大正10年 生 まれ の69才 、 ロー タ リー クラ ブ会 員 。

私 は 戦 中 あ る商 社 に入 社 して いたが 貿 易 とい う時代 で はな く、 戦後 す ぐ福 岡 の軍 制 部(

現 ア メ リカ ンセ ン タ ー)に 入 り、以 来 ア メ リカ との係 わ りが で き た。 昭和60年 に ア メ リ

カ ンセ ン タ ー を退 き、(財)集 団力 学研 究 所 が国際 研 究 セ ンタ ー を作 る とい うこ とで そ の

責任 者 とな り国 際 的 な経 営 心 理 学 を担 当 した。 そ の後 、 中村 学 園の依 頼 で3年 前 よ り九 州

造 形 短 期 大 学 で 教 鞭 を取 って お り、 自称 、 国際社 会 学 と呼 ん で い る。

日本 の 国際 的 な 対応 に っ いて悲 観 的 な 印象 を持 ち続 けて い る。 外 国人 へ の対 応 が 鈍 く 内

向 き で相 手 の こ と を考 え な い、 か と いっ て 自分 の立 場 も相 手 に は っき り言 え な い。 自己 主

張 も す る こ とは あ る が けん か ご しにな る。

これ か らは、 け ん か をせ ず に 自己主張 を す る習 慣 をっ け な い と、 うま くや って いけ な い

の で は な いか 。異 文化 間の コ ミュニ ケ ー シ ョンが一 番 大事 であ る。

今 盛 ん に国 際化 が 叫 ばれ、 特 に福 岡 は ア ジア の拠 点都 市 であ る といわ れ て い る。 国 際化

は対 外 的 な国 際化 と内 な る国 際化 に大別 され る。 対 外 的 国際 化 とは、 日本 は外 国 か ら見 れ

ば経 済 大 国 で あ リ、 それ にふ さわ しい国 際 的 な役 割 、責 任 を果 た す こ とが 期 待 され て い る

が、 日本 人 は まだ10～20年 前 の先 進 工 業 国 に追 いつ け、 追 い越 せ と い う気 持 ち が 強 く、

最 近 ま で世 界 に対 し リー ダー シ ップ を発 揮 す る と い う気 持 ちは な か っ た。 こ う い うこ とか

ら 日本 人 は何 を考 え て いる の かわ か らな い、 自分 の 考 え方 を言 って くれ な い とア メ リカ で

さ え も不 信感 を持 つ よ うに な る。

貿 易 摩 擦 に して も、 日本 は 自由貿 易主 義 の恩 恵 を受 けて こ こ まで経 済 大 国 に な っ た と外

国 は認 識 して い る の で、 日本 は も っと市 場 を開放 して い くべ き で あ る。"米"に っ い て も

ア メ リカ は貿 易 赤 字 を解消 しよ う と して いる訳 で は な く、 も っ と心 理 的 、 政治 的 な含 み を

も って いる。 ウル グ アイ ラ ウ ン ドに対 して の ア メ リカの 立場 を強 くす る 、 あ る い は非 常 に

閉 鎖 的 だ と思 って い る 日本 の 象 徴 と して の市 場 開放 を 目的 と して い るの で あ る。

こ う い う意 味 で 内な る 国際 化 、心 の 国 際化 が 日本 人 は非常 に遅 れ て い る と思 わ れ る。 外

国 に 対 して心 の 申 に壁 を作 って い る。

現 在 、 福 岡県 の 各 大 学 には700～800人 近 くの 留 学生 が お り、 そ の80%は ア ジ ア、

ア フ リカ の人 々で あ る。3、4年 前 の 九経 調 の 留学 生 へ の ア ンケ ー トの 中 で福 岡 の 印 象 を

問 う設 問 があ リ、 回 答 した留 学 生の80%が 福 岡 を嫌 い だ と答 え て い る。 なぜ か とい う項

目で は、 福 岡 の 人 々は心 を開 か ず何 を考 えて いる かわ か らな い。 自分 達 に対 し軽 蔑 の 気 持

ち を持 っ て いる の で は と思 って い る。福 岡の 国際 化 にっ い て、 これ は大 き な問 題 で あ る。
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日本語弁論 大会でも同 じようなこ とで、5年 経 っても意識 はあ まり変わ って いないのでは

ないか。

地方 自治体、経済団体、マス コミが国際化 を図ろうと最大の努力 をして いるにもかかわ

らずそういう結果が出ている。市 民に命令 を下すことはできないに しても何 らかの形 で啓

蒙運動 を してい くべきではな いだ ろうか。

ア ジアの人達 は、 日本人 は英語 を話す外国人には優 しく、 アジア人 には冷 たいという。

また欧米人に言わせる と、 日本人の妻 を持 ち日本人 と同じよ うに生活 しているにもかかわ

らず妻 の家族 でさえもが、依然 として外 国人扱い をするのが寂 しい。

内なる国際化 にもハー ド面 とソフ ト面 があ る。

国際空港 を初 め、 ウォーターフロン トの開発、観 光資源の開発、国際会議場 ・国際会館

の建設等ハー ド面 では充実 し、進んでいるので心配 はいらない。 ソフ ト面 では遅れている。

福 岡の人 に対 して悪 い感情 をもった留学生 が国へ帰 り、役所 ・企業等の リーダーとなる と

い うことは大変 なことである。心の壁 を取 りはらうことにより、外国人の福 岡での生活 を

違和感の少ないものにするこ とが福岡の国際化に大きなプラスにな るであ ろう。

それか ら福岡 ・九州の情報 が入 って こないということも一つの大 きな問題 である。

福岡 ・九州の情報 を一カ所 に集め る。文化的特徴、祭 り、伝説、 コンサー ト、物産等、

九州各県の特徴がわかる資料 を揃え、文化 的グル ープ(例 えば、書道、華道、墨絵等)の

事務局 を設置 し、 ここへ来れば適 当な場所 を紹介 して くれ た リ、 そこで実際に経験 できる。

国際的会合、地元 グル ープの会合 などが気軽 に使用できる会議場 を備え、50名 位 の人が

安 く宿泊できる場所。 さまざまな人種の人 々や、地元の人 々が 自由に出入 りできる場所が

できたらうま く交流できるのではないかと思っている。

具体的な資料 をもって福岡 ・九州 を知 っても らうことが必要である。

その資料、データがないために福岡や 日本に間違 った印象 を持 たれることが多 いので、我 々

が積極的 に外国人 に対 して語 りかけるデ ータベースは是非必要ではないだろうか。

これか ら各会員 に自己紹介 をしていただ くが、 それぞれ仕事上で どういう国際観 をお持

ちか、 あるいは体験 を通 じて 日本人 として考える必要のある点 はなにかを聞かせていただ

きたい。

藤 本 九 州 通 商 産業 局 商 工 部 中小 企 業 第 一課

S47年 末、 各 通 産局 に端 末 機 導 入 の際 、OJTで2年 間研 修 を受 け て以 来 、 各 部 署 で

機 械 化 に たず さ わ って い る。 数 年 前 、東 京 デ ー タベ ー ス セ ン ター よ り、 デ ー タベ ー スの 構

築 の 募集 があ った が、 地域 は な かな か 手 を上 げな か った。 全 国 で100テ ー マ助 成 した う ち、

東 京 以外 は20あ ま りで あ っ た。 地 域 振興 の為 の 情 報化 が これ か ら必 要 とな って くる ので 、

い ろい ろなニ ー ズ を捉 え て 利 用 す る よ うに して くれ とい うこ とでPRを し た りして い る。

九 州 は今 回 の ア ジア太 平 洋 交流 デ ー タベ ー ス を含 め6件 ほ ど指定 され い る。

私 の 肩書 は 中小 企業 第 一 課 長 で 国際 化 に関 して は あ ま り知 識 はな いが 、 今 回 は情報 化 と

い う面 で参 加 させ て い た だ いて いる。

国際 化 とい うテ ーマ に は敬 意 を表 して い る。 とい うの は 日本 が 外 国へ 出 る こ とを国 際化

とい う場 合 が多 いが 、今 回 は外 国 人 の為 のデ ー タベ ー ス とい うこ とに主 眼 が置 かれ て いる
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の で ユ ニ ー クな 取 り組 み だ 。

外 国人 の 一 番 困 って いる こ とは、 風 俗 ・習慣 の違 い だ と思 う。 オ ラ ン ダ村 の会 長 が韓 国

へ 行 っ た際 日本 の 中 で は九 州 は全 く知 られ てい な い、 あ えて 知 られ て い る とすれ ば、別 府

だ と い う こ とだ った。

外 国人 は最 初 日本 人 を親 切 だ と感 じる が、 そ の後 は心 を開 か な い と思 って い る。 そ の先

の 心 の 交 流 が 大 切 なの で は な い か。

UCR都 市 科 学研 究 所 が2年 前 に行 った福 岡市 の 国際 化 につ い ての 調 査 に参 加 した経 験

が あ るが 、 そ の調 査 は国 内 ～東 南 ア ジア数 ヵ国 にお よん で お り、 今 回 の 資料 と して 役立 っ

と思 う。

伊藤(寛) 観光客 として来 る時、 日本 はとても良 い所だが、住み着いて長 く居れば居 るほ ど壁 を感

じる と言 われ ている。

松 尾 福 岡入 国管理局総務課

入 国管理局 は昨年の中国人の偽装難民事件で名 を知 られたが、実際 の業務で ウェイ トを

占めているの は、外国か ら企業 あるいは学校が人 を呼びたい時の処理、 また既に在留 中の

外 国人 のビザの延長、留学生が卒業後、 日本の企業に就職する時の手続 きな どであ る。

私 自身 はS62年 よ り今年3月 まで在留外国人の ビザ の手続 き を担 当 していた。窓 口に

いた関係で外国人 か ら色 々な相談 を受けた り、あ るいは関係者 か ら照会 を受けた りした。

入管の組織 自体 が戦後できた役所である為、予算的にも弱 く、 ことにイ ンフォメー ショ

ンにまで手が回 っていな い。以前は広報担 当者がお らず、4年 程前か ら、東京、大阪、名

古屋そ してこの福 岡と渉外調整官 とい うポス トが作 られ た。相談者 は色 々な相談 をもちか

け るが、た らいまわ しのあげ くや っとたど り着 くといった状況である。 どこの役所 の窓 口

が担 当 しているのか知 られていない。

今年3月 か ら東京に外 国人の相互 インフォメー ションセンターを設 けた。運用 を外部 に

委託 し専従職員 を7名 ほ ど(在 日外 国人 を含 む)置 いている。大阪も来年度の予算要求 を

した と聞いてお り、全 国的に広 まっていくと思 うが、福岡はまだ先 のよ うな感触だ。

相談 の電話の中には レインボープラザのような所があれば助かる と思われ る内容 もあっ

た。 この企画 を聞いて個人的にも興 味を持 ったので、行政 の部分で手伝 いできることがあ

れ ば協力 したいと思っている。

伊藤(寛) ア メ リカ ンセ ン ター に いる 時、 入 国 管理 局 を外 国人 の方 に紹介 した り して お世 話 にな り

ま した 。

中 原 (財)福 岡県国際交流セ ンター交流課

(財)福 岡県国際交流センターは昨年7月 、県の全面出資 によ り設立 された。福岡市 中

心 で作 られ たのが(財)福 岡国際交流協会で、 いつれ も自治省が地域の国際化の為の民間

の中心的 な役割 を果たすように と認定 している団体である。

大 きな仕事 として情報の提供 がある。私 は当初人事 を担 当 し、国際化 にはあま り詳 しく
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な く、 いま勉強 中である。英語、中国語、ハ ングル語の相談 を受 け付ける用意があ るが、

知 られ ていないせ いか、あま り利用がない。 昨 日は、佐賀に住む外国人 か らもう少 し日本

にいたいとい う電話 があ り、東京情報 セン ター を紹介 した。

現在 は博多駅近 くに所在 しているが、 県庁跡地 に建設予定の国際会館(仮 称)に 入 るこ

とになって お り、情報セ ンターのようなものになる と思われ、県民 に対 する情報提供 と外

国人に対す る情報提供の役割 ということで、情報専 門委員会 を内部 に置き検討 中である。

しか しなが ら、 それほどの資金 をかけて もニーズがあるか どうかが不安 である。県民の

外国に対する興味(留 学等)は ある。 しか し日本に来 ている外国人、特 に福岡に来 る人 は留

学、就労の 目的がほ とんどで必要な情報 は限 られて くる。 じっくり研究 しない と費用ばか

りかか り、利用 されない という結果 になる。

伊 藤(寛)ニ ー ズあ る か どう か と言 う こ と だが、 ア メ リカの 場 合 は ニ ーズ が沸 き起 こ り施 設 が で き

るが、 日本 人 の場 合 は前 も って 場 所 が あ る とい うこ とが 必要 であ る 。場 所 → ニ ー ズで あ る 。

地 元 の人 と外 国人 が無 意識 に アポ イ ン トメ ン トな しに 出入 り し、 自然 な形 で 知 り合 いに

な る こ とが必 要 で は な いか 。

坂 梨 九州 山口経済連合会企画課

今回のテーマ は情報化 と国際化 という2つ の キー ワー ドをもっている。

九経連の情報化対策委員会で九州 の情報化の問題 を研究の際、情報発信機能 を充実 させ

る意 味で九州 の地場企業が活用できるようなデ ータベースの振興 方策の普及啓 発 を促進 さ

せる中心的な組織 が必要なので はとい うこ とで九州 山口デ一夕ベース振興セ ンター構想 と

いうもの を5年 前 に出している。通産局 でもこれ と似たよ うな構想 を出 し、九経連 と協調

しなが ら、九州 データベース懇話会 とい う組織 を作 り、勉強 した経 緯がある。(西 日本新

聞社データベース関係者 も参加)

その後、デ ータベースセ ンター構想 は具体 的に検討する必要 がある とい うことで、九州

産業活性化 センターで九州データベースセ ンターに関す る可能性調査 を昨年行 い、今春報

告書が提 出され た。そこでは、既存 のデ ータのベース所在源の情報提供、 クリア リング情

報 を提供 するようなセンターがあればいいので はとい うことで、 そのFS調 査 的なもの を

やっていた。

その九州産業活性化 センターの調査結果 を受 け、九州産業技術 センターでデー タベース

の振興にっいて現実的に動かす為には何 をすべ きか とい うことを今年調査 されてお り、私

も作業部会のメンバ ーとして参加 している。

ア ジア太平洋 交流デ ータベースセ ンターが実際 にできた場合 に、地域 のユニークなデー

タベースとして、中央へ紹介、 また九州の他 の地域 から何 か知 りたい とい う要望が あった

時な どの交通整理 をする組織 としてデ ータベースセンター若 しくは振興セ ンター というも

のが必要 なのであ ろうかとい う関連性 を感 じている。

もう一つ、国際化の動 きに関 して九経連 と しては国際問題委員会があ り、その下部組織

として、アジア との交流 を重視 したア ジア部会 を今春設置 した。 ここで は、九州 としてア

ジアの為 にどの ような支援 が可能なのか を、具体 的にアジア各国の領事館 の方 々等 をゲス
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トに迎 え ヒ ア リン グ を行 って い る。 その 中 で、 留 学 生 に経 済 界 と して何 か 支 援 で きな い か

を重 点 的 に検 討 して い る。

ま た4年 前 よ り九 州 アセ ア ンユ ー ス フ ォー ラム を開 きJICAの 外 国 人 招 聰事 業 の 予 算

を受 け九 州 各 県 と九 経 連 の共 済 事業 とい うこ とで 行 って い る。

九 州 アセ ア ンユ ー ス フ ォー ラム とは、 ア セ ア ン各 国5名 ず っ 計30名 の 国家 公 務 員 と九

州 各 県5名 ず つ の 県 職 員 又 は民 間 の青 年 を招 いて フ ォー ラム を開 き、 デ ィス カ ッシ ョン の

後 ホ ーム ス テ イ を経 て 福 岡市 でプ ロ グラ ムの 反省 会 をや リ、 東京 へ戻 る とい う 日程 で進 め

て い る。

九 経 連 自体 、 国 際 部 を作 りな が らも 自 らの 国際 化 は進 まず 、今 年 や っ と英 文 の 九 経 連 紹

介 の パ ン フ レ ッ トを作成 した。 ま た外 国 に調査 団 を 出す 時 や外 国 か らお書 様 を迎 え た 時 に、

言 葉 で 九州 を説 明 す る の は分 か りに く く、 ビデオ で ア ウ トラ イ ン を説 明 す る方 が 分 か りや

す い と い うこ とで 、30周 年 記念 事業 と して20分 程 の ビデ オ を作 成 中 であ る。(日 本 語 、

中国 語 、韓 国語 、 英 語 の4ケ 国語 版)
ノ

九経調 で現在、 「九州 としてアジアの為に何 をやれ るか」 という調査 中で長期 的な調査

ではあるが、 アジア太平洋交流データベースに参考になるのではないだろうか。

伊 藤(寛 〉 九 電 のパ ン フ レ ッ トは見 や す く好 評 で あ る。

三 宅 日本交通公社 海外 旅行九州支店

海外旅行 を担 当 している。社内には外国か ら来 る方の為 に外人旅行部 があ り、相 当数の

外 国人旅行客 を扱 っている。(日 本国内の観光)

福岡にはアジアツー リス トセンター を置き、 アジアの方に 日本国内旅行 を誘致 して いる。

トリップスフォー(日 本国 内、宿泊、祭 り、 イベ ン ト、海外の情報)と いうのがあ り、在

留、旅行者への観光情報の提供 をしている。

(財)日 本交通公社 で調査研究 を行 っているので、観光資料は入手可能である。

個人 としての外国人 との係わ りはほ とんど少な く、 ライオ ンズの交換留学生 を受 け入れ

た くらいである。

①鹿児島県庁に出向 してきているアメ リカ人が県在住の外 国人 を呼び、安 い会費で懇親

会 を開き好評

②か らいも交流

南 日本新 聞が協力 し東南 アジアとの交流 を促進する為、鹿屋市 に国際村のよ うなもの を

作 るな ど、草の根交流が盛んに行われ た。実際、福 岡に住 む外国人 は生活が苦 しいと予想

される。安 い宿泊先等の援助 を要望 しているのではないか。

伊 藤(寛)九 州 には 鹿屋 市(加 藤 さん)、 佐 賀、 柳 川 、筑 豊 、 大 分 な どの 各 地 で、 若 い人 が 自発 的

に作 って い る援 助 グル ー プ が多 く、 心 強 い。 全 国的 に も 独特 で、 この ボ ラ ンテ ィ ア グル ー

プ の活 躍 が 日本 の悪 い 印象 を解消 する の に役立 って い る 。
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武 村 福 岡商工会議所国際部

商工会議所 は国内、海外の企業 を対象 としたサ ービス業務 を行 ってお り、国内の留学生

や一般市民へのサ ービスという点で は遅れて、 どういうことをやれ ばよいか模索中である。

例えば、一括 した情報 を置 いた 「アジア情報交流セ ンター」 といったものがあれば情報

収集が速やかに行われるのではないか。現在 は情報 があ っても、活 かされていないのでは

ないか と思 う。またそ こにた どりつ くまでに時間のロスが多 い。

8割 の留学生の不満は衣食 住か ら発生 していると思われ る。外国人専用のマーケ ッ トを

作 るなどの特権があれ ば不満 は少な くなるのではないか。

も う一つ、 日本のコ ミュニテ ィ活動の遅れ も原 因にある。企業 も利益追求 ばか りをせず

に社会 に還元することが必要 である。

伊藤(寛) 西洋社会 は商業主義に徹 している反面、企業の社会的責任 も果 た している。ボランテ ィ

ア活動はあた りまえで生活 の一部になっている。 日本 はそ うい う面で非常 に遅れて いる。

フ リーデ ィス カ ッシ ョン

伊藤(朗)昨 年9月 中旬か ら新聞記事 をデータベース化 し、今年1月 か ら商 用化 している。現在

6.4万 件 くらいの記事デー タベースができている。 記事デ ータベ ース を始め た目的は

社 内の編集支援、また地域振興及び全国的に役立たせ るという二つである。

東京飯田橋 に本の無 い図書館(電 子図書館)と いうユニークな図書館がある。福 岡にも

こうい うものがあればと思 う。

福岡の留学生、短期就労者等 の外国人が情報 を探す場所が分 か らないという悩み をアジ

ア太平洋交流データベースで克服 できれば と思 っている。 どうい う情報が必要 なのか分 か

らないので具体的な事 を皆様か らお聞き したい。

伊藤(寛) どういった情報が必要 であ り、 より重要であるか を知 るこ とが大切である。新 聞社の資

料 を見ると既 に答えが出ている気がするが、毎 日の生活習慣 そのものに関するものが必要

である。

日本人 が外 国に行 った時も同様 であ るが、知 らないが故に相手 に不快感 を与えたりする

ことがあるのでそういう情報 を積極 的に提供 したい。

法的手続 き(出 入国、滞在延長)も 大切。通貨、 レー トの問題は旅行者 にも大きな関心

事 である。ホームステ イも安 い宿泊施設やホーム ステイに関心のあ る家庭 の リス ト(連 絡

先)が あれば便利だ。

中 原 情 報提 供 は和 文、 英 文 とな って い るが 、実 際 に 九州 、 福 岡 に 来 て い る外 国人 は韓 国 人 や

中国 人 で、 そ の ほ とん ど は英 語 が で き な い。 中国 語 ・韓 国語 で ニ ュー ス紙 を発行 して い る

が、 業 者 に依 託 して い る翻 訳 は間 違 い が多 く困 って いる。
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伊 藤(寛)翻 訳 に 関 して は、 英 語 で も問題 が あ る。熊 本 県 で観 光用 の パ ン フ レッ トを作 成 の 際、 素

朴 で 田 園 的 な熊 本 の性格 を強 調 す る ため に使 わ れ た"土 の匂 いの す る"と い う表 現 を"s

oil"と して 問題 とな っ た。

正 確 な ニ ュ ア ン スで 翻訳 の 必 要 が あ るが 、 ア ジア太 平洋 交 流 デ ー タベ ー ス の場 合 、 中 国

語 ・韓 国 語 も考 え な けれ ば な らな い。

波多江 中国語 ・韓 国語 のわかる人 が少な く、データベースの検索技術 にも問題 があるので、 ま

ずは英 語 と日本語 で始めて、将来は中国語 ・韓国語 も入れなけれ ばな らないと考えて いる。

伊藤(寛)国 際化=欧 米化 にな っているとの批判 もあろうが、世界 で44ケ 国が英語 を公用語 とし

てお り、英 国 ・米 国の言葉 ということで はなく国際語 としての英語 と位置 づけて優 先 させ

て よいのではないか。

伊藤(朗) 中 国語 、 ハ ン グル の キ ー ワ ー ドソ フ トは、 莫大 な費 用 と年 月 をか け て 開発 しな け れ ば な

らず 、今 の段 階 で は無理 と思 わ れ る。

中 原 必 要 な の は 「本 当の情 報 」 で あ る。 「うま いもの の店 」 な どの最 近 の本 で は、 お金 をも

らい掲 載 して い る よ うで、 こ うい う もの との区別 が必 要 であ る。

武 村 商工会議所の場合は企業が対象であるが、最近 は外 国人の就労 の相談 もある。留 学生 も、

留学 が終わ って 日本の企業に就職 を希望 しているケースがあるので、就労の情報サ ー ビス

ができた らいいと思 う。

伊藤(寛)知 り合 いのマ レーシアの留学生(MBA)が 就職先 のことで相談 に来 たことがある。留

学後、帰国 して も国情 が不安定 であ った り、就職 口がないな どで 日本 に就職 を希望 するケ ー

スは増 えて くる。

伊藤(朗) 就職情報 とは具体的には どんな内容 か。

武 村 受 け入れ企業、海外進出企業 の情報 です。就労 に伴 う規制について相談する外 国人弁護

士、外国人専用の行政書士な どを紹介 することも重要 です。

伊藤(寛) ヨーロッパでは現在、 日本語熱が高 い。 日本語 を好 きだか らではな く経済大国 日本 の企

業への就職や 日本語 を職業にする目的であ り、当然就労情報も必要 とな る。 これ か らは、

日本人は 日本 で就職、外国人 は 日本 で就職 しない という考え方は弱 くな って くる傾 向にあ

る。 これが国際 化 ということだ。

そ うい う将来 の可能性 を頭 に置きなが ら情報 というもの を考 えなければな らない。
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(食 事 を取 りなが らの懇談 に入る)

伊藤(寛) 中国北京でも福岡の知名度は低 く、 よい意味で もっと知 っても らう必要 があ る。昔か ら

地図は長崎、北九州、鹿児島は出ていて割合知 られていてる。

伊 藤(朗)ツ ー リス トセ ン タ ーの情 報 サ ー ビス は、 デ ー タベ ー ス化 され た もの な の か。

三 宅

波多江

松 尾

野 村

全 国 支店 と代理 店 を結 ぶ ネ ッ トワー クで、 日本 語 の み であ る。

(松 尾 氏へ)い ろい ろな場 所 か ら入 って くる外 国人 を、 正 確 に と らえ る こ とは で き るの

か 。

と らえ られな い。外 国 人 自身 、 あ る いは 宿泊 先 に届 け 出義 務 を科 せ る とか し'なけれ ば無

理 で あ る。 ビザ が 切 れ た場 合 は通 知 す る。

情 報 提 供 の方 法 は本 が い いの かパ ン フ レッ トが い いの か、 それ とも会 話 方式 が い いの か。

レイ ン ボ ープ ラザ の 情報(本)を 見 た が、 電 気 、水 道 、 ガ ス な どの 申 し込 み 方法 や 使 い方

な どの具 体 的 な説 明 は文字 が 一番 い い の で は とい う気 が した。

本 で済 む 情報 も あ ろ う し、 また人 で な けれ ばで き な い コンサ ル テ ー シ ョ ン的 な情 報 提 供

もあ ろ う。 そ れ らの 中間 に コ ン ピュ ー タ ー を組 み 込 ん でデ ー タ ベ ー ス手 法 を駆 使 す る スマ ー

トな 方法 があ る わ けで、 これ に ふ さわ しい情 報 を蓄積 したい。

伊藤(寛)情 報提供 というと活字や映像 というこ とになるが、法律的な詳 しい内容 などになると本

を読んだだけでは分か り難 いので 口答説明も必要になろう。 とにか く、 まずは活字であろ

う。

三 宅 日本人が外国でホームステイす る時、その国の風俗習慣のオ リエンテーシ ョンを行 うが、

これか らは外国人への日本 の習慣の説明 と日本人への東南 アジア諸 国の習慣 の説明がデー

タに必要である。

伊藤(寛) 宗教上のことで、知 らない為 に失礼な行為 をして しまうこともあるので、外 国の慣習 を

知 ることは大切だ と思 う。

中 原 実際 の情報提供の方法 はどう行 うわれ るのであろうか。県の構想 と全 く同 じような内容

なので、関連はどうなるのか。急いで県 との コンタク トを取 る必要 がある。

伊藤(寛) 県 、市 、 九経 連 、 九経 調 ま た は各 大 学等 、 諸 団体 との調整 を計 り、 無 駄 な労 力 を省 くべ

きで あ る。
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伊藤(朗)

波多江

伊藤(寛)

坂 梨

波多江

坂 梨

波多江

坂 梨

波多江

中 原

坂 梨

野 村

伊藤(寛)

資 料 にあ る項 目は、 か な りの量 で取材 が た いへ ん と思 わ れ るの で 、項 目ご との優 先 順 位

を決 め る こ とも必 要 だ。

現 在 九 経調 で行 われ て いる留 学 生 へ の ア ンケ ー ト調 査 の結 果 を参考 に した い。

ロー タ リー のあ るガ バ ナ ー が留 学 生 の集 ま りで 「日本 の 悪 い所 は 見 な いで 、 良 い所 だけ

を持 って 帰 っ て くだ さ い」 と発 言 したが これ は非常 に 日本 人 的 な発 想 であ り、 良 い悪 いの

判 断 は留 学 生 本 人 が 下 す こ とで こ うい うお しっけ が ま しい態度 は よ くな い。

ア ジ ア太 平 洋 交 流 デ ー タベ ース の調 査 の範 囲 は ど こ まで な の か。 技 術 的 な もの まで な の

か、 組 織 作 リ、 あ る い は メ ンテ ナ ンス までや るのか 。

まず 、① 調 査 段 階(現 在)

↓

② プ ロ トタイ プ の作 成 一小 さな実 験 モデル 作 り をや っ て み る

↓

③ デ ー タ ベ ー スの 構 築 事業 化3年 目

内容 が よ けれ ば デ ー タベ ース 構築 の 為 の資 金援 助(共 同 出資)を15億 円 まで で き る と

い うこ と であ る 。

商 用 デ ー タベ ー ス とい う こ となの か。

デ ー タベ ー ス 自体 で 採算 が とれ るこ と になれ ば、 商 用 デ ー タベ ー ス とな る。

採 算 に合 う もの なの か。 パ ブ リックな もの と して採 算 は 無 視 して構 築 す べ き では な いか 。

また、 理 想 論 だ け で走 っ て よ いの か。

それ は第 一段 階 の ま とめ で 考 え た い。非 常 に公 共 的 な性 格 を持 つ も の な ので 、県 、 市 、

そ の他 企 業(JTB等)と の 関連 づけ を しっか リ抑 え た い。

県 の 国 際交 流 セ ン タ ーは 初 め か ら 自分 達 だ けで は無 理 と諦 め 、 い か に して 既存 の デ ー タ

を寄 せ集 め て利 用 しよ うか と考 えて い たの で、 ア ジ ア太 平 洋 交流 デ ー タベ ー スが あ れ ば 、

これ を買 え ば い いの で は と思 っ た。

逆 に こ こで は 中身 を議 論 して、 県 や 市 に作成 を依頼 す る 方法 もあ る 。

有 料 で 県や 市 の 代 行 をす る とい うパ ター ンもあ ろ う。

理想 的 に はデ ー タベ ー ス は世 界 どこ でで も利 用 で きる と言 うこ と だ。
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中 原 教育の部分で、学校 の問 い合わせや どこの学校 にどんな先生がいるか という問い合わせ

も最近あ りま した。

伊藤(寛)今 日は初回で総論的にな りま したが、貴重なご意 見 を積極 的に出 して いただき、有 り疑

うございま した。

以上
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9,2第2回

アジア太平洋交流データベース研究会

議 事 録



○ 日時 11月6日13:30～15:30

○ 場所 福岡国際ホール 「宝満の間」

○ 討議内容

1.研 究 会新 メ ンバ ー 自己紹 介

2.ア ジ ア太平 洋 交流 デ ー タベ ー ス項 目につ いて

①重要項 目は

②落 ちている項 目は

③外国人が困って いた リ、欲 しが って い る情報 は

3.そ の他

九州山口経済連合会 のデ ータベ ース構想な ど

○ 出席者

藤

尾

宮

梨

宅

村

田

山

伊

松

二

坂

三

武

和

森

寛道

泰次

純

正雄

誠一

丞治

弘隆

日出夫

友成 克生

野村 武

伊藤 朗人

高浜 正興

波多江 修

小西 晋

九州造形短期大学 教授

福岡入国管理局総務課渉外調整官

(財)福 岡県国際交流センター主査

九州山口経済連合会企画課長

日本交通公社海外旅行九州支部海外旅行担当課長

福岡商工会議所国際部長

国際協力事業団九州支部参事

九州大学講師 留学生教育担当

西 日本新聞社 情報 開発セ ンター長

情報 開発 センター次長

デー タベース部部長

調査部次長

システム開発部次長

システム開発部
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伊藤(寛)九 州造形短期大学

今 日は総論 か ら各論の中間位の ところをカバー していきたい。

まず最初 に新聞社で整理 した項 目リス トに追加 したい項 目、必要 でないと思わ

れ る項 目またはもっとも重要 である と思われ る項 目などをお聞き したい。続 いて

坂梨氏 よリ九州 山口経済連合会のデータベース構想 にっ いて、 また森 山先生よ り

九州大学の留学生センターの設置 計画 にっいても説明 していただ く予定である。

その前 に今回初めて出席 された方と代理出席 の方に 自己紹介 をお願 いする。

友 成 西 日本新聞社情報 開発セ ンター

病気の中野センター長に代 わ り情報開発センター長 に就任 した。東京 支社外報

部 か ら事業局 そ して情報開発 センターと移 り、各部署 での経験 を通 じかねてか ら

国際化 にっいて考え る機会も多か ったが、 ともすれば国際化 というものは外に出

てい くことが中心で、内に入 って くることの視野が欠けているとい う実感があ り、

国際化 とい うの はワンウェイではな くツーウェイであ るという考 え を持 っていた。

そ ういう意味で今回のアジア太平洋交流データベースというのは重要 なことで、

すでに研究会 において各 々の専門の立場か ら意見を出 して いただき感謝 している。

和 田 国際協力事業団九州 支部

九州 支部の業務 は開発途上国か らの研修員の受 け入れな どだったが、この研修

員受け入れについては昨年10月 に北九州八幡 に九州国際研修セ ンターがで きた

のでそちらの方に業務 を移管 し、現在は主に21世 紀 に向けて アジア地域か らの

青年招聰事業 をや って いる。 それか ら逆にこちらか ら海外 に行かれる青年海外協

力隊 あるいは専門の方 々、 そ して最近 は少なくなったが海外へ移住 され る方のお

世話 をしている。

私 は広報 と総務 を担当 して いる。職員は私 を含 め6名 しかいないので研 究会 に

は私、 または山 口とい うものが 出席 させていただ くことに している。

森 山 九州大学

九州 大学では1961年 に全国で初めて 「日本語 日本事情」 という講義科 目(

武藤 キヨシ教授)を 開講 した とい う輝か しい歴史 を持 っている。1960年 代は

学部学生が中心 で、 それほ ど数 が多 くなく、1970年 代 は母国で学士号 を取 っ

た方々の留学 が増 え100人 の大台に乗 った。1980年 には留学生センターを

設 け就学上、生活上の諸問題 に助言、指導に当たるための専任の講師を配置 した。

これ は学内措置で なかば非公式 で しかなかったが文部省が今年度か ら京都、東京、

広島の各大学に留学生センターとい う名称の施設 を設置するこ とになった。九州

大学はそのモデル とい うふ うに言われてきたが、実際には1992年 度に開設 さ

れ る予定 だ。そ うなれ ば受け入れ体制が変わって くると思 う。私 は1980年 設

置の時最初の講 師 として赴任 し4年 間程仕事 を した。その後1984年 に専門科

目担 当の教官 とい う制度ができたので農学部へ戻 り、留学生 に専門科 目を教える
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役 目を して いる。

九州大学 には現在400人 位 の留学生がお り、頭打ちの現象が見えてきた と思 っ

ている。福 岡市 内での九州大学の留学生の割合 は年 々下が り続けているが、県 内

800人 の留学生の うち半分が九州大学で学んでいる。ある意味ではかな りの留

学生がいろんな問題 を引き起 こし、多 くの方 々の援助 を得なが ら、一つの 目的 を

達成 して帰国 している。その評価 自体 にっいて はこれか らいろいろ話 をしてい く

が、地域社会で温 か く迎え入れ られているかど うか とい うのは大きな意味 を持 っ

ていることで はないか。そ ういった意味でこうい う形のデータベースが作 られて、

活用できるようになれば大変心強 い。

二 宮(財)福 岡県国際交流セ ンター

センターにっいては前回の研究会で詳 しく説明 した と思 うが平 たく言えば県の

全面 出資で人材も県よ り派遣された財 団である。仕事 としては県民間の国際交流

の促進 で、民間で行われて いる国際交流の手伝 いである。私 はセンターの情報提

供 を担 当 して いるのでいろいろ勉強 させていただきたい。

伊 藤(寛)項 目 リス トに従 い メ ンバ ー の方 に お話 を伺 い た い。

松 尾 福 岡入 国 管 理 局 総務 課

直接 関係 の あ るの は 「lv重 要 な手続 き とシ ステ ム 」 で 「1.日 本 に滞 在 す

るた め の外 国 人 登 録 ・手 続 き」(p2)と あ る が、 こ こに揚 げて あ る の は外 国 人

登 録 に 関 す る項 目が 中心 に な って い る。 外 国人 登 録 は 日本 人 で言 え ば住 民登 録 に

あ た る。 これ は適 法 に滞 在 して いる人 、 不 適 法 の 人 を問わ ず全 員 登録 しな けれ ば

な らず、 重要 で あ る こ と には 間違 い な い。 む しろ外 国 人 が 日本 に滞 在 す る た め に

絶対 しな けれ ば な らな い と いえ ば登録 よ りも在 留 期 間 の更 新 、 ビザ の 在 留 資格 を

変 え る こ と、 子 供 が生 まれ た時 に在 留 資格 を取 得 す る こ とな どで、 これ らの 手 続

き の 方 が緊 急 の 重 要事 に な るわ け であ る 。登 録 は登 録 で案 内す る と して、 今 言 っ

た点 を よ りい っそ う情報 提 供 しな けれ ば な らな い。

「IH日 常 生 活 の重 要 情 報 」(p1)に つ い て は御 存 じか と思 うが北 九 州 市

の 「LivinginKitakyusyu」 、 福 岡市 の 「LivinginFukuoka」 が参 考 に な6と

思 う 。

二 宮rlV重 要 な手 続 き と システ ム2.年 金 に つ い て」 だが・ 外 国人 は短 い滞 在

期 間 で あ る と掛 け損 にな るので ほ とん ど掛 け られ な い 。年 金法 が適 用 に な る の か・

また1年 位掛 け て いて 給 付 を受 け る とき は帰 国 して い る な ど問題 があ る。

「V医 療 情 報 」 は 大切 だ と思 う。 国 民 健 康 保 険 は外 国人 も加 入 で き る。

またわ れ わ れ の とこ ろ に よ く、 働 きた い とい う問 い合 わせ があ る 。 しか し職 安

法 の 問題 も あ り、 こち らで は斡 旋 で きな い。 職 業紹 介 の ニ ー ズ は今多 い が紹 介 す

る方 法 は難 しい。
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坂 梨 九州山口経済連合会企画課

「vm経 済情 報」(p5)の 欄に 自国の企業が九州の どこにあるかなどを見

れ る外資系の企業 の リス トを入れておくと 、 おも しろいと思 う。

「X1主 要 な官公庁」(p6)に 領事館があるが、名誉領事館も入れた らよい。

正式な領事館 は数 が少な いが名誉領事館は数 も多 く一部業務 を代行 しトラブル を

処理できるこ ともある。

国際交流機 関 というのがあるが福岡には国際交流団体連絡会 とい う組織が結成

され、事務局 が レインボープラザの中にある。そこでは福岡市 と近郊の国際交流

団体の連絡 が行わ れている。

「xnそ の他」(p6)か 、 もしくは名誉領事館関連の項 目か どち らかになる

であ ろうが、各 国の友好協会 も民間の交流の中心 となって いるので リス トア ップ

したらよい。 こ ういった名 簿については2、3年 前 に九経調 が作 っている。(

国際交流団体組織名簿の ようなもの)

三 宅 日本交通公社海外旅行九州 支部

国際交流 団体(p6)の 中に青少年交流をや っているボラ ンティア団体 を入れ

る。社会福祉 団体(ロ ータリー、ライオ ンズ など)、 ホーム ステイ を受 け入れ

る団体 も必要 である。

一番大事 なのは、各国の習慣、 日本の各地の習慣 を入れる と理解 を深 め られ る。

武 村 福岡商工会議所国際部

就労の希望 が増 えてきているので リクルーテ ィングを専門にやっている会社(

市 内に4社)を リス トア ップする。

外国人が来 日時 に現地で通訳 を雇 いたいとい う需要 もかな り増 えているので、

高度な レベル の通訳 を登録 する。

最近はいろいろなコンベンションが行われているので、 コンベンション情報 も

必要である。

国の行政機 関、 出先機 関の リス トアップも

和 田 国際研修セ ンターで受け入れている研修員渋 一同 じ国か ら来 ている人 と横 の連

絡 を取 りたいということがあ る。難 しいようだが、 どこかでま とめ られれば と思

う。

国際協力事業団では外 国へ行 く人へその国の入 国事情 とい うもの を出 している。

参考 に して ください。ほとん ど新 聞社作成の リス トで網羅 されている内容 と同 じ

だが、 その他では海外 で家庭に人 を雇った りすることがあるが、 そうい う時の使

用人 にっいて情報な どが入 っている。

森 山 「II住 居 決 定 の情 報 」(p1)に っ いて、 九 州 大 学 で も留 学 生 へ の手 引 き に

書 い て い るが 、 手 付金 、 礼 金 、敷 金 な どの説 明 を外 国人 に分 か る よ うに文 章 で書
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くの は 大変 難 しい。 よほ ど気 を使 わ な い と、 ただ 載 って い る と い うだ け に なる。

「lv重 要 な 手続 き と シス テ ム4.税 金 」(p2)留 学生 が講 演 を して 謝礼

金 をも ら う時 、 源泉 徴 収 され て いるの で 確定 申告 をす れ ば戻 っ て くる と思 わ れ る

が、 入 国管 理 局 が怖 い か らとや らな い人 が い る。 資 格外 活 動 との絡 み で は な く、

き ちん と雇 用 契 約 をすれ ばそ の時 に教 え て くれ るの だ ろ うが、 アル バ イ トの場合

で も容 赦 な く取 られ て い る場 合 が あ るの で 説 明が 必 要 で あ る 。

「V医 療 情報 」(p3)に っ いて は、 レイ ンボ ー プ ラザ に市 内 の外 国語 のわ か

る医者 の リス トが あ るが、 留 学生 に聞 くと 医者 の理 解 の 範 囲 と留 学生 の語 学力 と

は レベ ルの差 が あ る よ うで 申 に は役 に立 た な い医者 も い る よ うだ 。

「vn教 育 情 報 」(p5)各 大 学 が海 外 向 け に情 報 を出 して い る。

昨年 度 か ら日本 国際 協 力 協 会(文 部 省)が 「日本 留 学 フ ェ ア」 を始 め、 今年1

月 に タイ、 マ レー シ ア、 イ ン ドネ シ ア を廻 って いる 。来 年 は それ に韓 国 を加 え た

4ケ 国(森 山氏 も参加)で 行 う こ とにな って い る。 こ の よ うな、 外 に提 供 す る情

報 はそ の まま利 用 で き るの で はな い か。

「IXマ ス メデ ィア 」(p5)の 英 文 ニ ュ ー ズ レタ ーは 、 月刊 で 英 文 の"KY

USYU"と い う雑 誌 が 出 て い るは す で、 レイ ンボ ー プ ラザ も毎 月 出 して い る。

九 州大 学 も定 期 的 に 出す予 定 だ が留 学生 会 の活 動 は停 滞 ぎみ で あ る。

福 岡で の ボ ラ ンテ ィア組 織 の 団体連 絡 会 があ る に は あ るが 、2ケ 月 に1回 、 集

ま るだ け でそ の場 限 りで あ る 。参 加 す れ ば情 報 は得 られ るが 、 欠席 団体 へ のケ ア

が全 くな いの で、 そ の辺 の 情報 も考 え た い。

「XI主 要 な 官公 庁 」(p6)の と こ ろに レン タル シ ョッ プが あ り、 この リス

ト自体 は順 番 や 重要 度 な ど メチ ャ クチ ャで考 えに くい の で、 も う少 し要 領 よ く整

理 した ら ど うか 。

レイ ンボ ー プ ラザ で留 学 生 向け に 「不 要 家具 を譲 りま す。(扇 風 機)」 と出 し

た ら、 提 供者 の 勤務 先 に70名 く らい か ら電 話 が かか り、 提供 者 も希 望者 も不

愉快 な思 い を した こ とが あ っ た とい う。 情 報 の提 供 し っぱ な しで 後 の チ ェ ッ クが

ない ので こ うい う こ とが起 き る。 情報 の提 供 の仕 方 、 新 し い情 報 へ の 入 れ替 え 、

情 報 の有 効期 限 な ど、 しっ か り して お か な い とい けな い。

伊藤(寛) 言 い忘 れ て い たが 、 リス トの優 先 順位 につ いて も お聞 き した い。

皆 さ んの 意 見 を順 を追 って い くと、 出入 国 に関 して は い ろ い ろ問題 があ る よ う

で、私 も1、2年 の滞 在 予 定者 か ら、 延期 したい とい う相 談 を受 け た こ とが あ る。

入 国管 理 局 へ 行 け ば い い と一言 で済 む 場合 もあ ろ うが そ う い う場合 ば か りで は な

い。 ク リア リン グハ ウ ス と い った 一ケ 所 、総 合 的 に案 内 して くれ る 場所 を設 け た

らよ いの で は な いか。

伊藤(朗) 姉妹都市 を結 んでいる都市 に、機関があ り自分の 出身地の機 関に問 い合わせれ

ばいろいろと応答 しても らえるのか。
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二 宮 東京 に日本姉妹都市協会 があ リ、 日本 のどこの町が どこと結んでいるかなど、

総合的 に把握 している。市町村の窓 口に関 しては千差万別で、結 んだ当初 は良 い

が4、5年 経 っ と全然交流 はなされていない。 自治体 自体 は国際交流 の担 当部門

を設 けてお らずや っと県 レベルで活動 されている程度である。

伊 藤(寛)政 府 間 の や り と りは くい違 いが 生 じ、 険悪 に な る こ とがあ る が、 民 間 同士 の 交

流(peopletopeopleprogram)で あれ ば特定 の 問 題 をめ ぐ って ケ ン カ を す る こ

と も少 な い とい う考 え で、 姉 妹都 市 は ア イゼ ンハ ワー 大統 領 の 頃 に考 え られ た。

日本 で 一番 最 初 にで き た姉 妹都 市 は長 崎(ミ ネ ソ タ州 セ ン トポ ー ル)で あ った

と思 う。 た ま た ま長 崎 に来 て いた牧 師 が セ ン トポ ー ル の 出身 だ った とい う こ とで

姉 妹 都 市 関係 が で き、今 で も続 い て い る よ うだ。 福 岡 とオ ー クラ ン ド間 も う ま く

い って いる の で は な いか。 そ の後 ニ ュ ー ジー ラ ン ドの オ ー クラ ン ド、 広 州 、 ボ ル

ドー と も姉 妹 都 市 関 係 が で きて い る。

東 京 の姉 妹 都 市 協 会 まで問 い合 わ せ す るの は大 変 な ので 、九 州 と して情 報 を

提 供 で きれ ば よ い。 総合 的な イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン ター を設 置 して い た だ き

た い。 県、 市 とい う考 え方 で はな く、 九 州 全部 とい う考 え で イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

す る 所 が欲 しい。 今 は九 経 連 と九 州 沖 縄 県 知事 会 く らいで あ ろ うか。 具 体 的 に動

いて い た だ け るの は九経 連 で あ ろ うか 。 九州 は一 つ とい いな が らそ こ まで い って

いな い 。 デ ー タベ ース となん らかの 係 わ り を持 った形 で九州 、 山 口、 沖 縄 を含 め

た広 域情 報 セ ン タ ー とい った もの をや りた い。

ボ ラ ンテ ィ ア団 体 の連 絡 に つ いて も総 合 的な イ ン フ ォメ ー シ ョンセ ン タ ーが あ

れ ば 、 そ こ で情 報 を取 得 して、 的 確 に 連絡 し詳 しい具 体 的 な情 報 を入 手 す る こ と

が で き る。 そ う い う意 味で レイ ンボ ー プ ラザ は大成 功 で は な いか 。福 岡 市 に と ど

ま らず、 九 州 全 部 あ る い は西 日本 地 区 を対 象 に して い ただ くと よ いの で は な い か。

外 国 の人 が 福 岡 に来 る時 、福 岡 だ け とい うこ とは少 な い は ず でや は り九 州 と

い うこ とで来 るの で あ ろ う。 かつ て ア メ リカの あ る機 関 が 出 した 日本 紹 介 の パ ン

フ レ ッ トで 福 岡 に っ いて 、 「長 崎 、熊 本 、 鹿 児 島 な どに行 く時 、遠 す ぎ る の で福

岡 を中継 に して 行 く とち ょ う どいい 」 とあ り、憤 慨 した こ とが あ る。 そ の 当 時 は

飛 行 機 が今 ほ ど発達 して お らず、 国鉄 を利 用 す る しか な い よ うな 時代 で は あ っ た。

彼 らは九 州 を一 つ の地 域 と して 見 る傾 向が 強 い ので 情報 の 提 供 にっ いて も、

西 日本 地 区(九 州、 沖 縄 、 山 口)と い う次 元 で 考 え るの が よ り効 果 的 で 利 用価

値 も高 くな る の で は な いだ ろ うか。

坂 梨 九経連 と知事 会では、毎年1回 、意 見交換会 を行 っている。

(知 事会は春 と秋 の年2回 行われてお リ、その内の秋の会 に合わせて行 う)今 年

で6回 目だが2、3回 目の時当時の永倉会長が国際交流の問題 を取 り上 げ られた。

こちらか ら見れ ば各県単位 でやるの だが、外 から見れば九州は一つに見え るのだ

か ら問 い合わせ があった時に受け答えができる窓 口、例えば九州国際交流協会も

しくは国際交流財団の ような組織 を作 った らいいのではないかという提案 を した
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ことがある。その当時はまだ各県 自前の国際交流財 団を作っている最中で、必要

ではあるが県に またがった九州一っの組織造 りは早 すぎるということでその後 は

正式な議題 としてあがっていない。

伊藤(寛)プ ロジェク トごとの横の繋 が りは、九経連 を通 じてうまく行われて いるよ うだ。

プロジェク ト以外 でも小 さな情報 ぐ らいはいっでも提供できるようなシステムは

是非必要である。九州 についての情報 を即座 に入手できる。簡単 な宿泊施設 を備

え、小 さな会議場 を持 ち、 日本文化(生 花、書道、謡 曲、茶道 など)の グループ

の事務所 のある多 目的な文化会館 がで きればいいと夢 みていた。

伊藤(朗)(三 宅 氏へ)ホ テ ル につ いて だ が、 九州 全 体 の 外 国人 向け ホテ ル をデ ー タベ ー

ス化 して 案 内で きる で あ ろ うか 。

ま た、 ホテ ル の ラ ン ク付 け ば あ るの か 。

三 宅 デ ー タベ ー ス化 して お り、案 内 す るの は 可能 であ ろ う。

ホテ ル の ラ ン クは な い が、 実 際 は料 金 面 で あ る程 度 区別 す る。 あ とは旅 館 で あ

る か、 国 際 ホテ ル で あ る か と い う タイ プで も 区別 が あ る。

伊藤(朗) 外 国から来る人 にホテル の情報は必要 だろうか。ホテルは決めて来 るので はな

いか。

三 宅 団体 の場合は決 めて来 られる。個人の場合は一泊 だけ決 めて いて、その後 は決

めていないことがある。

大手 の旅行代理店 に行けばホテルの リス トはある。主要なホテル をリス トア ッ

プする方法 もあるが、 リス トに入 って いる、入 っていな いで問題があるのであれ

ば、旅行代理店にまかせてもよいのではないか。

伊藤(寛)日 本式 の旅館に泊 ま りたいと希望 する人もいるのではないか。

外国人は 日本 を勉強 したいと思 って来るのに、 こち ら側はお客様扱 いをして し

ま う。生の 日本の生活 を体験 したい ということであるから、普通 の 日常生活 を体

験 してもらい経済大国の本 当の姿 を見てもらいたい。よ り日本 に親近感 を持たれ

る と思 う。

森 山

伊藤(寛)

議論 の進め方 として、参考 目的で短期滞在の人 を含めて話 を細か くやるのか、

またはその ような事は旅 行会社 にまかせておけばよいのではないか。市 民 レベル

での長期滞在者に的 を絞 った形 で議論 を進めて いった方がいいのではないだろう

か。

どちらもカバーすべ きだと思 うが、われわれ としては後者に重点 を置 くべきで

あ ろう。いかがで しょうか。
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波多江 現在、外 国人の旅行者が増 えて きているのでそ ういう人 々にも対応 できるよう

に しておきたい。それ と長期滞在者も考 える。

松 尾 私 も、 どち らに ウェイ トを置 くかべ きかで提供する情報 も違 って くる と思 う。

福 岡にそれほ どの長期滞在者がいるのか。 日本の入国者 は今、300万 人近 くだ

が8割 は短期である。長期滞在者 はあ る程度情報 を持 っていて提供 しな くても自

分 で探せ る。む しろ短期滞在者の方が右も左もわか らないので、初歩 の情報 を提

供 する必要があるのではないか。

短期 というのは旅行者あるいは期間の決 まっている研修生、留学生、3～5年

で帰 国する外 国語教師な どだ。

伊藤(寛) 3年 以上になれば長期滞在者 と呼べるだろう。

野 村 レイ ンボ ー プ ラザ で 問 い合 わせ が も っ とも多 い の は、 電 話 に よる観 光情 報 だ と

い う こ とだ。 長期 滞 在者 の生 活 に密 着 したもの だ けで な く、 か な り両 者 にオ ーバ ー

ラ ッ プ した とこ ろで進 め て い きた い 。

伊 藤(寛)お っ しゃる とお り長 期 滞 在 者 は、 一度 体験 す れ ば い ろい ろな こ と を覚 え て 日本

人 と 同 じ様 に知 って い る。

ま た、観 光 で1～2週 間 日本 に い る と、 とて も良 い所 だ が長 く居 れ ば居 る ほ ど

住 み に くくな る と言 う人 が い る。旅 行 者 にっい て は悪 評 は な く、 住 ん で いる外 国

人 の方 が 日本 人 が心 を開 かな いこ と を不 満 に思 って いる 。情 報 は持 って いる が、

あ と は 日本 人 の心 の 問題 だ と い うこ と にな る。 国際 的 な相 互 理 解 を深 め る上 でっ

き ま と う、 そ の よ うな問 題 を ど うす るか も考 え る必 要 が あ る。

二 宮 デ ー タベ ー ス化 は アル フ ァベ ッ トでや るの か。

波多江 この問題 はこれか らの研究課題 だ。 日本語はすでにできていて、英語にっいて

もプログラム がある。 日本語 と英語 をペアで どち らか らでも検索で きるように し

た い。

二 宮 国 際 交流 セ ン ターで も英 語 の ガ イ ドブ ック を出 した が、 中国 人 、 韓 国 人 が ほ と

ん どで役 に立 たな か った 。 短期 滞 在 者 な らばな お さ ら 日本 語 はで きず 、 中 国人 だ

と英 語 も殆 どわ か らな い。 中 国語 、 ハ ン グル の ワー プ ロ さ え な い。 あ って もデ ー

タ入 力 す る人 が い るの か ど うか非 常 に大 きな 問題 で あ る。 デ ー タベ ー ス を作 った

は いい が一 番 利 用 したい人 が読 め な い。 ニ ーズの あ る人 は ど う い う人 な の か、 ど

うい う字 を読 め る入 な の か が重 要 で あ る。

伊藤(朗) ほ ん とうに 情報 の 必 要 な人 は中 国 人 、韓 国人 な の であ ろ うが 、 デ ー タベ ース 化
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しても中国語、ハ ングル語 で検索する手立て は今の ところない。印刷物 の場合 は

できやす いだ ろうがデータベースの場合 は現時点では無理である。

森 山 中国、韓国の電子産業が どれ くらいの レベル に達 しているかわか らないが、九

州 大学の留学生に聞 くところによる と、 中国 にも 「一太郎」 レベルの漢体字 を入

力できる技術はあるということだ。前 回の研究会でも、翻訳で誤訳 が多 く正確 な

情報 まで達 しない というこ とがあ ったが、優秀 な留学生 を高給 でアルバイ トに雇

えばできないことではない。

二 宮 国 際 交流 セ ン ター に もハ ン グル と漢 字 の ワー プ ロ を置 い て いる が、 入 力 に 日本

語 の2～3倍 の時 間 が かか る。項 目 を議論 す る以 前 の 問題 と してデ ー タの 表 示 の

仕 方 が あ る 。

森 山2～3倍 の問題 であるのなら、 大勢 の留学生は短 時間で効率のいいアルバ イ ト

を探 しているのだか ら皆に役立っ形 で働 けるのであれば、相 当な人 材 を確保 でき

る。(現 在は、入管法の改正で1日4時 間 しか アルバイ トができない ようになっ

ている。)

伊 藤(朗)入 力 は、 確 か に中 国語 で あ ろ うが韓 国語 であ ろ うが簡 単 に で き るが 、 コ ン ピュ ー

タ ーで検 索 す る場合 に キー ワー ドを ど うす るの か、 キ ー ワ ー ド切 り出 しの ソ フ ト

を ど うす る か全 く日本 の コ ンピ ュー ター技 術 で も無 理 であ る。 日本 語 の 検 索 で も

ま だ完壁 で は な いの で、 ハ ン グル 、 中国語 で コ ン ピ ュー タ ー検 索 をす る とな る と

ソ フ ト開発 だ け で も莫 大 な 資金 と労 力 が か か る。

二 宮 日本語、英語 でやる としても外国人の質問 を聞いて 日本語、英語 で検索 して く

れ る人が必要 である。

伊 藤(朗)一 つ の方 法 論 で そ こ まで話 は進 ん で い な いの だ が、 デ ー タ ベ ース化 す る な ら ど

うい うもの が 必要 か とい う こ と を話 して い る訳 で 、作 る とな る と専 門 的 に検 討 し

て い か な けれ ば な らない。

伊藤(寛)

波多江

三 宅

と りあ えず 、 日本 語 と英 語 と い う枠 内 で とい う こ とだ。

当然 、 将 来 的 には 中国 語 、 ハ ン グル の翻 訳 は考 えて み た い と思 って い る。

行 政 関係 の人 は、海 外 か らき た お客 様 を ど こに案 内 した らよ いか とよ く聞 かれ

る。 自分 の 県 に はパ ター ンが あ って 、 見学 す る施 設 な どは よ くわ か る で あ ろ うが、

他 県 に な る とわ か らな い。 九 州 内 の 見学(産 業 視 察)可 能 な場 所 が わ か れ ば有 難

い。
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姉妹都市 ・姉妹 クラブ ・姉妹港湾 ・姉妹校 などの リス トや研修体験 のできる施

設 の所在 も必要 だ。

ホテルの他 に、公的機関の運営 する施設(志 賀島、 グ リーンピアな ど)も 。

松 尾 ア ジ アの 方 に は あて は ま らな い か も しれ な いが 、欧 米 の方 々が茶 道 、 華 道 、 剣

道 、 柔 道 を や りた いが 適 当 な と ころ はな いか と相 談 に来 られ る こ とが多 い。 変 わ っ

た とこ ろ で は、 久 留 米 耕 を弟 子入 り して や っ て いた リ、 禅 、 尺八 をや っ て い る方

も い らっ しゃ る。 こ うい う事 は意 外 に 日本人 は知 らな い。 外 国人 を受 け入 れ て や っ

て い る所 も多 い の で情 報提 供 が で きれ ば よい。(文 化 サ ー クル、 文 化 セ ン タ ーな

ど)

伊藤(寛) 八女の和紙、焼物な ども希望者 は多 い。

森 山 外 国人 が あ る題 材 につ い て話 した い、 紹介 したい とい う こ とが け っ こ うあ る。

九 大 だ と外 か ら依 頼 され る こ とも多 く、 人気 の あ る もの は講義 の じゃ ま にな る程

だ が、 他 校 に は や りた くて も機会 の な い人 も い る と思 うの で、 人 材 バ ン クの よ う

な も のが あ れ ば よ い。

伊藤(朗) 例 え ば、 留 学 生 名 簿(大 学 、 国、 特技)が あ るの か。 留 学生 の人 材 バ ン ク を 日

本 人 向 け に 出 す こ とは 考 え られ る か。

森 山 留 学 生 の 場 合 は11月1日 付 で名 簿 を確 認 して い るが 、 大学 が 持 って い る もの

は そ こ まで で、 特 技 そ の他 は全 くわ か らな い。 本人 の 申 し出 で登 録 す る形 で あ れ

ば、 積 極 的 に 日本 を知 りた い と思 って い る人 に は 良 いチ ャン ス だ と思 う。 申 し出

な しに名 簿 を 出 す こ とは プ ライバ シー に かか わ る こ とな の で、 で き な い。

二 宮 情報 として握 ることはいいが、 プライバ シーにかかわることなので外 国人 の場

合 は特に配慮 してお く必要がある。

伊藤(寛)留 学 先 で い ろん な勉 強 をす る と 同時 に 自国 の こ と を紹 介 した い とい う学 生 も い

る と思 う し、 学 校 や派 遣 組織 か ら も言 わ れ て来 て いる で あ ろ うか ら、 あ く まで も

ボ ラ ンテ ィア と い う形 で だが リス トア ッ プ して お くの も い いの で は な い か。 大 多

数 は 短期 で あ るの で、 リス トを新 し くす る こ とも必要 で、 手 間 は か か る が面 白い

と思 う。

武 村 (二 宮 氏 へ)国 際 交 流 セ ン ター の パ ン フ レッ トは い つ頃 で き た も の で す か。

(二 宮 氏2ケ 月 前位 です 。)

ミス イ ン フ ォ メ ー シ ョンが あ りま す ので指 摘 させ て い た だ く。

ま ず、 福 岡商 工 会 議 所 が掲 載 され て いな い 。外 資系 の銀 行 で オ ラ ン ダ銀 行 は閉 鎖
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されてお り、香港上海銀行 は移転 してその場所にはない。 また、小倉商工会議所

で はな く北九州商工会議所 だ。

二 宮 閉鎖な どがあるのでやは り情報にはメンテナ ンスが必要 である。

武 村 次回、新 しく作 られ るときには是非福岡商工会議所 を掲 載 ください。

伊藤(寛) 日本でもそうだが、外国で は商工会議所 は非常に重要な所であ るので正確 に掲

載 され たほ うがよい。抜 けていれ ばな おさらだが。

和 田 ある意味では触れない方 がいい という人 もいるようだが、宗教関係 も入れた方

が よいのではないか。

問い合わせ があるので食 べ物屋 を掲載 したが、実際行 ってみる ともうその店 は

な くなっていた というこ とがある。 また、 どこまで入れるのか。

意図的ではないかもしれな いが この研究会のメンバーに女性 がいないが、 日常

生活の ことな どは女性の意見 を聞いた方がよいのではないか。 また、外国人の方

に直接聞いてみることも必要ではないか。国際協力事業 団の研修 セ ンターには年

間500人 の研修員が来る し、森山先 生の所の留学生な どにも聞 くと、 いい意見

が出るのではな いか。

伊 藤(寛)12月 に外 国 人 の方 に 話 を 聞 くこ とに な って い る よ うで す 。

女 性 の メ ンバ ー につ いて は、 な ん らか の形 で入 って も らう こ と も必 要 で し ょう。

宗 教 にっ いて は非 常 に微 妙 で 日本 人 は 白人 を見 る と皆 ク リス チ ャ ンだ と思 うが、

そ うで はな い。 ユ ダヤ 教 の 場 合 は特 に微 妙 で、 オ ー ソ ドッ クス な ユ ダヤ教 信 者 で

あれ ば、 そ の こ と を誇 りに思 っ て い るが 、 中 に は 自分 がユ ダヤ 人 で あ る こ と を知

られ た くな く、 ア ン グロサ ク ソ ン系 の 名 前 に変 え て い る人 も い る。

和 田 寺 院のある場所の紹介 な どとい う意味 の宗教 だ。礼拝 に行 きたいが、場所がわ

か らないという人 などに答 え るためだ。

二 宮 宗教 どいえば レス トラ ンの紹介 もあれば便利であ る。

伊藤(寛) 情 報 を提 供 す る とい う立 場 か らす る と、 あ ま りタ ブ ー と い う こ と を気 に しない

方が 良 いの か も しれ な い。

武 村 是 非 、外 国の 方 の お話 を お 聞 き した い。

波多 江 留 学 生 、長 期 滞 在者 だ け の グル ー プ イ ン タ ビュー と、 こ うい っ た席 に領事 館 の

方 々 を入 れ て話 を聞 く とか を考 え て い る。 外 国人 の 困 って い る こ と を直接 聞 き た
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い 。

伊藤(寛) 領事館の方 々も相談 を受 けるケースが多 いと思われ るのでいいことではないか。

武 村 在 福 岡の 奥 さん の 会(ア メ リカ人)が あ り、翻 訳 をや って い る組織 が あ る と聞

い た こ とが あ る。 そ うい う方 々で も よい ので は な い か。

坂梨氏 よ リ九州山 口経済連合会 のデータベース構想 にっいての説明

(別 紙 参照)

伊藤(寛) 九 州 大 学 の 留 学 生 セ ン ター にっ いて も う少 し詳 し く森 山先 生 か らお聞 き した い。

森 山 今 までの単 なる 日本語教育 でな く生活面 を重視 した型で留学生に対応 しようと、

文部省が ようや く腰 を上げた形で東京大学、京都大学、広島大学にカ ウンセ リン

グ担 当の教授 、助教授 を置 いた。来年度の予算では東北大学、筑波大学 とも う一

ケ所があが ってお リ、その次 の年度 には九州大学に本格的に留学生セ ンター(現

在 は留学生教育 センター)を 作る予定だ。

同時に歩調 を合わせ、来年の九州大学創立80周 年記念事業 として3年 計画 で

国際学術 交流基金 を集めている。学 内では、 もう実際 に使い始めており、同窓生

並びに同窓生 の所属する団体 ・企業に まで手 を延 ば し、 目標額20億 円の事業 と

してス ター トする予定だ。そ こでは、現在ある留 学生会館の隣の敷地に学者、研

究者用の宿舎 を作 ると同時 に財団法人 を設立 し、地域 との交流通信、学術情報 の

交流 ・公 開な どの業務 を主 たる仕事 となる予定 である。

なに しろお金のか らむことなので来年 からスター トしても うま く集まるか どう

か不安 であ る。 というのは前回の研究会で話が出ているようだが、九経連 で金額

も同 じ20億 円で アジア交流の為 に資金作 りをや リ、具体 的に留学生にっいても

相 当額 の奨学金 を出す ということで、九大 としては大変困ると断 っているよ うだ。

大学 の都合 だけでそ ういうもの を左右 するのはおか しい とは思 うのだが。

1992年 以降大学の18歳 人 口が急激に減 ってくるのでその対応策 といった

形 で国際化 というものが迫 られると思 う。

21世 紀初頭には国全体で10万 人 の留学生 を受け入れ るという方針 が打 ち出

され ているが1992年 の予想数字が4万 人であ リ、入 国管理局の外国人登録者

数か ら割 り出 した昨年12月 末の留学生の在籍者数が3万6千 を超 えているので、

たぶん今年5月 現在 で4万 人 はオーバ ー している と思われ る。計画 よ り2年 早 い
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ペ 一中ス で国 際 化 が進 ん で い る とい うこ とに な ろ うが 、 だ か らとい っ て21世 紀 に

10万 人受 け入 れ る こ とが 可 能 か ど うか 私 自身 はあ や し く思 う。流 れ と して は、

か な リ急 な流 れ を見せ て い るの で そ れ に対 応 す る努 力 を急 がな い と、今 は な ん と

な く問題 が か たつ い て い るが 、 あ や ふや な 対 応 を して い る と留 学 生 達 に悪 い印 象

を残 す 事 に な る だろ う。

以上
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9,3第3回

アジア太平洋交流データベース研究会

議 事 録



○ 日時 11月19日14:00～16:00

○ 場所 福岡国際ホール 「宝満の間」

○ 討議内容

1.レ インボ ープラザの活動にっいて

(財)福 岡国際交流協会 総務課長 三浦 政輝

2.九 州大学留学生の悩み について

九州大学講師 留学生教育担 当 森山 日出夫

①住居 にっいて

②生活にっいて

③留学の 目的な ど

3.そ の 他

○ 出席者

伊藤 寛道

松尾 泰次

三浦 政輝

坂梨 正雄

満留 省吾

武村 丞治

和田 弘隆

森山日出夫

野村 武

伊藤 朗人

高浜 正興

波多江 修

小西 晋

九州造形短期 大学 教授

福 岡入 国管理局総務課渉外調整官

(財)福 岡国際交流協会総務課長

九州 山口経済連合会企画課長

日本交通公社海外旅行九州 支店長

福岡商工会議所国際部長

国際協 力事業団九州支部参事

九州大学 講師 留学生教育 担当

西 日本新聞社情報開発 センター次長

デー タベース部長

調査部次長

システム開発部次長

システム開発部
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伊藤(寛)九 州造形短期大学

今回 は、外 国の方 々や留学生の置かれている立場 をご存 じで、 また海外 との交

流 を通 じいろいろ国際的なお仕事 をなさっているお二人の方に特 にお話 を伺 い、

その後で質問 をして いくという具体的な勉強 をする機会に したい。

まず最初に全国でもユニークな場所 と内容で貴重 な国際化の立場か ら仕事 をな

さって いる、 「レイ ンボープラザ」の活動にっいて三浦課長か ら話 を伺 い、次 に

九州大学の森 山先 生か ら多 くの留学生が勉強 している九州大学の留学生 センター

にっいてお聞きする。九大だけではな く日本に来て いる留学生 に共通 する面 があ

ろうが、特 に九州 の場合 について留学生の勉学 ・研究はもちろん住 宅や 日常の生

活、 あるいは本来 の留学の 目的が どの程度達成 されているのか話 していただ く。

三 浦 (財)福 岡国際交流協会

今年4月 に レインボ ープラザに配属にな り、活動 内容 を詳 しく承知 して いる訳

ではないが実際の活動にっいて説 明する。

福 岡国際交流セ ンターは福岡市 の行政組織の一部 として、昭和59年 に発足 し

た。 その後国際化の流れの中で行政だけでは対応 しきれないのではないか という

ことで、昭和62年 に外務大臣の認可 を得て経済界 ・学界の協力のも とに財 団法

人が設立 された。協会 は リーフレッ トに記載 のように4っ の目的のために活動 し

ている。

まず平成2年 の事業体系 を説明する。

事務局 は専務理事以下15名 で事業 にあたって いる。内訳 は市の出向が9名 で、

協会が直接採用 したのが6名 である。民間の知恵や活 力 を導入するといいなが ら、

市の職員が主要 ポス トを占める関係で理想 の組織 になっているかは疑問である。

事業 は次の6本 の柱か ら成 り立 って いる。1.情 報サ ービス事業、2.人 物交

流事業、3.研 究、啓発事業、4.留 学生への援助、5.民 間国際交流団体 の連

絡調整、育成 、6.姉 妹友好都市交流事業である。 その内の主なもの を説 明する。

まず情報サー ビスにっいて説明する。

センターがサ ンバ レスにあった時は(平 成元年4月 にイムズに移 った)電 話で

の問い合わせ を含めて1日20件 程度の利用であ ったが、イムズに移 り平成元年

度 は1日 当 り約600名 の利用と増えた。現在 は1日400件 程である。利用状

況の中でイムズの立地条件 によるものか95%は 来訪者 で、残 り5%が 電話での

利用者 である。平成元年度663人 の利用者の うち 日本人 が574人 、外国人が

89人 である。

英 文情報紙 と して月1回 、外国人 向けにイベ ン ト情報 を出 し、 日本 の伝統(山

笠の由来、 どん た くな ど時期 にあったもの)や 情報 を入れ、外 国人 には好評 を得

ている。

外国人が 日常生活 をする上で必要な基礎知識(電 話の設置方法、支払い方法、

電気 ・ガス水道 関係、 ゴ ミの出 し方な ど)を 説明 した 「生活の手 引き」 を発行 し

ている。これは、今 まで英語だけであったが留学生の80%が 漢字圏か ら来 てい
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るの で来 年 の2月 に は 日本 語 版 も発 行 の予 定 で あ る。

人物 交 流 事業 にっ いて 、 まず ホ ー ム ステ イは 滞在1週 間以 内、 滞 在2～3時 間

だ とホ ー ム ビ ジ ッ トと区 別 して い る。 ホス トフ ァ ミ リー の登 録 はホ ーム ステ イ が

228家 庭 、 ホ ーム ビ ジ ッ トが102家 庭 であ る。 そ の利 用者(本 年 度実 績)は

ホ ーム ステ イ が15カ 国53名 、 ホ ー ム ビ ジッ トが4カ 国5名 に な って い る。 昨

年 は ア ジア太 平洋 博 覧 会 開 催 の関 係 で160強 の利 用 が あ った 。

外 国 人施 設 見 学会 とい う の は外 国 の 方 が行政 施 設 そ の 他(下 水 処 理 場 、清 掃 工

場 な ど)を 見学 す る機 会 が な い とい うの で始 め た。 初 め は留 学 生 を対 象 と して い

たが今 年 度 か らは在 福外 国 人 も 見学 させ て欲 しい とい う こ とで1回 行 っ た。在 福

外 国 人 につ い て は11月11日 、 留 学 生 にっ い て は8月 に実 施 し、好 評 で あ っ た。

研 究、 啓発 事 業 の 語 学 ボ ラ ンテ ィ ア は、 外 国 か ら来 た人 が通 訳 を必要 と した場

合 にボ ラ ンテ ィア と して 案 内す る た め、現 在15言 語275名 が登録 され て い る。

本 年 度 の利 用 状況 は通 訳 と翻 訳 が 多 い が13件 で 、50人 が ボ ラ ンテ ィア と して

活動 した。あ との研 究 、 啓 発 事 業 に 関 して は シ ンポ ジ ウム を開 い た り、講 演 を し

た り して い る。

国際 化 講演 会 は12月 の4日(14:00～15:30)に 実 施 予 定 で、 これ

は元 ソ連 大使 、 中国 大 使 を歴任 され た香取 国際 交 流 基 金 理事 長 を呼 んで 行 う。 テ ー

マ は 「国際情 勢 、 ソ連 ・東 欧 の動 向」 で あ る。

私 達 が一番 力 を入 れ て い るの は情 報 サ ー ビス と留 学 生 へ の 援 助 で あ るが 、 その

一 つ 留 学生 へ の援 助 にっ いて 説 明 す る。

留 学 生資 金貸 付 とい うの は、 急病 にな った リ、 民 間 ア パ ー トを借 りる時 の敷 金

な ど一 時 的 に多 額 の 出費 を要 す る場合 に10万 円 を限 度 に無 利 子 で 貸 し付 ける2

カ 月据 え置 き、10カ 月償 還 の制 度 で あ る。

レイ ンボ ー留 学 生 基金 に っ いて は、 現 時 点 で は平 成4年 をめ ど に10億 円の 基

金 を積 み上 げ る予 定 で あ る。 福 岡市 が5億 円、 民 間 か ら5億 円積 み上 げ、 奨 学 金

と して留 学生 に給 付 す る制 度 で あ るが、 積 み上 げ状 況 につ いて は、 福 岡市 は平 成

2年 度 まで に3億 円 を積 み 上 げ て お リ、来 年1億 円、 再 来 年5千 万 円 を予 定 して

い るが、 民 間 の寄 付 は努 力 不 足 で ま だ4千 万 円程 しか集 ま って お らず、 現 時点 の

基 金 は3億4千 万 円程 度 と い う こ とにな る。

本年 度60名 に 月額2万 円 を給付 す るこ とに して い る。(応 募 は130名 で あ っ

た。)平 成 元 年度 は110名 強 の応 募 が あ り、54名 に対 し給 付 して い る。 まだ

2倍 位 の競 争率 が あ る の で、 民 間 の寄 付 をお願 い して いき た い。 来 年度 か らは6

0名 よ リ若 干 上 回 る と思 うが、 そ の 時 の金 利状 況 に左 右 され る の で は っき り言 え

な いが10名 以 上 の プラ ス ア ル フ ァが あ るの で は な いか と考 え て い る。

住宅 、 中古 家 具 情 報 提供 に つ い て ・ … 留 学生 は短 期 間 の滞 在 で あ るた め新

品 は どうか とい う こ とで 市 民 の情 報 を も とに斡 旋(電 気 製 品が 多 い)し て い る。

本 年 度 は市 民 の 方 か ら246件 程 の情 報 が あ り86件 が成 立 した。

「留 学生 生 活実 態 調 査 」 は、 内 外 学生 セ ン タ ー福 岡 支 部 、北 九 州 国 際交 流 協 会、

福 岡県 国 際交 流 セ ン ター、 レイ ンボ ー プ ラザ の4社 で 協 力 して実 施 して い る。 ア
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ンケ ー トは800の 内400強 の 回収 が で きて お リ、 分 析 に入 る と こ ろ だが これ

に っ い て は九 大 の先 生 方(森 山先 生他2名)に お願 い して お り、2月 上 旬 位 ま で

に結 果 が 出 る よ うに した い と考 え て い る。

福 岡都 市 圏 に は約100程 度 の 民 間 の交 流 団体 が あ る が、 そ れ らの横 の 連絡 が

ス ム ー ズ に い く よう に と レイ ボ ープ ラザ が事務 局 にな り福 岡 国 際 関係 団体 連絡 会

が作 られ た。 現 在 の加 入 団体 は57で あ る。

民 間 団体 の行 う有 意 義 な事 業 に つ い て30万 円 を限度 と して助 成 して い る。(

国 際 交流 活 動 助 成)

福 岡市 は6っ の姉 妹 都市 、 友 好 都市 を行 政 交流 と して持 って い る が、 そ れ らの

都 市 との派 遣 事 業 、 受 け入 れ 事 業 をや って いる。 市 民 団体 にっ いて は レイ ンボ ー

プ ラザ が受 け持 つ こ とに な って お リ、 本 年 度 は、US交 換 留 学 生派 遣 と い うも の

で15名 の 高 校 生、 大 学 生 をアメ リカの オ ー ク ラ ン ドに、 また8月 に は中 学生 、

高 校 生 をニ ュ ー ジーラ ン ドのオ ー クラ ン ドに派 遣 した。 本 年 度 は受 け入 れ を行 う

こ とに な っ て い る。

レイ ン ボ ー プ ラザ は 以上 の6つ の柱 で 事 業展 開 を して い る。

伊藤(寛)イ ムズとい う福岡ではハ イカラな場所 にあるということもあろうが、内容 が大

変 充実 して お り、私 自信もで きるだけ立寄ることに して いる。統計的に見る と日

本人 の利用者 の方が圧 倒的に多いが、それは用事の有無 にかかわ らずイムズに行

くと外国人 に会 えるとい う期待感 があ り、それ 自体 が国際化の立場か ら言 うと非

常 に有意義で、九州の国際化に大きな役割 を演 じている。

伊藤(朗) 西 日本新聞社デ ータベース部部長

情報サ ービス事業の中の 「相談」の具体 的な内容 を教えて頂 きた い。

三 浦 統計 は取 って いないが、外国人 の相談 内容で一番多 いのは観光地での安 い宿泊

所 と、行政関係その他 の施設に行 く方法(バ ス停留所の場所、バス番号)で あ る。

日本人の場合 は留学の方法にっいての相談 が多 い。

伊藤(寛) 日本 人 で イ ム ズに行 く人 は、 な ん らか の形 で 留学 の き っか けに した い とい うの

が 多 いの だ ろ うが 、 国 に よ り事 情 は違 うで あ ろ う し、 例 え ば ア メ リカ な らば、 ア

メ リカ ンセ ン タ ーに行 け ば2千 校 以 上 の大 学 につ いて の詳 しい資料 が あ り、 そ こ

へ 導 くイ ン フ ォ メー シ ョンセ ン タ ー と して の役割 も レイ ンボ ープ ラ ザ は果 た して

お られ る 。

武 村 福岡商工会 議所

外国人 の専属 ス タッフはいらっ しゃるのか。

三 浦 専 属 ス タ ッ フは いな いが、 英 文 「レイ ンボ ー」 や 、 「生 活 の手 引 き」 の和 英 対
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訳版 を出すために 日本人の英語で は外 国人 の方が理解 しに くい とい うことで、福

岡市の国際部 にいらっしやる国際交流員(女 性1名 、男性1名)に 、週1回 来て

いただき手伝 っていただいて いる。職員の中にも英語のできる人 を3人 採用 して

いる。

武 村 英 語 の 堪能 な方 が い らっ しゃれ ば い いが 、福 岡 在住 の外 国 人 が 専任 で い らっ しゃ

れ ば コ ミ ュニ ケ ー シ ョン も うま くい き、 問 い合 わ せ に もス ム ー ズ に 答 え られ る の

で は な いか 。

三 浦 イ ム ズ に レイ ン ボ ープ ラ ザ が 入 って2年 にな るが 、高 い家 賃 の 場 所 に管理 部 門

が あ る の は も った い な く、 外 国 人 に 開放 すべ きだ とい うこ とで来 年4月 に管理 部

門 の み福 岡市 役所 の北 別 館 に移 動 す る こ とに な って いる。 イ ム ズの 方 はオ ープ ン

スペ ー ス でサ ロ ン的 な雰 囲 気 に したい が、 現 在 の営 業 時 間 ・営 業 日の 問題 に伴 い、

人 員 の 問題 も でて くる と思 う。

営 業 時 間10:00～18:00(イ ム ズ は10:00～20:00)

休 み 毎 週 火 曜 日(イ ム ズ は第3火 曜 日)

来 年 度 とは い かな い が、 外 国人 ス タ ッ フも入 れ る方 向で 考 え て行 か な けれ ばな

らず、 そ れ も英 語 だけ で な く、 中 国語 、 韓 国語 も視野 に入 れ て お か な け れ ば な ら

な い。 ま た、 専任 では な い が現 在 は英 語 の で き る外 国人3名 と韓 国 人 の福 岡工 業

大 学 生 が毎 週 日曜 日に窓 口ボ ラ ンテ ィア と して来 て いる。

伊藤(寛)国 際交流員が週2回 レインボープラザにきてい らっしゃる ということだが、逆

に週2回 国際交流部 に出向きあとは レインボープラザに常駐 する ということが可

能 ではないのか。

三 浦 国際 交流 員(ア メ リカ、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド)は 、窓 口に は 出 て いな い。参 考

まで に窓 口ボ ラ ンテ ィア は ア メ リカ、 カ メル ー ンな どの 方 が いる 。

伊藤(寛) 国際交流員は通常 どの ような仕事 をなさっているのか。

三 浦 福岡市各局の国際化に 向けた事業展 開の申で手紙の翻訳、 コンベンションの会

報の英訳 など引く手あ またで忙 しい。

伊藤(寛) 地元の人 は外国人に接 したいという願望 が強 いと思 うが、そ うい う気持 ちは外

国人 に対 しての違和感 を持 つ度合 いを薄めることができる。せ っか く二人 がお見

えになっているのな ら地 元の高校生、大学生など留学希望者 を含めて 自分の習 っ

た英語 を試せ るような機 会 を増や して いただきたい。

三 浦 オ ー プ ンス ペ ー ス を作 る と い うの は、 そ う いっ た意 味 も含 め て い る が予 算 と
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の 絡 み もあ り、 決定 で はな い。

武 村 国際交流員 の方は 自治省、文部省 と外務省のゲス トで来 られてお り、英語指導

助手 で来 られ ている人 と2タ イプあ る。基本的には 自治体に入る とい うことになっ

ていて財団に直属 というのは、制限があって難 しいのではないだろ うか。

伊藤(朗) 「生活の手 引き」の中で外国人に一番喜ばれる項 目はなにか
。

三 浦30項 目 く らいあ る が、 福 岡市 で生 活 す る の に基 礎 的 な項 目、 で 、 具 体 的 に何

が喜 ばれ て い るか は わ か らない。

伊藤(朗)相 談があ った時に渡 すのか。

三 浦 初は留学生のためにっ くったものだ。現在は留学生には無料 で、 日本人 には有

料で渡 している。改定版 は2月 に出る。

伊藤(朗) 改定版 につ いては項 目の入れ換えはやるのか。

三 浦 内容はわか らないが4～5項 目の改定があるようで、今国際 交流員が入れ換え

作業中である。

伊藤(朗) 外 国人利用者89人 の内訳は、観光客 なのかあるいは1～2年 滞在する外 国人

なのか。

三 浦 内訳 はわか らないが以前 スイス人 で毎 日来ている人 もいた。

初 めの ころは外国人のいる風景 を写 したいというテ レビ局 の希望があ った時は

手配 して外 国人 を集めていたが、現在はそ ういうこ とが必要 がな く、 いっ来ても

だれ かがいるので英語 で話 をしたい日本人がかな り来て いる。

伊藤(寛)英 語の ネイテ ィブスピーカーに会える ということだ ろうが、将来 的には福 岡の

国際化の対象 がアジア諸国 というこ とで、そ ういう国 々の人 も出入 りして くれる

ようになる と本 当の意味での国際化 に役立っことになろう。

波多江

三 浦

貸付制度で、返済されなか ったというような事故 は起 こらないか。

平成元年度 は5件 の貸付で、その内4件 は返済済みで、1件 は返済 申である。

貸 し倒れ とい うのは現在 の ところは無 い。あったとしても連帯保証人 を立 ててお

り返済義務 がある。ただ外 国人が連帯保証人 を見つけることは難 しく、貸 し付け

件数 がかな り少 なくなっているので これにっいてはなにか対策 を考え るべ きでは
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ないか と内部で検討 中である。

伊藤(寛) 奨学金の人選の場合に、あの人が受かったのに 自分 は落ちたのはなぜか とい う

ようなク レームはな いか。

三 浦 先週の土曜 日に留学生 との懇談会 を開き2っ の問題にっいて聞いたが、一つ は

奨学金の給付、 もうひとっは資金貸付 だった。その時に選考基準について聞かれ

た。 日本人の場合 と違い所得証明、成績証明 を要求することは難 しく、できるだ

け公平 に近づけたいが、誰 が見て も完全 というようにはならない.

伊藤(朗) 留学生への援助で 「住宅、中古家具情報提供 」とあ るが、情報のメンテナ ンス

は どうされているか。

三 浦 「市 政 だ よ り」 に応 募 をか け情 報 を集 め、 留 学 生 に流 して い る。

伊藤(朗) 留学生が実際それ を希望 した時にはすでに無 い ということはなかったか。

三 浦 留学生が 自分 で取 りに行 かなければな らず、その時に思 っていたよりも古 くて

使 い物にならなかったとい うことは聞 いたことがある。重複の斡旋 にはな らない

ように気 をっけている。

また、住宅情報にっいて は現時点 ではあ まりや っていない。

去年 までは、寮や宿舎 を開放 して欲 しいと経済 同友会や商工会議所 を通 じて企

業に呼びかけ を行 っていたが、かな りの企業か ら提供 を受けた。(KBCか ら長

浜の宿舎 を10戸 、ある建設会社か らは20～30戸 など)

伊藤(寛)次 に森山先生に留学生の悩みにっいて お話 していただ く。

森 山 新 聞社か ら短期滞在者の代表 と しての留学生に関する悩みや 問題点 を話 してほ

しいということであったが、私 は 「短期 」 というのにひっかかる。皆 さんは3～

5年 以上 を長期 とお考えの ようだが、ツー リス トで来る出入国管理 および難民認

定上の短期 という概念 しか使えないのではないか。留学生というのは、れ っきと

した長期滞在者である と考えたい。また 「留学生」 というのが法律上の解釈 で定

義 が決 まっているが、これ は逆 によ リ広義 の意味で とらえるべ きではないか。問

題の局面 によって違 うが今 ここで問題に しよ うとしている生活情報 を中心に考え

ればそ うであ ろう。法律上 の身分 がどうであれ、留学生 というのは 自国で得 られ

る以上の期待 をも って高度な水準 の教育技術 を身 につけるため に外国へ出かける

わけで、受け入れ側の都合で、あ る人 は留学生、ある人は就学生や訪問学者、訪

問教授 と言 うような格付 け をすることは留学生本人にとっては どうでもいいこと

で はないか。生活 という面 か ら考 えれ ば一般 の市民 を同 じような生活 をす る中で
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同 じよ うに外国人であるが故 の困っている問題がある。 それ をいか に小さ くする

か とい うのが情報提供する側 の課題ではないか。実際 は国民健康保険 もかかる し、

少数 であるが市民税 も払 う、町内会費も取 られ る人達 もいるの だか らも う少 し緩

やかに考 え られないか。

まず、 日本に来る前の状態 だが、 日本側か ら言えば留学生 を受け入れる準備が

整 っていることをどう伝えるか、逆に留学 したいと思 っている人達の情 報 をいか

に的確 につかむか というこ とが重要な問題 になる。留学大国 といわれる欧米 の大

学ではかな りはっき りしてお リ、外国に出かけて行き実際に現地で面接 を行 い入

学決定 まです るというところまで踏み込んでや っている。 日本の場合はまだほ と

ん どない。前回紹介 した 日本留学生 フェアで大学関係者が外国で 自分の大学の売

り込 み をしたのは昨年度が初 めてであった。イン ドネシア、マ レー シア、 タイの

3カ 国で14大 学に行 ったが各地で2日 間ずっの 日程 であ った。半 日は 日本 の留

学の一般 的な話、あと1日 半は個別の相談 といった形で応対 したが3カ 所 いずれ

も、 会場 に来た人が1000人 位 いた ということだ。 日本に来る留学生の90%

がア ジア諸国か らというこ とを考えればここを中心 に考えなければな らないだろ

う。去年の3カ 国に中国、韓 国、台湾 を加えて回る と言 う話があ ったが、政治的

な配慮 が働 き、 国 と地域 を同一扱 いすることはできないとい うことで平成3年 以

降に中国が加わると聞いている。 この留学生フェア を除けば、大学 の出 している

カ タログが各大学の図書館 または 日本 大使館や領事館 にある くらいで具体的な募

集要項、入試要項 などは外 国には出ていない。

大学院 レベルで考えると書類審査 で入学 を決めるシステムではな く、指導教官

の印鑑 が書類 の最初の通過点 にな っているのでこれが もらえれば どういう身分で

あれ入学できる。 これ をもっと明朗 な形 でやるべきではないか と全 国の大学で少

しずつ改善 され っっあるように聞いている。

留学生 とい うのは学生定員の枠外 にあ り、取っても取 らな くてもいいという状

態 で、 日本人 の教育 さえ満足 にできていないのに外国人の教育 ができるのか とい

う問題 もある。

現在、 日本人学生で大学院に残 る人が おらず、留学生は研究 の担 い手 と して貴

重 になってきている分野 もあ る。

日本語 を勉強 している就学生が滞在期間 を延長す るために専門学校 に入学 して

資格 を変更 することが非常 に多 くなって いるが、その場合 でも教育上の配慮 を含

めて際限な く増やす というの もおか しいもので、文部省 では定員の半分以内 とい

う指導 をしている。

また今年度の浪人生が非常に多 くマス コミでも文部省の姿勢が批判 されている

ので、従前の定員の20%増 くらいの入学者が適正規模 と して いたの を、来年度

は枠 を広 げ私立大学でいえばその2倍 取ってもよいといいって いるが、私 自身 は

まず い政策であ ると思 う。 「ただ し、留 学生 を多 く取れ」 と言 う一項 目を入れ、

21世 紀 に10万 人の留学生 を受け入れるという政策の一貫 としてや れば計画は

瞬 く間に達成で きたであろ う。
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1992年 に18才 人 口が最高 にな りその後 だんだん減 ってい く。(最 高時2

50万 人が150万 人 くらいになる)そ れによ り、進学率な ど変わ って い くが、

おそ らく大学、専門学校、専修学校の生き残 り競争が激 しくなるだろう。

しか しこれ は 日本に限 ったことで はな く、現在100万 人 くらい留学生 と して

全世界 を動 いているといわれているがその内約35万 人 がアメリカにいるといわ

れて いる。1960年 代 のアメ リカの留学生受け入れ数 は正確ではないが10万

人代であ ろう。1970年 代にかけて増え現在 も海外で募集する形 できている。

この間っぶれた大学がかな りある と聞いてお リ、逆 に新設校 もある。

各大学が どれだけ留学生 を受け入れ るか、 また留学生に何 を期待 し、 どうい う

対応 をす るか とい う情報 がなかなか伝わ らな い。正直な話 をすれば、 明確 な指針

が大学 自身にない というところに一番 の問題点があるのではないか。具体 的な受

験手続 き、直接入学を認 めるのか、書類審査 だけなのかまた特別入学試験 がある

のか、 いっ 申 し込むのか、必要書類 は何 か、 いつ入れ るのかなどが、伝 わ ってい

ない。9月 新学期 と思 い込んでいる人もいる し1年2学 期 どち らか ら入学 しても

卒業できると思 っている留学生 もた くさんいる。大学設置基準 では4月 と10月

に新 しい学期 を開きそこか ら所定の期間、所定の過程 を経れば卒業でき るとな っ

ているが、一部の大学を除いては4月 入学が原則 となっている。 ただ、全国の国

立大学の13の コースで10月 入学、9月 卒業 で教育手段 としては英語 という方

向を打ち出 している。

保証人 を取 り、書類が揃 って指導教官がはん を押せば教授会 を経て本人 に入学

許可書が送 られる。

入学許可書 を受け取った留学希望者 はそれぞれの国でビザ を申請 するが、 日本

にいる人に代理 申請 してもらうほ うが簡単 だという助言 を受 けているようだ。私

も代理 申請 をしたことがあるが、提 出書類が多い。 その書類の中に本人 が留学期

間に耐 えるだけの経済力 を証明 をする書類が必要 であるが、ほ とん どないので保

証人 が学費及び生活費は毎 月、月額○ 万円を現金で支給するというもの を書 かざ

る を得 ない。指導教官 としては荷が重 く裏保証が欲 しいというのが本音 である。

ビザ を取 り日本に来るわけであるが、 出迎 えがあるかないかはっき りしていな

い場合 がある。志 を持 った大人 だか らそんなものはな くてよいという人も いるが、

第一印象 が後 まで響 くことを考 えればボランテ ィアな どで行 けた らいいと考えて

いる。ボランテ ィアも情熱はあるが事 情 を知 らず、それ を伝 える語学力が ない。

また交通費 くらいは出 して欲 しいな どで善意 が小 さなことか ら無駄 にな る例 も沢

山あ る。

その夜の宿泊先 も問題 にな る場合が多 い。国費留学生は旅行会社 がホテ ルに泊

めて、福岡 まで送 って くれ た り、九大か ら迎えに行 った りするが、機 内で少 し食

べ た後、福岡 まで何 も食べ ていない人が いる。ホテルでも新幹線でも高 くて買 え

ず福岡 まで来た らなん とかなるだろうとがまん していたのであ る。極端 な例 だが、

この時点で お金 を持 っていない人 もいる。寝具 も来 た らあるだろうと思 っている

人や、来てか ら買 おうと思っていたが高 くて買えないので貰 えないか とい う人が
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いる。受 け入 れ側 が寝る場所だけは準備 して いる場合があるが、決定権 はない。

しか し、家主 や大家 さんには決めた日か らの 日割 りの敷金、家賃 また不動産屋 に

は手数料 を払 わなければな らないので、見てか ら嫌 だと言われ ると困る。納得 さ

せ ようとす るが語学 が大変で留学生 に通訳 をたのむが、彼 らも理不尽だ と思 って

いるので通 じるはずがな い。不動産屋泣かせの状態 になっているが、内外情報 セ

ンターが情報提供 に対 し謝礼 を払 うとい うことがあるそうなので少 しは変 わるか

も しれ ない。

問題 なの は提供 する情報 と同時に留学生がが まんできる程度 であ る。特 に大学

院 レベル になる と自国では大学の助手や講師であ った りするのでプライ ドもある

か ら変 な所 は紹介 できな い。3～4人 でル ームステア リングをしてで も節約 して

国にお金 を送 りたいという希望もある。

一週間 くらい泊 まれ るゲス トハウスがあればあ りがたいと思 う。九大では新入

生優先 で留学 生会館 に入れるが設備が良すぎて、次 に移 る所 と比べて しまって罪

つ くりであ る。大学の都合とか、 国の都合 とかで最高の水準 を与え るべきか どう

か考 える必要 がある。

企業提供 の寮、宿舎も二の足 を踏むよ うな事 がかな りある。宿舎が遠 かった り、

きたないな どもあるが、会社の若 い人が利用 しないのでマスコミにでも取 り上 げ

られれ ばいい という考えの所や英会話の教室 を週2時 間行 うという条件 を出す所

もある。 しかもネイテ ィブスピーカーがいい と暗に米人か英人 を希望する。西南

大学と福岡大学 にイギリスの交換留学生が来ているが、九大に英、米両 国 とオ ー

ス トラ リア、 ニュージーラン ドを含めても2ケ タになる ことはな い。

生活用品の提供があ ってもス トックする場所 がな く困 っている。

次 に住宅の事情であるが、内外学生センターに斡旋 していただくが、安 いとい

うだけな ら大学の まわ りに沢山あるが共 同 トイ レであ った り台所がなかった りと

い うもので留学生 にとって満足の いくものではない。大家 も改修 ・改築 をしない

ままに、敷金 な しで不動産屋も通 さずに貸そ うとするが、 「敷金な し」の意味 を

留 学生 と大家 では違 うよ うに取 っている。次の人 が入れない くらいに汚 している

人 もお リ、 ちゃん とした説明が必要である。その対応策 として来年か ら補修積立

金 を考えて いる。 住宅の条件にっいては留学生実態調査 などで調査 中であるが、

現在の住居が不満な最大の理 由は、狭 い、家賃、騒音な どで、探す とき重視 する

項 目は家 賃、近 い、設備、敷金、交通 の便である。一番困ったことは敷金 など経

済条件だ といって いる。これは留学生が国費であるか、私費であるかで内容 が変

わ って くるが来年の始 めに分析 を終る予定なので参考に していただきたい。

一番基 本は、大学での教育がうまくいっていれ ば相当な覚悟 をしてきている留

学生であるので、生活 の問題にっ いてはあま り不平、不満 はな いのではないか と

思 う。 しか し肝心の大学がいいかげんな対応 を して いるので、せめて地域 で暖 か

く受け入 れて もらいたいのに差別 された り、 日本人社会に溶 け込めない。逆 に言

え ば、 日本人 が外 国人留学生 を受け入れて くれ ないとい う摩擦の原 因になって い

るのではないか。
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何 を目的に留学 して くるかは受け入れ側 は必ず しも的確 に掴んで いる訳ではな

く、研究生で入 り半年 か ら一年 の期間 を置いて試験 をしてコースに入れるか どう

か決定する。アメリカだ とかな りシビアに試験 をや り、入 ってか らも1～2回 の

チ ャンスを与えるが後は他 の専門への変更や、 レベルを落 として別の大学への変

更 などの助言 をして いる。 日本の場合 は受け入れた以上 はなんとか 出さなけれ ば

な らないということで総力戦 となる。

これが留学生に とって プラ スにな っているか どうかは疑問である。理科系で90

%は 学位 を取得 し、文化系で は特 に文学部、教育学部 、法学部 は一桁台 しか学位

を出 してお らず文部省 か らク レームが出ている。大学に よっては25%く らいま

で上 がってきている。九大 も経済学部は3人 続 けて 出し、法学部 も3人 、教育学

部1人 、文学部でも学位 を出すようにな ってきた。世界の情勢 を認識 した上で学

位制度 そのものを考えなお さなけれ ばな らない。

古い時代に留学 していた先輩 の情報 たよりに日本 に行 けばどうかなるだろうと

思 って来て いる留学生 も問題である。最終的には、 かな りの人が奨 学金 をもらっ

ている。うまくいけば私費留学生でも文部省の奨学生 になれ る。(179,50

0円)

ロータ リークラブが15万 円程、国際交流財団が10万 円、私費留学生のための

学習奨励金(国 際教育協会)が65,000円 な どがあ る。 こうい ったものは奨

学金なのか援助金なのか、留学生か らは生活まで面倒 を見るべきだという声があ っ

た。 しか しそれは奨学金 を出す団体の考 え方であろう。一番悪 いのは文部省 が国

内採用(特 に優秀な人 に限る)で17万 ～189,500円 を出すことである。

自国で決定され た人は勿論奨 学金 を受ける権利 があ るが、それ を拒否 しあるいは

選考に落 ちた人が次の機会 を待 つよ りも先 に日本 に来 たほ うが いい ということに

なる。他 に競争相手がいなければ初 めてでも受けるチ ャンスがあ り、次 の年にい

くら困った人がいて も順番 は来ない。 いろいろな奨学金の決定の過程 では選考 す

るほうも大変であるが、結果の受取 方はかな りの問題 を含 んで いる。飲 まず喰わ

ずで頑張って いる人が2万 円で喜び、 その一方ではガソ リン代や国際電話の料金

になっている人など千差万別 なのである。

外 国人登録者数で去年の12月 が3万6千 人 くらいになっているので現時点では

4万 人になっていると思われ る。奨 学金 の額も少 しずつ増 えているが、件数 とし

ては増えていないので留学生 は楽ではないと思 う。

アルバイ トが頼 りの人 が結構 いるが、アンケー トな どでは出てこない。法律改

正 を留学生 自身が知 っているのかどうか、法務省 ももっと悪質な不法滞在者、不

法労働者な どへの対応 に忙 しく留学生やその家族 に対 しては面倒はないと思 って

いるらしい。

将来、私費留学生が増え、学部学生 を増やす とい うことで あれ ば思い切 った考

え方で対応すべきであ る。昭和57年 の通達がそれまでの分 を追認する形 で 「週

20時 間以 内であれ ば届 け出する必要 がない」 というものだったのが、一歩後退

して しまい大変残念 である。生活費は稼げても入学金や授業 料 をカバ ーするのは
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難 しいので休 みの時 に集 中的に仕事 をする人もいるがホス トファミリーや地域交

流 の中で5～10万 円出 して くれるような人 を沢 山探 さな いかぎ りは問題 だ。そ

ういうきっかけにもなるので地域 との交流 をもっ とや って もらいたいが大学院 レ

ベルの人 になる と忙 しくて出て行けない。行ったがおも しろくなか った と言 う人

もいる。面 白 くないのは どち らに原 因があるのかわか らな いが、長続きするプロ

グラムでなければいけない し、留学生 自身 も努 力 しな ければな らない。その場限

りの交流事業 が多すぎて、 まじめにや ろうとする企画が流れて しまう。ホームス

テ イとホームビジッ トの定義 も考え直 して欲 しい。長期がホームステイで、2～

3日 泊 まるのはお客にすぎない。

福岡だけ見ても来年の春には日本語学校の就学生の数が留 学生の数 を上回る と

思われるがこの人達に対 するサ ービスは無 いに等 しい。 日本語学校 も授業料 を取

るのには熱心 だが入 った学生のケアには力 を入れて おらず市 に頼る しかないが、

全部 を レインボープラザに持込 まれると大変なことになるだ ろう。

また、留学生 の年齢層 が高 いので、子供の教育の問題 もある。

去年 いろいろな問題 を含 みながらインターナシ ョナルスクールができたがその後

どのように動 いているのか、地域の人 々にどう役立 っているのかわか らな い。私

は留学生に限 っていえば通 学区域内の小学校に入 るとい うこ とは受け入れた側の

学校、生徒、父兄 にとっては大きなプラスだ と思 う。小 学校 だけでな く保育園に

しても厳密 に言えば資格外 の入所 であ ろうが 目をつぶってでも積極 的に入れるべ

きではないか と思 う。逆 に言えば留学生はそれ を十分理解 した上で彼 らが地域 に

対 して出来 るサ ービス を考 えて欲 しい。

九大にはバ ラエティに富 んだ国々の留学生がいる ということでいろいろな企画

や情報 が入 って くるがそ こには 「白人」 とか 「九大」 といった部分 が見えていて

不快な思 いもす る。

研究教育の前に生活があ るので言葉 を勉強したい人 には安 い料金 で学べるシス

テム を作 らな ければな らない。

医療費補助制度や国民健康保 険な どは制度であ り、我 々が どうすることもでき

な いが払 っておかないと交通事故な どで加害者になった時 に大変 なことになる。

三浦 さん話で 「生活の手引 き」 を国際交流員の方が見直 していただいていると

いうことであ りがたいが、 もっと留学生 をうまく使 う方法はないか。ボランテ ィ

アの韓国人以外 にも積極的に手伝 ってもらい、何 かの時 に高 く評価 していること

を表 しても らえれば留学生の意識はもっと変わ って くる。

今度、内外 学生センター と福 岡市で福岡学生会館 というの を作 られるが、そ こ

には交流のためのフロアが設 け られている。 どういう形で運営 されるのかわか ら

ないが、入居 する人の選び方、特に 日本人が問題 だ。そ こでの企画な どが一つの

モデルになるのではないか。

公民館、小、 中学校 も留学生 をもっと利用することはできないか。こ ういう提

案 は市の国際課 なのか、 レインボープラザなのか、 または市長、助役 にまで いか

ないと問題 にな らないのか、市民的な レベルでやれるこ とがないのか を整理 して
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福 岡らしいもの を生 み出す努 力が必要ではな いか。

伊藤(寛)福 岡の国際化 とい うが一番の窓口は留学生 だ。教育 ・研究の分野では問題な く

目的 をある程度達成 して帰 って いくが、 ささいな 日常生活の ことで反感 を持 って

帰 る留学生が多 いと聞 く。そ うなると国際化 どころではな く逆効果 であるか ら、

生活面で もある程度満足感 を持 って帰って欲 しい。住宅 問題 でも東南 アジア諸 国

か らの留学生は歓迎 されていないことを身 を持 って感 じてお り、 日本人 に対する

心象 を悪 くしている原 因ではないか。

留学生はもっと日本文化、社会、 日本人の ことを知 りた いが窓 口がわか らな い

のではないか。

草の根で交流 をしているあるグループが留 学生会館 の近 くで盆踊 り大会 をする

時 に、留学生 を招待 しようと会館の事務室へ行 ったが良い返事 をも らえなか った

ということだ。留学生 と交流 を持 ちたいという地域の住 民もいるのでそういう人

達 との接点 を付けるのも大事である。

武 村 福 岡市には市民相談室 とい うような個人 的な悩 み を相談す る場所があるが、留

学生のそのような悩み を相談 できる民間 レベルのカ ウンセラーがいてくれた らと

思 う。

伊藤(寛) レイ ンボ ープ ラザ で答 え られ な い もの は こ こへ 行 きな さい とい う よ うな ア ドバ

イ ス はあ る か。

三 浦 現在 はボランティアでや っているが、それでは不足 だ ということで予算が付け

ば来年度の事業 としてカ ウンセ リングを始めた い。

もう一つ、法律的な問題 も発生する ということで外国人に対 する法律相談 も福

岡県の弁護士会 と共同で実施 しようと予算要求 中で ある。

森 山 白土 悟 氏 が書 かれ た 「異 国 とは、学 と は、 交流 とは ・・… 」は参考 にな る 。

伊藤(寛)留 学生 を甘やかすことはない と厳 しい意 見の人 もあ ろうが、

それで 日本の印象が よくなるのであれば、少 し甘やかす くらいいいと思 う。 また

それが過ちであるとい うのな ら過ちをおか していいのではないか。
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9,4第4回

アジア太平洋交流データベース研究会

議 事 録
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○ 日時 平 成2年12月6日16:00～18:00

○ 場所 西 日本新聞社14階2号 会議室

○ 討議内容

1.情 報提供内容

①重要 と思われる情報項 目は どんなものがあるか

生活関連 住宅 ・労働 ・健康 ・教育 ・食 ・…

習慣 など

法的手続 きな ど その他

②所在源情報 で代用するもの

・外国人旅行者には、観光情報、交通情報 な どはどうか

③ 情報提供対象者 をどう考 えるべ きか

外 国人滞在者(留 学生、外 国人労働者 ・…)

外 国人旅 行者

・対象者に よって情報提供 内容が変わるだろう

・福 岡 ・九州での滞在者 と旅行者の年間人数 は何人 か

2.情 報提供サービスの形態

① コンピュータの端末機 をこんな所に設置 した らよいか

②提供情報は 日本語 と英語 を予定 しているが どう考 えるべきか

③ コンピュー タを使わない情報提供方法は どんなものがあるか

3.情 報の収集 とメンテナ ンス

①情報収集 をどんなに して、 どうメンテナ ンス してい くか

② 内容がすぐ変わ る情報 は取 り上げるのが難 しいが どうした らよいか

料金、時間など

4.採 算性

情報提供サー ビスシステムは原則 と して有料性 を考 えたい。

外国人 当事者か ら徴収す るのは難 しい。

採算に載せ るには どう考えれば よいか

5.予 想 され る効 果

具体 的に どん な効 果 が考 え られ る か。

一・104一



6.コ ンピ ュ一一タ技術

① メ ンテ ナ ン ス性 に秀 れ たD/B構 造 を考 え る。

② 検 索 技術

短 時 間 で所 定 項 目が 検索 でき る システ ム

自動 翻 訳 シ ステ ム を組 み込 む

③ ネ ッ トワー ク

既存 の ネ ッ トワー ク(パ ソ コン ・ビデ オ テ ック ス な ど)網 を利 用 して効 率

性 を上 げ る。

④ 図 形情 報

地 図情 報 な ど を組 み込 む

7.そ の 他

○ 出席者

伊藤 寛道

藤本 敏樹

松尾 泰次

中原幸一郎

三浦 政輝

満留 省吾

武村 丞治

和田 弘隆

森山日出夫

白土 悟

九州造形短期大学 教授

九州通商産業局商工部中小企業第一課長

福 岡入国管理局総務課渉外調整官

(財)福 岡県国際交流センター交流課長

(財)福 岡国際交流協会総務課長

日本交通公社海外旅行九州支店長

福岡商工会議所国際部長

国際協 力事業団九州支部参事

九州大学 講師 留学生教育担当

〃 留学生会館 主事
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伊藤(寛)九 州造形短期大学

4回 の研究会 を続けてきたが、小 まとめの段階へ きた。

今 日は西 日本新聞社の提案 に沿 って討議 を進 めていきたい。

1.情 報提 供 内容 につ い て

松 尾 福岡入 国管理局

重要 と思われる情報項 目は、西 日本新聞で用意 された リス トでほ とんど満たさ

れ ているので、 これに第2回 研究会 の討議内容 か ら取捨すればよいが、優先順位

を付 ける必要 があ る。私 の考 えでは、浅 く広 いものか ら、深 く狭 いものの順にす

るべきだと思 う。

並び変える と、 まず第一 に九州各県の紹介、2番 目に短期滞在者 も中期滞在者

もカバーできる観 光情報、3番 目に官公庁等案内、4番 目は医療情報で、 ここま

では短期 ・中期 を問わず外 国人な ら誰でも欲 しが る情報 だろう。以下 は中期滞在

者が対象 にな って くるが、5番 目に住居情報、6番 目に 日常生活関連情報、7番

目に教育情報、8番 目に法 的手続きという優先順位で どうか。

6番 目の 日常生活情報が一番沢山の情報 を入力 する必要があるだろうが、その

中にマ スメディア、 日本の祝祭 日、 日本 の慣 習、1カ 月の滞在費 を取 り上 げて は

どうか。

所在源情報に よる代用 だが、いずれに してもデー タベースだけで完壁な情報提

供 はできないので、問い合わせ先 など所在源情報 を入れなけれ ばな らない。 しか

し外国人にとって、 このデータベースだけ当たれ ば各方面のあ る程度 のことがわ

かるというようにす るべきなので、範囲 にっいてはいろいろあろうが、観光情報

もある程度必要 だ。

情報提供対象者 の問題であるが、一過性の観 光客、留学生、研修生、就職 で在

留の人 など短 ・中 ・長期滞在著いずれもカバ ーすべきだ。 とい うのは、中 ・長期

滞在者 も 日本 に来た当初 は観光客 と同じ程度の情報 しか持 っていない訳 だか ら、

知 りたい情報 は観光客も留 学生 も同 じではないか。

九州にいる長期滞在者の数 ・… 昨年1年 間に九州各県の港、空港か ら入国 した

観光客は14万 人で、全国では220万 人入国 している。全国の入国者 の中に九

州へ入 って来る人 もいるが、その数はつかめな い。また、九州各県の中 ・長期滞

在者(63年 末外 国人登録者数)は 約7,800人 であ る。この数 には 日本人 と

結婚 している人、 また永住 の許可 を受 けている人、在 日韓 国 ・朝 鮮人 などの戦前

か ら在留 の方 などは入 っていない。

中 原 (財)福 岡県国際交流セ ンター

新 聞社の リス トの中か ら優先的に提供 して いったらよいと思われ る情報項 目を

ピックアップ してい く。

まず、住宅決定の情 報、法的案内(手 続き、福祉 システム)、 医療情報、賃貸
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住宅情報、長期滞在者に対 して教育 システムである。 また、観光情報 は所在 源情

報 でもよいか らあったほ うが利用者 が増える。

所在源情報 で代用 するものは今の観光情報 である。

情報提供対象者 は、長期も短期もすべて対応 すべ きである。

三 浦(財)福 岡国 際交流協会

松尾氏 と同 じ意 見であ るが、付け加 えて第3回 研究会で報告 したように観光情

報 の需要 は多 いので、長期滞在者 と一過性の外 国人 では内容 に違いがあ るとは思

うが、必要 であ ろう。

情報提供対象者 の参考 として、福 岡市に住 民登録 されている外 国人 は

9,900人 、在 日韓国 ・朝鮮人 を除 くと3千 弱の人 が滞在 している。

満 留 日本交通公社海外旅行九州支店

交通公社 には、 「どこに行 って聞けばいいか分 か らない」 と言 って来 る人が多

いが、県庁所在地 であ ると、英文のガイ ドブッ クがあるが、横断的なものがない

ので九州の全体像 を見渡すことができない。

九州の気候や交通網 も長期滞在者 によく聞かれ る。 しか し、市 内の地図はあ っ

ても横断的 なものがないために、次 の都市 へ行 く時、各地域の全部 を集めなけれ

ばな らない。外 国人 向けに脈絡のつながるような観光情報があるといい。

武 村 福 岡商工会議所

短期旅行者 に必要 なものは、土産 品店や免税 品店の所在がわかるシ ョッピング

ガイ ド、観光 ガイ ド、宿泊施設、 エスニ ックレス トラン(旅 行者の 国々の)な ど

である。仕事で来 られている人のために、現地採用の通訳 リス ト。 その他 に宗教

関係 で、教会の ある場所。長期滞在者のために、講演会 ・セ ミナ ーを含む地 元で

行われ るイベ ン ト情報な ど。

一般的に考え、情報は天神、博多駅の2カ 所 に置 いておく。

言葉 は英語、中国語、韓国後の3カ 国語が最低必要だ ろうが、場合 によっては留

学生の活用 も考え る。

和 田 国際協力事業団九州支部

新聞社の リス トを基本 として、情報 は多い方 がいいと思 うが、対象者 を考 える

のが先である。

外国人 自身が、 どうい う立場なのか(旅 行者であるのカ・、滞在者 なのかな ど)

を始めに聞いて進め る形がうまくい くのではないか。

よ り正 確な情 報のある所 に案内が行 く方がよいので、既存の情報があるもので

あれば、 所在源 情報で代用 してよい。特 に、短期的に情報内容の変わ るものな ど

は、その方が利 用者に とって親切である。

情報提供 対象者 は、1.単 独で住居 を取得 して いる人、2.マ ンション ・寮 な ど、
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人 の建 物 に滞在 して い る人 、3・ ホ テル な どに滞在 の動 きの 多 い人 の3っ 位 か ら

選 択 して、 ど こに行 った ら よ いか を案 内 した らど うか。

JICAの 研修 員 の 数 は 、 平 成 元年 度 は九州 で426名 、 そ の 内306人 が 福

岡県 で研 修 を受 け、58名 は福 岡 市 で 受 けて い る。他 に九 州 に10日 間 く らい滞

在 す る青年 招 聴 と して 、 主 に東 南 ア ジア の方 が171名 来 て お リ、 九 州 全体 合 わ

せ る と、597名 が研 修 を受 け て い る。

森 山 九州大学 留学生担当

いろいろな問い合わせ を受 けた時に役 に立 つように、情報提供対象者 の中に 日

本人が必要である。

機械相手 よ りも、人間が 口答で説明 した り、適 当な言語 で引き出 してやるよう

なシステムになればいい。

指名 された所が、最後 まで面倒 を見て くれることを確信 した上での確実な所在

源情報 が必要。 たらいまわ しになったら、なんのためのデータベースかわか らな

いことになる。

観光情報でボランテ ィアで案内のできる 「人」の提供ができた らいいと思 う。

伊 藤 人間的な情報提供が必要 であろう。

白 土 参 考 と して今 年、 留 学 生 が 求め て き た情 報 を言 って お く。

自分 の 国 と 日本 の 習慣 の 違 い が分 か らな い とい う こ とだ。 た とえ ば住 居 の 決定

に して も、連 帯 保 証人 ・敷 金 ・礼 金 ・家賃 の支払 い方法(ま と め払 いの 国 があ る)

・大家 のサ ー ビ ス範 囲 な どが わ か らな い。

また、 生 活方 法 の 問題 と して 、熱 帯 地 方 の人 が冬 にス トー ブ をっ け っぱ な しで

換 気 をよ くせ ず に畳 が カ ビ だ らけ に な って しまっ た り、 ダニ が発 生 し、 ぜ ん そ く

にな った リ、畳 の掃 除 方 法 を知 らな か っ た。

町 内 会費 の システ ム な ど も 自分 の 国 と違 うの で わ か らな い と い う。

2.情 報提 供 サ ー ビスの 形 態

松 尾 端 末 機 の 設置 場 所 は、 利 用者 の多 い所 とい うこ とで 現在 キ ャ プテ ンの置 い てあ る

所 と同 じだ ろ う。 市 町村 の窓 口、駅 、 空 港 、デ パ ー ト、 地 下街 、 大学 、 国 際会 議 場、

ホ テ ル、 レイ ンボ ー プラ ザ な どで あ ろ う。

情報 提 供 言 語 の問 題 は、 今 まで の研 究 で 技術 的 に 日本 語 と英 語 以外 は無 理 だ とい

うこ とな ので や む お え な い。 た だ し、 日本 語 と英語 の み にす る場 合、 レイ ンボ ー プ

ラザ1カ 所 だ けで も、 中国 語 、 韓 国 語 の わ かる ス タ ッフ を置 い た中 心地 を設 け 、 中 ・

韓 国語 しか わ か らな い外 国人 に も通 訳 付 き でデ ー タベ ー ス を利 用 で き る よ うにす る

べ きで はな いか。

また、 画 面表 示 だけ で も、 早 い 機会 に 中国語 、韓 国 語 で で き る よ う に した い。
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コ ン ピュ ー タ以 外 の 情報 提 供 方 法 と して は、 本 、 活字 、 ビデ オ が あ る だ ろ う。法

手 続 きな どは、 分 か りに くい もの な の で、 活字 を併 用 した らよい 。 ビデ オ と して は、

九 州 各 県 紹介 、 観 光 案 内 な どを した らよ い。

中 原 キ ャ プテ ン の よ う に誰 で も使 え る よ うな もの な の か、 あ るい は コ ン ピ ュ ー タの

端 末 の 操作 が必 要 なの か、 デ ー タベ ース の形 態 で 、設 置 場 所 は違 っ て くる と思 う。

誰 で も使 え る よ うな もの な らば、 駅、 空 港案 内所 、入 国管 理 局 、官 公 庁 な どの外

国人 の よ く行 く所 、 そ れ か ら国際 交流 協 会 な どで あ ろ う。 操 作 の む ずか しい もの

だ と、 設 置場 所 は 限 られ て くる。

言 語 は中 ・韓 国 語 の対 応 は で きな い と い うこ とだ が、 将 来 は福 岡県 ・九 州 とい

うこ と を考 え る と必 要 な言 語 であ る。

コ ン ピュ ー タ以 外 の情 報 提 供 方 法 は印 刷物 で 、簡 単 なパ ン フ レ ッ トな ど だ ろ う。

三 浦 設置場所 は多 ければ多 いほどいいだろうが、有料 か無料かが関係 して くるだろ

う。外国人 が必ず利用する銀行、郵便局は設置 したい。

使用言語 に中国語、韓 国語 はぜひ必要である。

コンピュータ以外の情報提供方法 はパ ンフ レッ トだろう。

満 留 端 末 機操 作 は簡 単 な も ので な い と、 問題 が発 生 す るで あ ろ う。 限 られ た場 所 に

しか設 置 で き な いの で は な いか 。 日本 に着 いた ば か りの外 国人 が、 理解 不 可能 な

端 末 の 設置 は意 味 はな い。

場 所 と して は空 港 の ツ ー リス トイ ン フ ォメー シ ョン、港 、 駅 の最 低3カ 所 は必

要 だ。

JTBの コ ン ピ ュー タ に は、全 国の 交通 事情 、 旅 館 の構 造 ま で入 って い る ので

ジ ョイ ン トす れ ば情 報検 索 で きる。 リア ル タイ ム で入 力 され て い るの で メ ンテ ナ

ンス の 面 で も効 率 的 で あ る。

武 村 あち らこちらに沢山置 くよりも、福岡県の国際交流会館 が作 られるのでそこに

1カ 所置 くとい いのではな いか。 また、機械だけでな く、人 間も対応 できる両面

のケアが必要である。

和 田 最 悪の場合ここに聞けば絶 対に間違いがないという所 が1カ 所あれ ば、 それ以

外 は人が集 まる所 に設置すればよい。

中心になる所 があれ ば、提供言語は 日本語 と英語でやむ おえない と思 う。

コンピュータ以外 にテ レホ ンサ ービスは使えな いだろうか。

森 山 コ ン ピ ュー タ は、 複 雑 な も の と、簡 単 な も の と両 方 や るべ き だ。 簡 単 な もの は、

最 初 の画 面 で 日 ・英 ・中 ・韓 の4カ 国語 か ら言 葉 を選 ぶ 事 か ら始 ま る。 人 間 が操

作 対 応 しな けれ ば な らな い も の だ と、 専 門 ス タ ッ フが いな い と宝 の持 ち腐 れ とな っ
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て しま う。

大 学 に も設 置 して い た だ き たい。

一 般 の人 が個 人 的 に ア クセ ス す る場 合 に も有 ・無 料 は 問題 であ る。

留 学 生 が画 面 を見 る の は疲 れ る の で、音 声 の 方 が い い と言 っ て いた。

白 土 提供言語 で、留学生の場合 は割 と日本語 がわかるので心配 はないが、 日本語の

できない外 国人 のために、 ローマ字表記がある と親切ではないか。

また画面 をコピーできると便利 であ る。

藤 本 設置場所 は人 の集 まる博多駅、空港、天神 と外 国人の必ず行 く所。

端末機 を設置 する所 のPRが 必要 である。

提供言語 は、技術面、経費面 を考慮 して、基本 は 日本語だ。 自動翻訳 システム

を開発中で、 このデー タベース作成 のころには英語→ 日本語は完成 しているはず

で(3年 後完成予定)、 その1年 後 には日本語 →英語が完成 してお り利用 できる

だろう。そ うなると既存 の 日本語の情報 を活用すべきではないだろうか。 しか し

第 一画面のみは、 日本語英語両方の表記 をする。

3.情 報 の 収 集 とメ ンテ ナ ンス

松 尾 収集 については、情報に よリ個別 に集め るのではな く、上部団体 を通 じて集 め

る。

メンテナ ンスにっいては、入手先 に対 し定期的に変更確認 をする専 門ス タッフ

が必要 となるだ ろう。

内容 のす ぐ変わる情報には、時刻表、料金表な どがあるが、1カ 月な どの期 限

をあ らか じめ設定 する。

中 原 リアル タイムの最新情報がデータベースの価値 を高 めるので各 フロン トか らこ

まめに収集確認 をする以外ない。 また、既存の情報 を利用 し情報 を集め ることも

大切である。

三 浦 関係各所 に協力要請す る。役所 にも情報 があるが、プライバ シーにかかわるも

の になる と問題があるので、協力可能であるか どうか前もって確認す る必要があ

る。定期 的な確認も必要 であるので、収集 とメンテナ ンスの協力体制 を整えてお

く。内容 の変わ る情報 は、 イベ ン ト関係だ ろうが、一番欲 しがる情報で もあ るの

で、 内容 ご とに週や月の単位 を設 けて 区分 してお く。

満 留 専門のス タッフは是非必要 だろう。協力体制 を確立 しなけれ ばな らないが、各

企業 も経費 をかけて集めた情報なので簡単 に提供 して くれるかどうか疑 問である。

それ によって リアル タイムなものになるかどうか変 わって くる。
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武 村

和 田

森 山

どこに どうい う情報があるか整理が必要である。

外 国人 に、 親 切 に情報 提 供 とい う発想 か ら始 ま った こ とな の で、 そ の外 国人 か

らお金 をと る の は無 理 で あ ろ う。 県 や市 、財 団の 協 力 が必 要 で あ る。

完成 後 の メ ンテ ナ ンス は、 内容 を新 し くす るだ け で な く、 発 想 を変 え て良 いも

の に して い く こ とが重 要 で あ るの で、 使 い勝 手 な ど を考 え た モ ニ タ リン グ を しな

けれ ばな らな い 。

白 土 日本語 学 校 の教 育 シス テ ム な どは、1年 毎 に変 わ った りす る ので 、 資料 収 集 が

必 要 だ。

企業 提 供 の イ ベ ン トな どは取 り上 げ るの は む ずか しい だ ろ う。 コ ン ピュ ー タ1

画面 当 りを各 企 業 に作 っ て も らうの は ど うか。

また、 情 報 を打 ち込 む の で はな く、 で き あが った もの を コ ピー で き る と い う こ

と なの で 、 技 術 関係 もか かわ って くる だ ろう。

藤 本 役 所側 か ら言 う と、 コ ン ピュ ー タ化 され たデ ー タは沢 山 あ る。

行 政 管理 庁 よ り、 「税 金 を使 って作 成 され た デ ー タは、 で き る だけ 民 間 に提 供 し

よ う」 とい う話 があ る 。製 本 され て い る もの で あれ ば全 て磁 気 化 され て お り、 プ

ラ イバ シ ー にか か わ る も の以 外 は実費 程 度 で提 供 して も らえ る。

な るべ く経 費 の か か らな い よ うに この よ うな官公 庁 の デ ー タ を利 用 して も らい

た い。

内容 の す ぐ変 わ る情 報 は 分類 して期 限 を決 め て お く。料 金 表 な ど は、 大 き な影

響 はな い だ ろ うが、 時 刻表 は す ぐ に変更 して も らいた い。

4.採 算 性

松 尾 簡単 に操作で きるキャプテ ン方式のものだ として 日本人 は有料 で外 国人 は無料

と区別す るのは技術 的に無理であ ろうか ら、すべての利用者 か ら徴収 する。

引き出す情報 内容 によ り、有 ・無料 を区別するのは可能な ら、公 的な内容だ と

無料にする とした らどうか。

中 原 こ の 内容 で メ ンテ ナ ンス を考 え る と、 採 算性 は絶 望 で あ る と思 う。端 末 機 を設

置 す る所 に シス テ ム を買 っ て も ら う以外 はな いの で は な いか 。 有 料 か無 料 か は各 々

の設 置 機 関 に まか せ る。 福 岡県 に も同 じよ うな構 想 が あ る が、 買 って くれ と

いわ れ て も ど うか ・・… ・。

三 浦 こ の テ ーマ で 、 民間 企業 が採 算 性 に乗 せ よ う とす るの が無 理 な ので あ る
。 国 、

県、 市 な ど公 共 団 体 が入 っ て い な い と無 理 で あ る。
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外国人 に対 して有料 の価値 があるか ということが問題 で、有料であれ ばほ とん

ど利用されないであ ろうし、 自己満足でおわって しまう。行政対応 しかないので

はないか。

満 留 有 料 性 の イ メ ー ジ は全 くわ か な い。 外 国 人 の場 合 、 有 料 な ら使 わ な い ので はな

いか。100円 硬 貨1枚 で あ れ ば利 用 す るか も しれ な いが 、 これ だ けの デ ー タベ ー

ス に は100円 で は採 算 に は合 わ な い だ ろ う。

満 留

和 田

有 料性 の イ メ ー ジは全 くわ か な い。外 国人 の場 合、 有 料 な らるの で公 的機 関 よ

り資 金 を受 け、 第3セ ク ター な どで 管理 運 営 して い く しか な い。

県や市の方 と同 じ意 見だ。

森 山 キャ プテ ン シス テ ム の採 算 は ど うな って いる の か知 らな いが、 おそ ら く企 業 ベ ー

ス には乗 らず、 寄 付 か会 費 で成 り立 って い る と思 う。

た とえ ば、 画 面 印刷 の紙 代10円 く らい は有 料 にで き て も、 それ 以 上 の お金 を

取 るの は無 理 で あ る。NTTが 「104」 で30円 を取 る 時代 な の で、 本 当 は情

報 とい うも の は高 いの で あ ろ う。

白 土 お金 を払 って まで聞 き た い人 は、 あ ま りい な い ので は な い か。 生活 の問 題 で も、

情 報 を持 って い る人 は ど こか にい る の で、機 械 の あ る所 まで行 って お金 を払 って

利 用 しな い。

藤 本

伊藤(寛)

基本的には情報の価値 に対 しては、お金 を支払 うべきだと思 うが、現実 問題 と

してア ジア太平洋交流デー タベースの性格 か ら言 って、有料では利用者はないの

ではな いか。将来 は有料 にできる 日が来るかも しれないが、 スター ト時点では絶

対 に無理だ。

システム を売 り込むので はな く、 お金 を出 しても らう。

経費 を安 くする為 に、既存の安 いデ ータを入手 する。 また、基金制度 を設け企

業に協力 して もらうことも必要ではないか。

自分 の払 うお金に見合 うだけの価値 ある情報が手に入 るか どうか。金 余 り日本

へは、 「無料」の期待 あるだろう。

満 留 最 終 的 に は、

い。

どこかへ行 けばたど りつける情報であるので、有料性 はむずか し

藤 本 海 外 か ら来 られ る ツ ー リス トの料 金 に あ らか じめ何 回分 か の デ ー タベ ー ス使 用

料 を加算 して お き、何 回 ま で使 え る とい うシ ステ ム に は で きな い か。
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満 留

中 原

現 地 の ツ ー リス トの 人 に熟 知 させ るの は無 理 で あ る。

使 わ な い人 は値 引 き して くれ とい う こ とに な る。

5.予 想 され る効 果

伊藤(寛) 我 々が主 観 的 に予 想 す る のは む ずか しい だ ろ うが、 こ うい うシス テ ム を作 った

ら ど うい う効 果 が望 め る か と いう こ とに っ いて 話 して も らい た い。

松 尾 各 方面 か ら注 目され る であ ろう。 外 国 の方 は も ち ろん 、

関 へ の福 岡 の イ メ ー ジア ップに な る。

日本人、国内の行政機

中 原 予 想 され る効 果 と して、 イメ ー ジア ップ と効 率 化 があ る 。今 まで た らい まわ し

に な っ て い た もの が 少 しで も避 け られ る。

しか し、 人 と人 との情 報 で解 決 して い た 日常 生活 の 細 々 した こ と も機 械 に た よ

る よ う にな る と い う逆 効 果 もあ るの で は な いか。

三 浦 うまく機能 し利用者 が多 くなれば、 レイ ンボープラザの窓 口での相談 が減 るだ

ろうが、機械相手 と人 間との対面では事情が違 い実際には減 らないだろう。

伊藤(寛)

満 留

日本 の コ ン ピュ ー タ技 術 の進 歩 は、 世界 一 であ ろ うが、 ア ジア諸 国の 人 々が ど

の 程 度 な じん で くれ る かは 問題 で あ る。

イ メ ー ジ上 の効 果 しか思 い浮 か ばな い。 九 州 の イ メ ー ジア ップ に な るだ ろ う。

武 村 情報 を多 く持 つことによって、 その人 の行動半径 が広が り、多少な りとも経済

的波及効果 があるだろう。

こういうデ ータベ ースがあるということで市民、特 に若い人の東南ア ジアへの

意識改革 とい うことも期待する。

和 田

森 山

公 的 機 関 が 介 入 し無料 とな れ ば、地 域 の 姿勢 と して イ メ ー ジア ップ に な る だ ろ

う。

ま た、旅 行 者 の場 合 は 口込 みが さかん な の で、 そ こか ら印象 が よ くな る だ ろ う。

これ が動 き 出 す と、 外 国人 を相手 に仕 事 を して い る ひ とが知 らな い、 わ か らな

い と言 え な くな る。

個 人 的 に は、 人 間 を通 じて暖 かみ の あ る対 応 が必 要 だ と思 うが、 人 間嫌 い の入

もお り、 そ う い う外 国 人 に とって は、 わ ず らわ しさ の な い良 い シス テ ム とい うこ

とに な る だ ろ う。
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伊藤(寛) 自分 だけで苦労 しなが らや って いきたいという人が、欧米 には多 く、 また 自分

で調べるのが面倒な人 もいる。人間対人間の繋が りを付けるこ とも大切だ.

白 土 情報が欲 しくな くても、知 りたいという人 もいるだろうし、 そ ういう人 に日本

を紹介する機会 となるだろ う。手軽 な日本人社会案内 となる。教育 問題、社会問

題 など簡単 にまとめ られたもの を含 めば理解、 または啓発のき っかけになる。

藤 本 通 産 局 で は、 昨年 夏 ホテ ル ・ニ ュ ーオ ー タニ で国 際化 セ ミナ ー を行 い、 今 年 は

北 九州 の国 際会 議 場 で の ア ジ ア太 平 洋 交流 フ ォー ラ ム をな ど、 国際 化 とい うもの

が 表面 に 出た の は昨年 か らで 、 そ う い う意 味で は、 ア ジア太 平 洋 交 流 デ ー タベ ー

ス を期 待 して い る し、地 域 の イ メ ー ジア ップ とい うのが 一番 の効 果 だ ろ う。

外 国 人 の行 動半 径 が 広 が る の で は な いか 。採 算性 に乗 りに くい も の を民 間企 業

で あ る西 日本 新 聞社 が 取 り組 む とい うこ とに も意義 が あ るだ ろ う。

自動 翻 訳 で きる の で必 ず 日本 語 で入 力 して欲 しい。 フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロセ ッ

サ ー とい う形 で システ ム を一 部 デ ー タベ ース の 中 に取 り込 ん で 必 要 に応 じて いっ

で も英 語 に翻 訳 で き る とい う よ う に して も らい た い。

地 図情 報 に っ いて は、 数 種 類 お願 い した い。 ゼ ン リンの方 法(個 別)と 全 体 か

ら見 て、 知 りた い場 所 を選 ぶ 方法 な ど。

伊藤(寛)技 術的に 自動翻訳が可能 だ ろうと言 うことだが、 どこまで精密 に翻訳できるか。

人 間の心や考え を伝 えるな ど、内容 によっては誤解 されかねないものもあるので、

可能 なかぎ りは取 り入れ るということに してお くと良い。

藤 本 データ収集 の場合 、気 を付 けて いただきたいのは、印刷物 で入手で きたもの を

全て コンピュータに入力できる思 うのは危険である。い ったんコンピュー タに入

力するとプライバ シーの侵 害 となるものがあ る。

企業各社の料金表の場合 もコンピュータに入力 し、第3者 に提供 すると、著作

権の侵害になるので注意が必要である。

伊藤(朗)新 聞に載 った記事 でさえ、著作権法で記事 データベースに入れ られないものが

あ る。(世 論、特集もの、判決文の要約 など)民 間企業、 団体 その他か ら入手 し

たデータは簡単 に入力できないので問題だ。

野 村 第1回 か ら4回 まで の 研 究 会 に ご 出席 頂 きあ りが とう ご ざ い ま した。

昨年 の ア ジア 太平 洋 博 覧 会 をや る 中 で 出て き た苦労 を東 京 デ ー タベ ー ス振 興 セ

ンタ ーへ の研 究 テ ーマ と して、 かな り掘 り下 げ た率 直 な ご意 見 を いた だ い た。

参考 と して福 岡 ニ ュ ー メ デ ィア につ い てお話 す る。提 供 者 側 の費 用 負 担 で始 ま っ

たが 、 ユー ザ ー側 か ら見 る と使 い勝 手 の悪 い もの と低 迷 を続 け て い た。 しか し福

岡 市 の スポ ー ツ施 設 の 利 用 っ いて の シ ステ ム(申 し込 み 、 抽 選 、決 済)を 始 め た
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と こ ろ好 評 で 、 うま く動 いて い る。 会 員 が会 費 を支払 う受 益者 負 担 で 、 す で に1

年 近 く行 って い る。 また、 この福 岡 の システ ム を北 九 州 市 へ とい う売 買 契 約 も成

立 した。

発 想 の 転 換 を 計 る こ との大 事 さ を知 る の であ る。

ア ジ ア太 平 洋 交流 デ ー タ ベ ース につ いて は、 採 算性 を考 え て何 で も入 れ るの で

は な く、 情 報 の質 を考慮 した い。 お金 を払 って で も欲 しい、 出 向 い て で も欲 しい

情 報 とは何 か とい う情報 価 値 の面 か ら考 え た い。

こ の会 は、 今 回 で最 後 で あ るが、 事務 局 で は個 別 に調 査 研 究 を進 め て い くの で

来 年1月 の あ る 時期 に報 告 を行 い た い。

伊藤(寛)皆 さまの ご意 見 と、 また12月17日 に話 を聞 く予定の福岡に住 む外 国人主婦

の方のご意 見 を参考 にまとめてい くことになるが、お忙 しいなか貴重 なご意見 を

あ りが とうございま した。
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9,5第5回

アジア太平洋交流データベース研究会

議 事 録
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○ 日 時 平 成3年1月30日13:30～15:30

○ 場 所 西 日本新聞社14階2号 会議室

○ 討議内容

1.ア ジア 太平 洋 交 流 デ ー・一・Lタベ ース の 内容 は

① どん な 内容 のD/Bを 作 っ た ら良 いか 。

使 わ れ るD/Bを め ざす。

② 当面利 用対 象 は外 国人 を 目的 とす るが 日本 人 に も使 え る よ うにす る。

2.ア ジア太平洋交流デ ータベースの提供方法は

① コンピュータ ・システム を考える。

現在の人手 によるサービスは必要情報に到達するまで時間がかかる。

② どんな問い合わせ、必要 と思われる情報にも即座 に対応でき、簡単に検索 できる

システム を考 える。

3.デ ー タベ ー ス情 報 の メ ンテ ナ ンス が情 報 の価 値 を決 め る。

① メ ンテ ナ ンス が で きる だ け 自動 的 に行 わ れ る システ ム を作 り上 げる。

② 情 報 発 生源 に近 い所 で メ ンテ ナ ン スで き る もの は極 力 させ る仕 組 に、 と くに

行 政 窓 口 な どで 。

③ 年1回 か、 半 年 に1回 情 報 セ ンタ ーで 大 き なメ ンテ ナ ンス をす る。

④ 情 報 メ ンテ ナ ンス す る こ とで メ リッ トをも たせ る。

メデ ィア には 自動 的 に流 れ る 仕組 な ど。

4.情 報 セ ンタ ーの位 置 付 け

公共的色彩が強 くそれ 自体の収益性 は弱 い。 しか し、国際化の波 による必要性 は

と くに自治体 で強 く感 じられ る。

そ こで九州地域の各県 ・各市に組織 されている国際交流 センターの中心的情報セ ン

ターとしての役割 を担 ってはどうか。

そ して運営費 として各県 ・各市の国際交流 センターに情報利用料 として年間予算に

組み込 ませ る。
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○ 出席者

藤本 敏樹

坂梨 政雄

中原幸一郎

野村 武

伊藤 朗人

高浜 正興

波多江 修

伊東 純一

小西 晋

九州通商産業月商工部中小企業第一課 長

九州 山口経済連合会企画課 長

(財)福 岡県国際交流セ ンター交流課長

西 日本新 聞社情報開発 センター次長

〃 デ ータベース部長

〃 調査部次長

〃 システム開発部次長

〃 システム開発部

〃 〃
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波 多 江 西 日本 新 聞 社 情 報 開発 セ ン タ ー

まず、 デ ー タ ベー ス の 内容 をど う ま とめた らいいか とい うこ とだが 、 当然 使 わ れ

る デ ー タベ ー スに した い。 又利 用 対象 者 に 日本人 を加 え た い が ど うか 。

JTBな ど のデ ー タベ ー ス があ る が実 際 はや は りメ ンテ ナ ンスが 古 いよ うだ 。

藤 本 九州通商産業局

日本人 が使 えるか どうか、 また九州以外の日本人が使えるか、 どうアクセスす

るのか を考 えて、そ して翻訳 して外国人 向けにする。外国人 も 日本人 と接触 しな

が ら情報 を得 て、PRし て くれ るのではないか。

波 多 江 現在 い ろ い ろ なデ ー タ ベ ー スが あ る が、 その 中の 地 域 の特 産 物 な どの項 目は地

域 内 の人 は利 用 して お らず、 区域 外 の人 が利 用 して いる 。九 経 連 の デ ー タベ ース

構 想 も、 や は り域外 の ネ ッ トワ ー ク を考 え て いるの か 。

坂 梨 九 州 山 口経 済 連 合 会

九 州 産 業 技術 セ ン タ ーの デ ー タベ ース構 想 は た くさ ん の既 存 の デ ー タベ ー ス へ

の 道案 内 をす る セ ン ター に しよ う と して いる。既 存 の も の は それ ぞ れ が専 門 化 し

て いて、 個 々 の売 り込 み だ け にな って い るので、 準公 共 的 な立 場 で い ろい ろな デ ー

タベ ー ス を紹 介 し普及 す る こ とが 必要 で、 それ が軌道 に乗 れ ば代 行 検 索 した り、

直 接 ア クセ ス した りす る。

ア ジア太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ース の場 合 も、JTB、 福 岡市 、 福 岡 県 な どの既 存

の デ ー タベ ー スの 窓 口 に な る のが い い ので はな いか 。 メ ンテ ナ ンス の 面 な ど大 変

な の で必 要 な もの だ け オ リジナ ル に イ ン プ ッ トす る。

藤 本 しか し既存 のものは全 て 日本語なので、紹介 しても日本語 で しか情報 を得 るこ

とはできないので、それ を解決することが必要だ。

波多江 現在 の完成度で7割 が 自動翻訳可能で、あとの3割 が人間の介在 が必要 である

が、やは リコンピュータ を使用 したほ うが早 いだろう。

レインボ ーや各地区のセンターを見ると外国人のユーザーが多 く、外国語 の話

せる人 がボ ランテ ィアが仲介役 としてお り、日本人 に渡す とい う時 間のかかる作

業である。

県の国際交流 センターではや は リ訪 問が多 いのか。

中 原 (財)福 岡県国際交流 センター

ほ とんどが英語の対応 で、 日本語 を勉強 している外国人がゴ ミ処理工場や ビー

ル工場 を見学 したいと言 ってや って来 た りする。

藤 本 既 存 の デ ー タベ ー ス を利 用 す る の が一 番 良 いので あ る が、 ネ ッ トワ ー クで繋 ぎ、

一119一



新 聞社で翻訳 し提供 するのは どうか。

しか しその場合 、協力団体(デ ータベース保有者)へ 誰が利用料 を支払 うかが

問題 になるだ ろう。

波多江 公共 的要素が強 い為、ほ とん どの国際交流事業 を企画 するのは行政単位であ る。

っ ま り収益 を求め るのは無理テ ーマなのだろう。

藤 本 企業の社会的責任 などを考 えれ ば しょうがないだろう。

同 じものが複数 できて競合 しよ り良 いものが生 き残 るのであるが、 このデ ータベー

スに関 して言 えば莫 大な資金がかかるので同 じよ うなもの を作 るの は無駄 だ。

坂 梨 福 岡市の百道にア ジア太平洋交流 センターという研究者 を集 める構想がある と

聞 く。又県庁跡地の国際交流セ ンターなど行政機関はすでに走 っているので、当

然デ ータベースの考えはあるだろう。その場合行政が直接構築やメンテナ ンスは

せ ず民間に委 ねるのではないかと思われるので、西 日本新 聞社のアジア太平洋交

流デ ータベース を使 って貰 うという考えは どうか。

藤 本 行政が協力 しやす く、 お金 を出 しやす い体系 に しておくことが大切だ。

波多江 九州8県 、政令市2市 など10団 体、県庁所在都市7団 体、 また国際交流 セン

ター設置都市 な どに積極 的に利用 しても らい使用料 を支払 っても らう。それ をプー

ル して運営資金 とする。

九州各県知事会 に リー ダーはいるのか。

坂 梨 知事会の会長県が事務局 を持 って いて、それ は在籍年数 の長 い知事 の持 ち回 り

であるので次回か ら大分へ移るのではないか。

知事会は年 に2回6月 と10月 に行われるが、議題のほ とん どは要望である。

連携必要な プロジェク トの推進 も話題になる。例 えば航空宇宙産業な ど鹿児 島

県が中心 だが、九州全体 でバ ックア ップ し北海道や東北 に対抗 するために組織作

りをしている。 この ように県や市が介入 する必要のあるプロジェク トにっ いては

知事会に提案 し御墨付き をも らうと担当部署 は動 きやす く、資金も出 しやす い。

各県の担 当課長 レベルの値廻 しか ら始 まる。九経連か ら提案 するよりも、県 を味

方 に して県の提案 として出 しても らうほ うが良い。民間が直接持 っていっても受

付 ても らいに くい。

藤 本 県 の場 合 、 横 の 意識 が あ りな か な か難 しい。

波多江 国 際 交流 セ ン タ ーの運 営 費 は県 か ら出 て い るの か 。
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中 原 1億 何 手 万 か、 県 か ら出 て いる。

坂 梨 国際 交 流 と 共 にデ ー タベ ー スに 関 して は各 県 と も力 を入 れ て い るの で、 他 県 の

計 画 に乗 る とい うの は難 しいので は な いか。 自分 の 自治体 でや りた い の に なぜ 福

岡 にお金 を出 さな けれ ば な らな いの か と い うこ と に な る。

中 原 そ こが 一番 の 問 題 で あ る。 どこが 一番 利 益 を受 け るの か 。

伊 藤 西 日本新聞社 デ ータベース部

熊本県がOKを 出 しても熊本 日日新聞がだめ、鹿児 島県はOKで も南 日本新 聞

がだめだとい うことがある。地元紙が了解 しなければ県 としては動 きようがな く、

政治 的にまとまる話ではない。

坂 梨 福岡県指導で あるが内容 はオール九州 ということ、各 県の交流協会に もメ リッ

トが有 り有料 で接続で きるこ とをPRす る。

波多江 福岡県、福岡市、北九州市は独 自で動 いているが、それだけの力 があ るという

ことなのだろ う。 しか し県庁跡地にで きる とした ら北九州市 とのかねあ いもある

ので はないか。

ハ ー ドか ら全 く新 しく作 っていくとして初期投資 を含めた運営費 は5年 の償却

で1億8千 万 くらいである。

既存のデー タを利用 して年間1億2～3千 万 という数字になるので、相 当の団

体 とや っていかなければきつ い。

福 岡県だ と政 令市 を除いたとこ らでいろんな形でや ってお られ る。

中 原 国際交流セ ンターは福 岡市 にあるので しかたがない。データベースの情報 の中

身が極 め細かな ものであれ ばよいのではないか。

波 多 江 県 庁所 在 市、 港 湾 、 空港 な どお おが か りな システ ム にな る だ ろ う。

図形 管 理 もで き る もの な ど、 初期 の コン ピュ ー タ経 費 を5億 程 考 え て い る。 デ ー

タ収 集費 は10万 件 で1億 円 を考 えて い る。 しか し要 員 が一 番経 費 の か か る も の

だ ろ う。

坂 梨

伊 東

例 え ば福 岡 ニ ュ ー メデ ィ アサ ー ビスの キ ャ プテ ン と ドッキ ン グで きな い か 。

西 日本新 聞社 情 報 開 発 部

ニ ュ ー メデ ィ アサ ー ビス の き ゃぶ てん はデ ー タベ ー ス の構 造 では な く画 面 の

イ メー ジでや って い るの で難 しい。 メニ ュ ー に応 じて画 面 に出 てand、or条

件 で 絞 り込 まな け れ ばな らな い。
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坂 梨

東

本

東

伊

藤

伊

坂 梨

伊 東

波多江

坂 梨

伊 藤

波多江

坂 梨

波多江

藤 本

博物 館 に その シス テ ム があ り使 って み たが、 あ る程 度 パ ソ コ ンが で きな い と難

しい 。誰 で も使 え る キ ャ プテ ン シス テ ム くらい に な らな い と使 い に くい。

福 岡ニ ュ ー メデ ィア の キ ャ プテ ンだ と市 の施 設 利 用 な どあ る が。

い わゆ る 中間 フ ァイ ル と い う概 念 。

あ らか じめデ ー タベ ー ス を引 っ張 って くるル ー トを決 め て おか な い と ど うに も

で き な い。

とば な いの で い きっ くま で に手 間が か か る とい うこ と。

イ メー ジが基 本 であ る。

各 行 政 で作 られ て い るの で、 どこ か動 き は じめ る とコ ンパ ク トにな っ て くる。

ア ジア太 平 洋 交流 デ ー タ ベ ース で は ソ フ トを提 供 す る とい う こ とで、 パ ッケ ー

ジで県 や市 に 売 り込 ん だ らど うか 。

10万 件 の デ ー タ入 力 と い うの は並 み大抵 の こ とで は な い 。

記 事 デ ー タベ ー ス で も70人 が1日 入 力 し続 けて1年 の現 時点 で まだ10万 件 に

な らな い。

メンテナンスがポイン トになる訳 だが、できるだけ 自動的に出来 る仕組 を考え

て い かな けれ ば な らな い 。 所在 源 に近 い と ころ で メ ンテ ナ ンス す る必 要 が あ る。

や は り情 報 を把 握 して いる お お も とが収 集、 メ ン ンテ ナ ンス す る よ うに しな け

れ ば な らな い。 ホテ ル 、 旅 館 等 と協 定 を結 び 自動 的 に端 末 に入 れ て も らい修 正 さ

れ る よ うに す る。

そ れ ぞれ の提 供 も とが 変 更 す る こ とに よ りな ん らか の メ リッ トが あ る よ うに す

る。

山 口 の例 で メ ン テナ ン ス協 力 に よ り予約 が 増 え た とい う利 用 価値 を実 感 し納 得

して 運営 され て い る。

始 め は利 用状 況 な どは隠 したが る もの で あ る。

近 畿、 名 鉄 の ツ ー リス トで はデ ー タベ ース化 され て お り、 飛 び込 み で旅 館 を捜

した時、 すべ て の 旅館 の 空 き情 報 が部 屋 ラン ク別 で 見 られ る よ う にな って い た。

デ ー タベ ー スの 基 本 で は、 そ の ため に メ ンテナ ン ス す る こ とは避 ける。
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例 え ば西 日本 新 聞社 の 記 事 デ ー タベ ー ス を無料 あ る い は割 引料 金 で検 索 で き る な

どの 提 供 者 へ の メ リッ トをア ピ ール す る。

国 の 機 関 で もは じめ はデ ー タベ ース の ため にデ ー タ を作 る こ とか ら始 め た が、

それ で は も っ たい な い と い うこ とで お互 いの機 関 が情 報 を交 換 しは じめ た。

情 報 の 交 換 とな る と著 作権 の問 題 も 出て くる だ ろ うが、 新 聞社 は詳 しいだ ろ う。

伊 藤 入 力 す る こ とそ の もの が著 作 権 の侵 害 にな る。 ア メ リカで は カ ー ドを使 い買 物

をす る こ とが 多 く、 機 械 的 に 「誰 が 」 「何 を」 「どこ で」 「い く らで」 買 った か

な どが イ ンプ ッ トされ て いる ので 情報 と して付 加価 値 が つ いて い る。

買 物 に 関 して は プ ライ ベ ー トは な い状 態 であ る とい う。

藤 本 今 回 の デ ー タベ ース には統 計 的 な もの は少 な いよ うだが 、 で き る だ け協 力 した

い。

波多江 お話 を伺 ってきて アジア太平洋交流データベースの必要性 はあ りそ うだが、 ど

う利用させ るかが問題だ。

藤 本 最 初 は人 の集 ま る所 に置 いて 、景 品 で も つけ て使 って も ら うこ と だ ろ う。

伊 藤 一度 っ くれ ば その ま まで い い とい うも の では な い。 日 々情 報 と して変 わ って い

くも ので な い と売 れ な い。 引き 出 す人 が 内容 を覚 え て し ま うよ うで は価 値 が な く

な る。 メ ンテ ナ ンス の多 い もの ほ ど価値 は高 くな るが コス トも高 く、 営 利 事 業 と

して は成 り立 た な い。

坂 梨 観光情報の ようなものは、分 か りやす く一般 に利用 しても らう内容 であるため、

キャプテ ン端末 と競合 すると思われる。別 にお くのか中に取 り入れるのか考えな

けれ ばな らな い。

第3セ クターで県や市で運営 されているので、それ との兼ね合いがあるのでは

ないか。

波多江 先 日デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー を尋 ね た 。

一 回 目は 可能 性 を研 究 す る段 階 だ っ たが 、二 回 目は、 来 年続 け る とす る と、 プ

ロ トタイ プ を作 る必 要 が あ る。

今 ま で は人 材 派 遣 情 報 や所 在 源情 報 が 多 く本 部 と して も、 この種 の 研 究 は 珍 し

く新 しい とい う評 価 を受 け た。

2月 い っ ぱ い で報 告 書 をま とめ た いが 、実 現 す る た め には採 算 制 も必 要 で あ る。

レイ ン ボ ー プ ラザ な ど を見 る と人 間 の 限界 とい うもの を感 じて い る。

伊 藤 福岡県や市、新聞社の持つア ジア太平洋 に関する情報な どをゲ ー トウェイ方式

一123一



坂 梨

伊 藤

坂 梨

伊 藤

坂 梨

波多江

伊 藤

波多江

で くくって各所の端末に受けて もらう。

例 えばイベン ト情報であれ ば 「シテ ィ情報ふ くおか」 を利用す るな ど。

西 日本新聞の各県版にはかな りの量のイベン ト情報がある。

記事情報 をア ジア太平洋 とい う切 りロで横 断的にすると利 用価値 はでて くるの

ではないか。

情報 を取材 し入力するという作業は大変 な手間がかかる。

日経 関係の ように、同 じ内容 のもの を並べ変え商品に しているように、西 日本

新聞社が して もいいのではないか。 自前の端末ではなく一つのソフ トを作 り価値

あるもの して提供料 を取る。

日経のデータベースは今 はどんな端末なのか。

パソコンであれば何でも。 ソフ トも 日経側がいろんな機種 に合わせている。

話は中途半端 になったが、過去5回 の研究会 とグループ ・インタビュー をまと

めて報告 したい と思 う。
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9,6ア ジア太平洋交流データベース研究会

留学生グループ・インタビュー

議 事 録
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○ 日 時11月29日 14:00～17:00

○ 場 所 福岡国際ホール 「若杉の間」

○ 討議 内容

1.ど んな情報があったらいい と思 うか

・情報項 目

① 生活習慣 住宅 ・労働 ・健康 ・教育 ・食 ・文化 ・ショッピング

②慣習

③法的手続き

④ その他

・所在源情報

2.ど んな情報提供方法が良 いか

① コンピュータ端末 で即座 に

印刷物 で良 い

②使用言語 は日本語 と英語 を考 えているが他 に必要 と思われ るものは

③ どんな所 に情報提供 ステ ーションがあ った ら良 いか

3.非 常 に役 に立 つ情報には

① お金 を払 って も良いと思 うか

② いくら位 までだ った ら払 っても良いと思 うか

4.日 本で生活 して困ったこ とは

①住居

②経済的問題(奨 学金 ・アルバイ ト)

③人間交流

④その他
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○出席者

森 山 日出夫

白土 悟

九州大学 講師 留学生教育担当

九州大学 留学生会館主事

九州大学留学生5名

高浜正興

波多江修

小西晋

西 日本新聞社調査部次長

システム開発部次長

システム開発部
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トウ ホ ン(中 国)日 本 滞在3年 半 九 州 大 学 文学 部 博 士1年

092-623-3745(学 内3203)

文 泰憲(韓 国)九 州 大 学 工学 部 建 築 学科 博 士1年

(内 線5272)

ホセ・ルイス・ポ テイレオン(メ キ シ コ)九 州 大学 農 学部 博 士3年

092-672-0864

モニラ・ヤ・スミン(バ ング ラデ ッシュ)日 本 滞 在2年 九 州 大学 農 学 部修 士課 程

(内 線6186)

ソムサック・マニーポン(タ イ)日 本滞 在5年 九 州 大 学農 学 部

092-641-1101(内 線6186、8185)
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波多 江 西 日本 新 聞社 で は、 ア ジア太平 洋 地域 か ら福 岡 又 は北 九州 に来 て いる外 国 人 に必

要 な情 報 をデ ー タベ ー ス を作 ってサ ー ビス提 供 しよ うと い う構 想 が あ る 。

い ろい ろ な場 所 に ば らっ いて い る外 国人 の欲 しい情 報 を一 つの デ ー タベ ー ス に蓄

え て サ ー ビ ス をす れ ば も っ と便利 にな る の で はな いか とい う考 え の研 究 を して いる 。

今 回 は留 学 生 に集 ま って い ただ き、今 ま で 困 った こ と、 必要 な情 報 は どん な もの

か を話 して い た だ く。

森 山 私 と白土先 生で話 を進めたい。

小西君 は2年 前 に九州大学農学部 を卒業後に西 日本新聞社 に入社 し、 コ ンピュー

ターに詳 しくこの研究会のお世話 をしても らっている。

(留 学 生 の紹 介)

トウ ホ ン(中 国)日 本滞 在3年 半

文 泰 憲(韓 国)

ホセ・ルイス・ポ テイレオン(メ キ シコ)

モニラ・ヤ・スミン(パ ング ラデ ッシュ)日 本滞 在2年

ソムサック・マ二一ポ ン(タイ)日 本 滞在5年

九州大学文学部博士1年

九州大学工学部建築学科 博士1年

九州大学農学部博士3年

九州大学農学部修士課程

九州大学農学部

森 山 福 岡に来 る前 に九州大学や福岡について どのよ うな情報 を持 っていたか。

トウさんの場合 は奥 さんが先に農学部 に留学 していたので手紙のや り取 りの中

で、福 岡や九大 のことについて聞 いていたか。

ト ウ 手紙 には全 く書 いてお らず、 また 日本 にも関心 はなかったので博 士になるまで

自分 が 日本 に来 るとは思 ってもいなかった。

始 めは9日 間 の観光 ビザで 日本に入国 しそれ か ら留学ビザに切 り換 えた。

白 土 観光 ビザ を留学 ビザに切 り換えができることは知 っていたのか。

ト ウ 留学生の家族 は特別に切 り換え られ ることを知 っていた。ち ょうど1987年

の7月 で観光 ビザで入国する出かせ ぎ労働者 が増え はじめた頃だったので、入国

審査 で往復航空券の ことを聞かれたが、 まだ 日本語 も話せなか ったので疑われ た

ようだ。

森 山 文 さ ん は ど う い うき っか け で、 どうい う情 報 を持 って来 た の か。

文 韓 国 で 修 士課 程 まで終 え た頃 、 日本 に行 き たい と思 い領事 館 な ど に行 った が資

料 が あ ま りな か っ た 。韓 国 に は 日本 の 最新 情 報 は な い。

釜 山 に来 る 日本 人 観 光客 の 車 のナ ンバ ー プ レー トで 「福 岡 」 と い う文 字 を見 た

こ とは あ った が、 読 み方 も、 どこ にあ る のか も知 らな か った。
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留 学 と言 え ば東京 とい う こ と だ ろ うが、 い ろい ろな条 件 で 福 岡 に決 め た。 学校

を探 す のが 一番 大変 だ っ た。

制 度 的 に違 い、 一 つの ライ ンが で き れ ば早 いス ピー ドで事 が運 ぶ が そ こま での

手 続 きが大 変 だ っ た。

白 土 東京の大学は有名か。

文 専 門分野によって違 うので どち らが上で どちらが下 とい うことはないだろうが、

一般 的に外国まで行 って勉 強するので あれば東京 ということだ ろう。

森 山 トウさん と文 さんは私費留学生だが、ホセさんは 日本の大使館が試験 をして招

待する奨学生である。応募す る時に どういう情報 を得 ていたか。

ホ.テイレオン メキ シコで卒 業 し、 働 い て い たが何 かチ ャ ンスが欲 しか っ た。

どこへ行 け ばチ ャ ンス が掴 め る か探 して い たが、 人 間 関係 の こ とや 、 水 産 関係 の

レベル の高 い こ とを考 え て 日本 に決 め た 。 また、 本 や 映画 を見 た りメ キ シ コに い

る 日本 人 の働 き 方 な ど を見 て好 感 を持 った。 、

大使 館 で手 続 き を済 ませ た が福 岡 に行 く とい うこ とは全 く知 らず 日本 に入 り、

日本 語 を勉強 して か ら福 岡 に 行 くよ う に言 われ た 。 メ キ シ コの 留 学生 の シス テ ム

はそ うな って いて、 私 は福 岡 で はな く、 日本 を選 ん で来 た。

森 山 一番最初に九州大学や大村先生の ことを知ったのはいっか。

ホ.テイ助ン 大阪外語大学に入 ってか らだ。大村先 生に手紙 を出 したが、 なかなか返事 が来

ないので心配にな り、 日本 の友達 にたのんで電話 をしても らった ら自分は教える

だけで、住 む所 は知 らない と言 われ九大のイメージが悪 くなった。

大使館では先生に連絡 を取れば どんな問題でも助 けて くれる と言 われていた。

福岡だけでな く九州 は特別な所のよ うだ。

森 山 1985年 に大阪外語大学 に来た というと、九大の留学生セ ンターは私か ら白

土先生に変わった時だ。大村先生がわか らなければ白土先生 に連絡 を取 れば今の

ような問題はすぐに解決 していたと思 う。一番気になったのは住居の問題 でその

頃は留学生会館 はできていたので大阪外語大学の先生でも留学生会館の事 を知 っ

ていて教 えるべきだ った。

ポ テイレオン 留学生会館のあることはわか っていたが推薦で決め るということで入居できる

か どうかわか らなかった。

白 土 指導教授が大学内のそ うい う世話 をする人 を知 らなかった.
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ホOテ イレオン

白土

知 らなか った か、 は っ き り言 え ばや りた くな か っ た の か も。

や りた くなか った の で は、 とい う疑 い を持 っ た とい う こ とだ ろ う。

ポ テイレオン 深 く考 え る と大使 館 が悪 い の で はな い か と思 う。 日本 に留 学 す る人 が少 な い の

で 日本 に行 けば な に も心配 は な い、 勉 強 の ことだ け考 えれ ば 良 い ときれ いな型 に

はめ て しまお う とす る。

森 山

ソムサック

森 山

ソムサック

ポ テイレオン

森 山

ヤ ス ミ ン

ホ セ

森 山

文

同 じよ うに 国 費 留学 の ソム サ ック さん は、 タイ の 大使 館 で は ど うだ っ たか 。

卒 業 して留 学 の希 望 はあ った が、 どこ の国 でも よ か っ た。 しか し、 鳥 取 大 学、

東 京 大 学、 北 海道 大学 の先 生 と一 緒 に働 く機会 が あ リ、 個 人 的 な情 報 を得 て 日本

に決 め た。 試験 の 時 に はそ の先 生 方 の推 薦 を受 け た。

タイ で 日本 の情 報 を得 る の は むず か しくな く、 大使 館 の 他 に外 務 省 関 係 でJapa

neseInformationCenter、JICA、JASCO、 日本 国 際基 金 の 文 化 交流 もあ る。 た だ

し全 て バ ン コ クに あ って、 私 の住 ん で い る所 とは東 京 と福 岡 位 の距 離 があ り、 わ

ざわ ざ行 くこ とは で きな い が 知 りた けれ ば手 に入 らな い こ と は な い。

主な情報源 としては、一緒 に研究 をしていた人 か らの個人 的な情報で、必要 な

ものは得 られた ということ。

ソムサックさんの時は文部省奨学生は何人 くらい受 けて、何人 くらい合格 した

のか。

300人 以 上 申 し込 み、30人 合格 した。30人 は理科 系 と文化 系 に 分 かれ た。

メキ シ コで は私 の 時 に、200人 位 の 申 し込 み があ リ、10人 位 受 か った。

10人 といえば少ない数 ではな いので、正確な情報 を与えるべきだ。

ヤス ミンさんはご主人が先 に文部省の奨学生で 日本 に来ていたが、ヤス ミンさん

自身 はどうか。

卒業後5カ 月 くらい働 いて いた。 日本に来る時は始めか ら勉 強するっも りで来

たが、留学生家族 ビザで入国 し1カ 月後に学生ビザ を取 った。

留 学 生 の奥 さん 達 も みん な 日本 で勉 強 したが っ て いる が、 お金 がな いの で あ る。

授業料が高 いことは 日本 に来る前か ら知 っていたか。

国立の場合 はそ うでもな く、私立の場合 は何倍 も高い と聞いていたので国立 に
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行 こ うと決 め て い た。

ト ウ 日本 は4月 入学で英米制の国では9月 入学なので、中国の大学を7月 に卒業 し

日本に来 て、半年間は研究生 をしなけれ ばな らない。大学院の授業料 は私費留学

の場合 半額免除 になるが、研究生 は免 除がないので高い。入学金も研究生 と大学

院の2度 取 られ る。

ヤ スミン 日本に来る前 は 日本 をお金持ちの国だ と思 っていたがわか らなくな った。最初

はお金がな くて困って いたが今はいろいろなアルバイ トを しているので少 しは楽

になった。

ト ウ 日本 で の留 学 経験 を持 つ70%の 人 が 日本 に好 感 を持 っ て いな い と い う。 一 番

きっ い の は人 間関 係 で あ る。 「仲 間 」 に入 れ な い し社会 的 には軽 く見 られ る。 郭

沫 若 の書 い た小 説 の 中 で激 しく 日本 を非 難 して い た。1910年 代 の こ と だ。

森 山 郭 沫 若 氏 が九 大 に留 学 して いたの は、 日中 関係 が悪 くな る前 だ っ た ろ うが、 そ

の 頃 と比 べ て も変 わ って い な いか、 も っ と悪 くな っ て いる の か。

ト ウ 郭沫君民の ことは私の故郷 出身の人なので 日本 に来 る前か ら知 って いて、本 も

すでに読 んで いた。

ポ テイレオン そ れ を知 っ て いて も 日本 に来 たの か。

ト ウ 妻が 日本 にいるので5年 間働いていた大学 をやめて来 た。

日本で中国哲学 を勉強 している。

森 山 トウ さん の奥 さ んは政 府 派 遣 の留 学 生 で、 マ ス ターが終 了 した ら、 帰 国 しな け

れ ば な らな か っ た が、本 人 は勉 強 を続 け た い とい う希 望 が あ り、 先生 方 も そ の方

が い い と い うこ とだ った 。 また、 タ イ ミ ン グよ く奨 学 金 もも らえ る よ うに な り他

の 留学 生 の 助 け も あ って 留 学 を続 け て い る。 そ して、 トウ さん が 日本 に来 た がせ っ

か くな ので 勉 強 を しよ う と い うこ とで大 学 に入 った 。

私 は奥 さん の 手紙 で九 大 の 良 い とこ ろ、 悪 い と こ ろ を十 分 に知 って い て 九 大 を

選 ん だ の で は と思 って いた 。

ポ テイレオン 森 山先 生 だ けで な く、 日本 人 はい つ も 日本 の 良 い と こ ろ悪 い とこ ろ を聞 き た が

るが 主 観 的 に違 うの で それ は言 えな い 。 日本 の 大 学 生 にっ い て思 った こ と は、 わ

が ま まで あ る とい う こ と。 仲 間 に なる まで は人 間 関係 が む ず か しい。

他 に 困 った こ とはあ る が どこで も一 緒 で あ る。
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波多江 現在皆 さんのお住 まいはどこか。

ポテイ レオ ンさんと文 さんは市営住宅、ヤス ミンさんは県営の千早 団地

波多江

文

隣 近 所 の 付 き合 いや 町 内会 費 、 ゴ ミ 出 しな どう るさ くな い か。

い い と思 う。 妻 の仕 事 だ。

ホOテイレオン 政 府 か らお 金 が で ない か ら 自分 でや る とい うこ とだ。

留 学 生会 館 に は 掃 除婦 さん が いる ので 留 学 生 は しな い。 時 々 ゴ ミを捨 て た りす る

が き れ い に は や っ て いな い ので 県、 市 営 住 宅の よ うにや る と良 い と思 う。

家 賃 は留 学 生 は 半額 に な るが、2年 く らい しか 住 まな いの に敷 金 が い る し、市

営 だ と風 呂 も 自分 で付 け な けれ ば な らな いの で安 くて も20～30万 円は か か っ

て し ま う。

波多江

ト ウ

森 山

文

住 宅の情報 は どこで聞いたか。

留学生 のためにいろんな機関があるが多 すぎて分散 している。

文部省の 内外学生センター、福岡市の レインボープラザ、福岡県の国際交流セ

ンター とあ るが、3者 の間には密な情報交換はない。 自分の情報 のみを答 えて い

る状況であ るの で3カ 所の情報 をまとめて持 っておかないと一番便利 のいい情報

とは言えな い。

この研究会その ものはバラバ ラの情報 をネッ トワーク化 して どこか らで も探せ

るように して いくものである。

必要な人に とって一番いい情報 となるシステ ムでなければな らない。

私の場合 は留学生センターにはあま り行 かない。 自分よ りも長 く日本にいる韓

国人の先輩 に聞 いてある程度の情報 を得ている。住宅 を探す時にも先輩か ら 「市

政だ より」 に掲載 される時期 を聞いていたので、その頃に注意 して見て応募 した。

韓国人 の留学 生は半分 くらいは顔見知 りであるので会 った時に情報 交換 している。

森 山

ポ テイレオン

森 山

韓 国 の留 学 生 は ま とま りが あ る。

私 は'NewsToday'で 探 した。 また 区役 所 で調 べ 申 し込 ん で3年 後 に市 営 住 宅

に 当 た った 。 そ の 間市 営15回 、 県営6回 申

し込 ん だ。

ポテイ レオ ンさんが、なかなか抽選 に当た らなかった時期 に比べ ると福 岡市 の
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サー ビスは少 しよ くな り、留学生が入 りやす くな っている。家賃 は先ほ ど話 が出

たように半額にな り、また留学生 にとっては不便かも しれないが少 し離れ た所 な

らば優先的に入居できる所 もある。

ヤス ミンさんの所 は県営 ですね。

白 土 県営 住 宅 の 中 では、 日本 人 と話 した りす るの か。

ヤ ス ミ ン 忙 しいの で 時 々で あ るが 、 外 で 子供 の こ と、勉 強の こ と、 バ ン グラ デ ッ シュ で

の 生活 の こ とな どを話 した。 一 月 に一 回 は み んな で掃 除 を して い る。

小 学校 と保育 園 の子 供 が い る が、 始 め の 頃保 育 園 に行 く時 に泣 くの で 心 配 だ っ

た。 上 の子 供 は 早 く慣 れ た が、 下 の 子 供 は泣 かず に保 育 園 に行 くまで に3～4カ

月 か か った。6カ 月 くらい す る と 日本 語 も私達 よ りも上 手 に な り、 友 達 も沢 山で

き た。

白 土

ソムサック

ソムサ ックさんは住む所は どうや って探 したか。

また、民間の住宅で近所付 き合 いはあるか。

鳥取大学 にいる時は日本人 の学生寮の ような所にいたが、 そこは台所 も風 呂も

共 同だ った。 こち らでは、留 学生会館の締め切 りに間に合わなかったので先輩に

探 しても らった。

大学か らの帰 りが遅 いので近所付き合 いをする時間はな い。

森 山 ソムサ ックさんもポテ イ レオ ンさんも九 大を受ける と決 まった時 に前も って留

学生会館 を申し込んでおけば入れ たはずだ。

ホ.テイレオン 大阪外語大の教授 は全 くそのこ とを知 らなかったようだ。留学生 が困 らずに生

活 できるよ うにして欲 しい。

白 土

ト ウ

教 授 との 関係 で 、 お歳 暮 ・お 中元 な どの習 慣 な ど まよ っ た こ とは な いか 。

し な い 。

ホ.テイレオン 文 さん も ソ ムサ ック さん も先 輩 が い て情 報 をも らえ るが 同 じ国 の 人 が少 な い人

は どう した らい いの か。

波多江

ト ウ

病気 、 病 院 な どで 困 っ た こ とはな いか 。

日本教育協会の保険 と国民健康保 険に入 っているので心配はない。
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ヤ ス ミン 子供達 も自分 の事 は自分 で説明できる し、病院も親切なので心配はない。

ポ テイレオン 病 院 は親 切 だが 、安 い所 と高 い所 が あ る。古 い病 院 が安 く、 新 しい病 院 が高

い よ うだ 。妻 の 出産 の 時 に は安 い第 一病 院 に行 っ た。

ト ウ 千早病院 も安 い。

白 土 第 一病院 は福岡市か らの指定 があ リ安 い。

ト ウ 日本 の病 院 の嫌 な とこ ろ は、余 分 な治 療 を勧 め る こ とだ。 足 の親 指 を踏 まれ た

だ け で レン トゲ ン を撮 られ6千 円 もか か っ た。

森 山 ポテイ レオンさんは九大の留学生会の会長であるが、病院の ことな どの生活 に

役立っ情 報は留学生の間ではどうや って知 らせ るのか。

ホ.テイレオン 私 は第 一病 院 が いい と思 うが、 他 の人 は高 くて も違 う病 院 が い い と思 うか も し

れ な い。 考 え 方 も違 う し病 院 の場 合 問題 が あ った時 に 困 る ので 自分 の意 見 は勧 め

られ な い。

一 番 悪 い イ メ ー ジが あ る の は九 大病 院 だ。 先生 達 が 権 限 の な い学 生 に ま かせ る

し、 実 験 の よ うで嫌 だ 。

波多江 観光旅行、その他の旅行 に行 く時の情報 はどうして いるのか。

ソムサック 日本 で は 旅 館案 内、 ホ テ ル案 内 な どの 本 があ り、 値 段 も安 いの で そ れ を買 っ て

い る。 短 い旅 行 で買 うの が も った い な い時 は立 ち読 み をす る こ と もあ る 。 あ る い

は 日本 人 の 友 達 に 聞 く場 合 も多 く、 よ く泊 ま るの は4千 円か ら5千 円の ビ ジネ ス

ホ テル だ。 ユ ース ホ ステ ル も安 いの で会 員 に な って い るが 、 タイ で は数 が 少 な い

の で会 員 に はな って い なか った。 旅館 に は泊 ま った こ と はな い。

ヤ ス ミ ン 夜、子供連 だけに しておけないので旅行は行かない。留学生のプログラムのハ

イキングに は行 ったことがあるが、お金がかかるので 自分では行 かない。

ポ テイレオン 大学 の 旅 行 しか行 っ た こ とはな い。

文 学会 で広島 に2回 、 また日本人の友達 と長崎に旅行 したことがある。

本屋 に行 けば旅行案 内の本 はた くさんあるが、読むのが面倒なので研究室 の知人

な どにたの んで紹介 しても らう。面倒 をかけるが一番 早 くて安心 できる。

ポ テイレオン 案 内の写真 はきれいだが実際には違っていた りす るので、知人に聞いた方が良
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い と思 う。 レス トラ ンの メ ニ ュ ーや 見 本 も 同 じで 実 物 とは違 う。

文

ト ウ

ホ。テイレオン

小 西

ポ テイレオン

ト ウ

情報は文字 よ り音や声の方が強 いと思 う。読 むの は面倒 だ し、 また 日本語 を文

字 で見てもすぐに頭 に入 らないが、声だ とす ぐに理解できる。

私 は北海道 か ら沖縄 まで行 った。沖縄 は学会のために船で、後 は長崎に2回 な

ど80%は 観 光で20%は 学会である。

旅館 は 日本人 のためにあ り値段も高 く、留学生は安い所 を探 している。 また、

家族のいるものは旅行は大変 だ。(費 用面)

水産関係で行きたい所もあるがお金がかかるので行けない。他の人 も見学 した

いけど行けないのではないか。はっき り言えば旅行できるのは日本人 だけだ。

また、大阪外語大の生協は学生のためで安いが、九大の生協は外部 より高 くなっ

ている。

食料 品などは大量入荷 に大量販売が安 くなるので しかたがない。

目的は学生のためではないのか。

旅行も生協にたのんでも安 くならない。

学割 を利 用 す るが、 中国 の場 合 は半額 に な る が、 日本 は2割 しか な らな い。

ポテイレオン 九大 か ら見学 に行 っ た時 は忙 し く、 よ く見 る 時 間が な い。 日本 の 人 に は面 白 く

な いか も しれ な いが、 外 国 人 に と って は珍 し く興 味深 い もの なの で も っ とゆ っ く

り見 た い。

森 山 白土先生が企画 をする時 に参考に してもらわなければならない意 見だが、 いろ

んな国の人、学部の人がいて、 さまざまの興味があるので詰め込みす ぎにな るが、

その中に一つでの良か ったと思え るものがあ って欲 しい。

白 土

ソムサック

ヤ ス ミン

波多江

ソムサック

警察、消防な どの救急の電話番号な どは知 っているか。

知 って い る。 タイで も3ケ タの 番 号 だ った 。

知 ら な い 。

「104」 は 使 う か 。

2同 位使 ったことがあるが電話帳で見た方 が早 い。
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ホ'テイレオン 私 が 「104」 を使 うの は土 曜 日、 日曜 日に病 気 に な って 当番 院 を知 りた い時

だ。

森 山 「104」 で 当番 院 を教 えて くれ る こ とな どは九 大 の 留 学 生 の手 引き に は載 っ

て い な い。

ト ウ 九 大 の留 学 生 セ ン ター の隣 に健 康 セ ンタ ーがあ リ、 病 院 を紹 介 して くれ る。

(大 学 に近 い病 院 だ け)

波 多 江 皆 さん は英 語 は で き るか 。 テ レビは多 重 放送 を聞 くの か。

(ト ウ さん以 外 は英 語 が話 せ る)

森 山 生 活 用 品 を揃 え るの は 大変 であ り、 中古 の もの を探 すの で、 ま だ音 声多 重 テ レ

ビ まで は な く、 どち ら を聞 くか とい う段 階 では な い。 しか し最 近 は留 学生 会 館 の

ベ ラ ン ダで も衛 星 放 送 の ア ンテ ナ が2 、3見 られ る よ うに な っ た。

白 土 コン サ ー トな どの催 物 に関 心 は あ るか1

ホ.テイ囲 ン 行 き た くて も行 け な い。(経 済 的 問題)

相 撲 は200円 であ るが よ くな い席 であ る。

森 山 相 撲 の200円 と い うの は ライ オ ンズ クラブ が特 別 に相 撲 協会 に交 渉 を して、

団 体 の み とい う こ とで許 され て いる値 段 で ある。

ポ テイレオン 日本 の伝 統 的 な イ ベ ン トや コ ンサ ー トがな い。

ト ウ 私 は2、3回 平 和 台 へ 行 った。 フ ァン クラ ブに入 って いな いの で 当 日並 ん で買 っ

た。

森 山 イ ベ ン トのイ ン フ ォメ ー シ ョンが 「レイ ンボ ー」 に載 って い る が見 る か。

ヤ ス ミン 時 々見 るが 全 部 は読 め な いの で好 きな とこ ろだ け見 て い る。

ホ.テイレオン'JapanTimes'や'DailyYOMIURrを 図書館 で 見 る。

波 多 江2誌 の イ ベ ン ト関 係 は 東京 の もの しかの って い な い。
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ソムサック

森山

ソムサツク

白 土

ソムサック

デ ー タベ ー ス化 す る と し た ら、 毎 年 決 ま って 行 わ れ る イベ ン ト情 報 を入 れ た ら

い い と思 う。 毎年 で はな い もの はデ ー タベ ース 化 す る の は大 変 な の で、 別 の媒 体

でや る。

毎 年行 わ れ る もの で あれ ば 中身 も興 味 深 い だ ろ う し、 連 絡 先

を入 れ て お けば い いだ ろ う。

詳 し い内容 を入 れ る の は不 可 能 で あ るの で、 詳 しい こ と を教 えて くれ る場 所 の

連 絡 先 を入 れ て お いた らい い と思 う。 国際 交流 協 会 、 レイ ンボ ー プ ラザ、 友 好 協

会、 九 経連 な ど の詳 しく伝 え られ る所 を登 録 した らよ い。

古本屋 を利用 するか。

買 っ た こ とは な い が、 見 に い った こ とは あ る。

ト ウ 日本の推理小説な どを買 って読 んでいる。

森 山 東大の近 くの古本屋には得意な分野 があ り、 ある程度専門化 して いるが、福岡

の場合 は得意分野 まではないようだ。

ト ウ 困るのは古本屋 のある場所 が散 らばっている ことだ。九大の近 くにもあるが高

い。

森 山 六 本松 に少 しあ る く らい だ。

白 土 飲 み 屋 な どの 情 報 は どこ か ら聞 くのか 。

文 あ ん ま り行 か な いが 、 日本 に来 て す ぐの 頃、 日曜 日、 土 曜 日の夜 遅 くま で研 究

室 に残 っ た後 、 食 事 をす る場所 が な くて 困 った 。 一般 の レス トラ ン なの か どう か

わ か らなか った の で、 持 ち帰 りの弁 当 を買 って いた。

波 多 江 買物 は ど こで 。

ヤ ス ミン 食料 品 は近 くの ス ーパ ー(マ ル キ ョウ)で 、 衣料 品 は ダ イエ ー な どで買 う。 天

神 の デ パ ー トな どは高 いの で見 る だ け だ。

波多江

ソムサック

安 い店な どの情報交換 はあるのか。

ほ とん ど友 達 か ら聞 く。
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森 山

ホ0テイレオン

波 多 江

ポ テイレオン

ト ウ

白 土

ホ.テイレオン

波多江

ホ。テイレオン

白 土

波多江

ポ テイレオン

小 西

波 多 江

ソムサック

医者の場合 は後の責任が持てな いか ら推薦 できな いが、買物 の場合 は安い とか、

親切 とかい ったことはみんなで情報交換 をした方が いい。

食料品も衣料品 も安 い時に買 って普通の時は買わない。

悩み を相談する人 はいるか。

九大には森山先生 と白土先生それか ら高松先生がい らっ しゃるが子供の教育 問

題な ど制度 的な どうすることのできないことで先生達 に相談 して、 うまく解決 で

きなか った時に不快 な思 いをする。

学生課 は不親切 だ。留学生の名前 を借 りるとか使 う時は使 うの に 。

大学以外 に悩 み を相談する人はいるか。

困った時に相談で きる友達はいるが福岡 にはいない。親友 を作 るのはむず か し

い。

日本 に留学 した人の70%～80%が 日本に対 して悪い印象 を持 っている とい

うのは聞 いて いる。

それ は中国人 の場合ではないのか。

中国、韓 国、 台湾 な どの人で、留学生の70%を 占めるので、 そうなるのかも

しれない。

中国や韓 国の人 は同 じ国の人がた くさん来て いて友達 になっているので、日本

人 と友 達になる必要 がな いのであろうか。

パーティに出席 し、30分 くらいする とアル コールの関係 か友達 にな った よう

に親 しくして くれ るが、その後は しらんぷ りをされてっ らい。 日本人同士でも本

当の友達 はいな いのではないか。

利害関係で付 き合 っている人もいるが、本当の友達が残って いくのではないか。

日本で働きた いと思 うか。

私は 日本 に留 学する前 に、タイの公務員になって いるので、 タイ政府 との契約

で留学後 はも どらなけれ ばな らない。
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ヤ ス ミ ン 働 き た い と思 うが チ ャ ンス も な い し、 主人 の 留学 が 終 った ら国へ 帰 らな けれ ば

な らな い。

ポ テイレオン 日本 で働 きた いが 、 労 働 時 間 が長 す ぎ る。

2年 前 、 ある地 熱 の 会 社 に 勤 め て い たが、 朝8時30分 力・ら夜 は9時 くらい ま

で で、 給料 は良 か っ たが 家 族 との 時 間 が なか っ た。

波多 江 日本 人 の 一般 的 な労 働 時 間 は休 み 時 間 を含 め て1日8時 間 で 、 土 曜 日、 日曜 日

は 休 み で、短 縮 され て き て い る。

ポ テイレオン

文

波多江

文

ト ウ

貿易関係のアルバイ トを紹介 され たが、初めの約束がだんだん長 くな り、家族

のことが心配だった。

私 は 日本での就職 は考え たことはない。国でなん とかや りたい。

韓国は経済 的にも急成長 を遂 げているが就職事情は厳 しいのではないか。また、

日本での留学経験 とい うのは就職 には有利であるのか。

外 国 に留 学 し、 博 士 号 を取 る こ と は就職 には有 利 に な る。 私 は建 築 を勉 強 して

お り、 一般 の会 社 に入 る っ も りは な い。

で きれ ば 日本 で10年 位 働 き、 中国 へ 帰 りた い。

森 山 大学や研究機関で今の研究 を続け られるとしても10年 というのは変わ らない

か。

ト ウ 私 のや っている学問(中 国哲学)は む しろ中国でやった方が いいが、個人の気

持ち と中国 と日本の現状 を見れ ば、そのや りかたが一番 いいと思 う。

森 山 情報 は文字 よ り耳か らの方がいいとい うことだが、特 に漢字 圏ではない国か ら

来 られているヤ スミンさんは読 むのは大変ではないか。

その場合の言語 は何 か。

ト ウ 私 は 日本 の周 辺 の 国 を考 え る と英 語 、 韓 国語 、 中 国語 、

思 う。

森 山

日本語 の4カ 国語 だと

そういう情報は どこにあれ ばいいのか。

問題 が起きた場合 まず最初 に誰 に相談 に行 くのか。九大だけにあればいいのか。

レインボープラザや国際交流 センターな ど主な場所 に相談 を受 ける人がいるべ き
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か、 また は機 械 なの か。 パ ソ コン通 信 な どで受 け られ る よ うに コ ン ピ ュー ターが

いい の か 。

ホ.テイレオン 留 学 生 だ とや は リ大 学 で、 一般 の外 国 人 だ と レイ ンボ ー プ ラザ な ど にあ る と便

利 だ ろ う。

機 械 と人 間 の両 方 が 必要 で あ る。

波多江

ト ウ

文

森 山

ホ.テ イレオン

白 土

ト ウ

韓国、 中国は領事館があるが相談 に行 くことはあるか。

敬 遠 して いる。

ビザ 関係 の手 続 きの 時 だ け で、 それ 以 外 は行 か な い。 実 際 に 困 った こ と を相談

しよ う と して も解 決 で きな い ので は な い か。 自分 の こ とは 自分 で解 決 す る しか な

い。

最終 的な決定 を自分で下す時も、その選択がベ ターであ るかベス トであ るかは、

どれ だけの情報 を持 っているかで違 って くる。留学生か ら見た場合 の情報の欠如

よ り以上 に、大学の先生そのものが留学 生や留学生の出身国の事情 な どにうとい

とい うこ とから摩擦 が起きている ことを指摘されているようで、ますます大変な

こ とだ。 そういう情報 を留学生か ら提供 しても らい、個人で思 っているだけでな

く、必要 な時に他 に人が使 えるような形 に蓄積 してい く必要がある。担 当者が変

わ った時にまたゼロか らの出発になるよ うな無駄な ことがあ ってはな らない。

い ろ い ろ なの 国 か らの留 学 生 を一 つ に ま とめ る必要 があ るの で は な いか 。 日本

で の生 活 経 験 の よ り長 い留 学 生 を韓 国人 か ら一 人、 中国 人 か ら一人 、 ヨ ー ロ ッ

パ ・ア メ リカ ・カ ナ ダ な どか ら一 人 を選 び先生 と一緒 に留 学 生 の世 話 をす る とい

い の で は な いか 。

留 学 生会 の よ うな もの だ ろ う。

留学生会の活動 する場所 がない。何年 か前まで中国の留学生会は部屋 を持 って

いたが、今 は会長 の部屋でや っているの で毎年変わることになる。

白 土 九大留学生会が、 いろんな国の留学生会の会長 を集め た一つの連絡会 にならな

けれ ばな らない。今 は韓国 と中国の留学生 だけで情報 が固まっていて他の学生達

とは付 き合わな くなっている。

波多江 慣 習 の違 いや宗 教 の こ と を聞 き た い。 宗 教 を持 っ て い る人 は い る か。
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ヤ ス ミン

ホ。テイレオン

波多江

ソムサック

ト ウ

ソムサック

森 山

ト ウ

ホ.テイレオン

波多江

ソ ムサ ック(仏 教)、 ヤ ス ミ ン(イ ス ラ ム教)、

ポテ イ レオ ン(カ トリック)、 文(な し)、 トウ(な し)

豚 肉 と酒 は 口 に しな い。

教 会 へ は1年 に1回 しか行 って い な か った。 天 神 に教 会 が あ るの は 知 って いる

が6年 間行 った こ とはな い。

私 は神 は ど こに で も存在 して お り、 祈 りた けれ ば どこで で も祈 れ る と思 って い

るが 毎 日教 会 へ 行 っ て いる 人 も い る。 ・

仏 教 は や は り日本 のそ れ とは違 うか 。

全 く違 うので 、 日本 の お 寺 も 関係 な い。

日本 は中 国仏 教 で東 南 ア ジア の も の と は違 って い る。

宗 教 の違 い は生 活 す る上 で 何 の 問題 も な い。

アルバイ トの情報 はどうや って探 すか。

'AN'で1度 仕事 を見つけたが
、合わな くてす ぐに辞めた。

言葉 があま りわか らないこ とを理解 して くれない。'AN'な どの求人は肉体労

働が多 く、働 いている人も性格が荒 いので言葉 も標準語 とは全 く違 って いる。

大学院生は時間が少 ないこともあ ろうが、普通の会社 で働きた くても 日本語が

わか らない とか、 日本人の ように働 かないな どと言われ留学生の働 くところがな

い。

先生方にアルバイ トの相談はあるか。

森 山 ・白石 あ る。'

ソムサック 内外 学 生 セ ンタ ー も相 談 で き るが な か な か 見つ か らな い。一 番 い いの は友 達 の

話 で あ る。

ア ル バ イ トした けれ ばい く らで もあ る と思 う。 す る 時間 が な い だ け だ と思 う。

ホ.テイ励ン 留 学 生 は大 学 院 生 な どで 学歴 が あ る の に、 皿洗 いな どの仕事 を して い る。 も う

少 しふ さわ しい仕事 は な いの か 。
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白 土 大学院生の場合 はあま り疲れ るアルバイ トはできない。

ポ テイレオン 日本人学生には家庭教師な どがある。

白 土 地 域 の人 か ら英 語 、 韓 国語 、 フラ ンス語 を教 え て くれ と い う要 望 は あ る。

波多 江 この研究会 を始 めて福岡市 に700人 の留学生がお リ、その内の400人 が九

大 に在籍 し、 それ を3人 くらいの先生方が世話 をしていることを知 った。情報 の

集 まる新 聞社 の人間が こうなので、一般の人が知るはずがない。

通訳が欲 しい時に先生の所の相談 に行 こうな どとは考えも しなか った。まず教

授 に電話 をして知 らない というこ とで止 まって しまう。

森 山 そ こであき らめても らえればいいが、中途半端 に知 っている人のそ ういう問 い

合わせ が殺到す ることがある。

白 土 今 回 の よ うな 場 合 で も5人 集 め るの に50回 く らいの電 話 を した 。連 絡 を取 ろ

う と して も研 究 室 に い な いの で っ か ま らな い。

ト ウ 私 も昨 日、 偶 然 森 山先 生 に っか まえ らた。

森 山 今 日もかな り無理 をして出席 しても らっているが、 白土先生 が電話1本 で頼 め

る人 とそ うでない人が いる。私達が頼む ことによって負担 を感 じなが らも引受け

ざるを得な くなるであ ろうし、そ ういう事情 もあるの でアルバ イ トの ことな どで

有利になるよ うに働きかける努力 をする以外 にはお返 しすることはできないので

はないカ、。
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9,7ア ジア太平洋交流データベース研究会

在福岡外国人婦人グループインタビュー

議 事 録
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○ 日時

○ 場所

12月17日14:00～16:00

福 岡国 際 ホ ー ル 「若 杉 の 間 」

○ 出席者

伊藤 寛道 九州造形短期大学 教授

在福岡外国人婦人4名

ブ レン ト ・ガス トン 福岡市 国際交流員

高浜 正興 西 日本新聞社 調査部次長

波多江 修 〃 システム開発部次長

小西 晋 〃
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波多江 西 日本新聞社情報開発 センター

西 日本新 聞社で は外国人 向けの情報サ ービス を始 めようとしている。

今 日は福岡で生活 されている皆様方に、生活 する上で困ったことや悩 みな どを

お聞き したい。

伊藤 九州造形短期 大学

今、福岡は国際化 を進めて いる。

日本人 は、中国や韓 国とは地理 的にも近 く、文化的にも似 かよっているので交

流 しやすいと思 っているが、 日本 はアジアのどの国 とも違 っていると思 う。その

違 いを理解 し合 って こそ国際化が始 まる。

その一方、 中国 ・韓国以外 の国については、 日本 と違 う面ばか りを強調 しがち

なので、共通点 を見つけて交流 を深めることも大切 である。

福岡が国際都市 になるためには、外 国人の感 じる違和感 をで きるだけ少な くす

る努力 をしなけれ ばな らな い。そのために知 りたい情報 をボタンひ とっで見つけ

られるような システムを作 ろうとしている。

黄 菊花 中国 北京か ら今年3月 に来 日。 子供は中国にいる。

7年 前に東京 にいた ことがあるが、東京 より住みやす く、 きれいな街である。総

領事館に住 んで いるが、静かできれいだ。 また人 々も東京 と比べる と人情味があ

り暖かい。街 を行 く知 らな い人達の表情 は忙 しそうで、歩 き方 もせかせか してい

るが、その一生懸命 さが今の 日本 を作 ったのだ と思 う。

ParvinIslarnバ ン グラ デ ッシ ュ

福 岡 に来 て6年 目で、3月 に帰 国予 定。 夫 は九 大農 学部 在 学 中 で、2才 半 の子

供 が 一人 い る。 最初 は言 葉 もわ か らず 、 い い印 象 は な か っ たが、 今 で は九州 の ほ

とん ど を回 って 、 そ の 中 で も福 岡 は好 きな 街 だ。 人 々は広 島 と比 べ る と優 し くて

親 切 で あ る。 とて も親 し くな っ た友人 は いる が、 近 所 の 人 とはあ ま り親 しくな れ

な い。

引 っ越 しの 時 に は おみ や げ を持 って い かな け れ ば な らない と聞 か され て いた が 、

自分 もそ う しな けれ ば な らない な か迷 った。

伊 藤 イ ス ラム さん は 天神 な ど を歩 い て い る時 に、 振 り返 って 見 られ た り しな い か。

Islam 私 は 見 る とす ぐ に外 国 人 とわ か る顔 なの で、 「外 人 だ」 とか 、"Hellow"と か

言 わ れ る。 こ ち らか ら話 し掛 け る と、 不 思 議 そ うな 目が だ ん だん慣 れ て くる。 話

した いだ け の よ うだ。 中 学 生 く らいだ とま だ子供 な の でめ ず ら しが る の はわ か る

が、 大 人 が そ うす る の は おか しい。

福 岡 は住 み や す く、 他 の所 よ り物 価 も安 い。 志 賀 島 は好 きな場 所 だ。

同 じ年 代 の 人 とは親 し くな りや す い。
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日本 人 は外 国人 の こ と を よ く知 りたが る が、 自分 の こ とは あ ま り話 した が らな

い。

徐 録 事(ソ ・ウンヘン)韓 国 去年10月 来 日

上 の子 供 が5才 だ っ たが 、保 育 園 が い っぱ い で入 れ な か った の で家 で寂 しそ う

だ った 。 今 は入 園 で き て、博 多 弁 も話 す よ うに な った 。

日本 の 物価 は高 く、 一 番 困 るの は住 宅 で あ る。

交通 費 も高 い の で旅 行 には行 か な い。

任 美淑(イム・ミスク)韓 国2カ 月前 に来 日

夫 は九州 大学 の留 学生4才 と6才 の子供

留学生会館 に住 んでいるが1年 で出なけれ ばな らないので、住宅やアパー トの

ことが知 りたい。

来たばか りの ころは幼稚園と保育園の違 いがわか らなかった。韓国では保育 園

よ り幼稚 園の数 の方が多 い。

福岡は私 の故郷 のソウル と比べると静かな街で人 々は親切だ。韓国 にいる とき

か ら物価 は高 い と聞いていたが、やは り高 かったので安 い店 を知 りたい。

ブ レン ト ・ガ ス トン2年 前 に福 岡 に来 て、 福 岡市 の 国際 部職 員 で ある。

週2日 は レイ ン ボ ー プラザ 、1日 は福 岡 コ ンベ ンシ ョン ビルで 働 いて い る。 家

族 は妻 と2人 だ け であ る。

福 岡 は 日本 の他 の都 会 と比 べ る と住 みや すい が、 ア メ リカ と比 べ る と家 が狭 く、

物価 が少 し高 い が、 交 通 の便 は よ い。 ロス は地 下鉄 も な く、 バス の数 も少 な い の

で車 が な い と生 活 で きな い。

伊 藤 福 岡の 良 い印 象 ばか りを聞 いた が、悪 い こ とも率 直 に言 って欲 しい。

黄 はっき りと悪 いと言えるところはないが中国人 として分か らな いことはある。

便利 すぎることであ る。

とても過 ご しやす い3月 に日本 に来たが、デパー トや地下鉄で暖房が効 きすぎ

て暑か った。夏 にな ると冷房が効 きすぎていて、 エネル ギーの無駄使いである。

その反面イ ラク情勢の悪化な どで石油危機 を心配 され たテ レビ番組が放送 される

のが不思議であ る。

Parvin 今 はも う慣 れて悪い面はないが、福 岡に来て15日 くらいの頃の 日曜 日に病気

になった。ほ とん どの病院 は休み だし、漢字がわか らず何科 にいけばいいかわ か

らないし、病 院で書 類 を書 く時も英語ではだめたということで看護婦 さんに手伝 っ

て もらった。 日本人 でも英語 を話す人 はいるが、病院の案 内やその他 の道案 内も
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英語の表示 があればいいと思 った。

任 出 か ける 時 にバ ス の番 号 がわ か らず に 困 った。

徐 留 学生 会館 に住 ん で い る が、 来 年 の9月 に引 っ越 さな け れ ば な らな いが市 営 住

宅 はす ぐに入れ な い。 香 椎 浜 が きれ いで、 静 か なの で住 み た い 。

教育 の面 で違 うの は 、韓 国 で はハ ン グル の文字 を全 部 覚 え て か ら小 学 校 に入 る

が 、 日本 で は 「あい うえ お … 」 だ けだ。

姑 の故郷 は福 岡 なの で、 日本 に 来 る前 か ら人 が親 切 だ と聞 い て いた 。

言 葉 がわ か らず に字 も読 め な い が、 市 場や ス ーパ ー に行 って 覚 え た。

ガ ス トン 毎 日、 国際 化 ブ ーム の 中で 働 い て の 見方 は他 の人 とは少 し違 う。街 の 中で は英

語 の スペ ル、 大 文字 ・小 文 字 、 単 ・複 数 形 の間 違 い が多 く、 外 国 か らの客 は 「本

当 に福 岡 は国 際 都市 なの か」 と笑 って い る。私 は福 岡市 の職 員 と して 恥 ず か しい。

また、 福 岡市 は ア ジ ア太 平 洋 セ ンタ ー、 ア ジ ア文化 賞 、 ユ ニバ ー シア ー ド(9

5年)の3っ を計画 して い る が、 そ れ ぞれ の課 で働 い て い る の は 日本 人 だ けで あ

る。 時 々私 とも う一 人 の 国 際 交流 員 が 呼 ばれ て意 見 を聞 か れ る が、 ア ジア との 交

流 を 目的 と した仕 事 な らば ア ジア系 の 職 員 も加 え るべ き だ 。市 の プ ラ ンに も う少

し外 国人 を入 れ た方 が い い 。

伊 藤 「ア ジア 」 と言 い なが ら、 日本 人 のみ で会 議 を して い る。福 岡 がア ジ

アの 拠 点都 市 だ とい うの は せ ん え っで あ る。

次 に欲 しい情報 な ど を聞 きた い。

黄 こち らへ来る前 に、中国 でテ レビ放送 され たアジア太平洋博 覧会や国際マラ

ソンで福岡を知 って いた。

国際化 を目指す姿 は印象的であるが、街の看板な どに外国語や外来語 を使い過

ぎであ る。美 しい 日本語 を主力・して作 った看板が外 国人の心 を動かすのではない

か。表面だけの国際化の アプローチではな く、 自国の文化 を大切にすべ きである。

伊 藤 ア メ リカ人 の 使 う英 語 が4万5千 語 ほ どで、 そ の5分 の一 の数 にあ た る9千 語

を 日本 人 が外 来 語 と して使 っ て い る と言 う。

外 国 の文化 ・言葉 は むや み や た らと取 り入れ るの に、 外 国人 に対 して は心 を開

か な い。 我 々は 「日本 の文 化 」 があ れ ば こそ 日本 人 と して認 め て も らえ る ので あ

る。

Parvin 留 学 生 の住 む所 が 問題 だ 。 高 い家 賃 が 払 えな い ので 、 留 学 生 の た め の住 宅 が欲

しい。

ま た、物 価 が高 いの で 安 い所 も知 りた い。
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福 岡 で は 留 学 生 アル バ イ トす る場 所 が な い。 あ って も、 ほ とん どが ネイ テ ィブ ス

ピー カ ーの 英 語 の 先 生 だ。

ガ ス トン 時 々 フラ ンス 語 や韓 国語 の照 会 もあ る。

レイ ンボ ー プ ラ ザ で は帰 国 す る人 達 の不 要 家 具 な どを売 る 「さ よな らセ ー ル」 が

あ る。

Parbin

波多江

ガス トン

伊 藤

徐

任

除

黄

ガス トン

今 は レイ ン ボ ー プ ラザ が あ るの で い ろ い ろな情 報 を受 け て いる 。

レイ ンボープラザ と留学生会館の間には交流はあるのか。

よ く行 わ れ て い る。

住 宅や 日常 生 活 の 問題 な ど、 留 学 生 に集 ま って も らい 聞 いて い る。

市営住宅 を留学生 に優先的 に、 しかも無料で提供 して欲 しい。

看 板 な どの 英 語 がむ ず か しい。

アル バ イ トを した いが、 留 学 生 の仕 事 は ス ーパ ー な どの 肉体 労 働 ば か りで私 の

で き る もの はな い。 韓 国 で は結 婚 を した女 の人 に仕 事 はな い。 日本 で は あ る の に、

留 学 生 に はオ フ ィス で の仕 事 が な いの で あ る。

子供の問題 がある。来年小 学校入学だが、 日本 に来て まだ2カ 月なので言葉が

わか らな いので心配 だ。

また留学生会 館に住 んでいるので子供が騒 いでも理解 して もらっているが、ア

パー トに変わ った らわかってもらえるか どうか。

日本 は木 造 住 宅 な ので、 音 が よ く響 く。

日本人 はあ ま り大 きな声 を出さない民族だ。

私 も来 年8月 頃 に 引 っ越 さな けれ ばな らな いが 、安 い所 が 見 つか らな い 。

レイ ン ボ ー プ ラザ で よ く相 談 を受 け た内容 は、6月 に改 正 の あ っ た入 国 ビザ の 問

題 や 、JRの 時 刻 表 が 見難 く使 い か たが分 か らな い と い う相 談 、 また 質屋 や リサ

イ クル シ ョッ プ な ど中古 家 具 を売 って い る所 、 安 い外 国料 理 レス トラ ン、 帰 国す

る人 か ら、 日本 郵 船 な どの 引 っ越 し請 け負 い会社 と値 段 な どだ。

電 話 帳 を見 れ な い人 か らの 問 い合 わせ が多 く、 英 語 の電 話 帳 が あ れ ば便 利 だ と

思 う.緊 急 の 時 の た め に24時 間 営業 の ヘル プ ラ イ ンの よ うな 英語 の電 話 案 内 も

あ れ ば いい。 関 東(川 崎 、横 浜 、 東京)、 関西 で はNTTと'JAPANTIMES'の 電

話 帳 が あ る。JRは 全 部 で は な いが小 さ い もの な ら英語 版 が あ る。
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黄

伊 藤

黄

波多江

除

責

任

黄

Parvin

黄

徐

ガ ス トン

波多江

黄

徐

任

ア ジ ア地 域 の芸 術家 な ど を招 いて 映画 祭 な どのイ ベ ン トを開 いた ら良 い と思 う。

福 岡 をPRで き るの で は な い か。

「日本 は ア ジ アで あ りな が ら、 目は遠 くに向 い て いる」 と ア ジ アの 人 々は言 っ

て い る。 ア ジア地 域 の人 々 との心 の繋 が りが大 切 で はな い の か。

明治 時代 に 脱亜 入 欧 とい う政策 を採 っ たが、 今福 岡 の リー ダー達 はア ジア に 目

を向 け 出 した。

日本 の他 の 都 市 よ り、 確 か に福 岡 は ア ジ ア寄 りで あ る。

日本 の食 べ 物 に抵 抗 はな い か。

材 料 は同 じだ が、全 然 違 う料 理 を作 る。

日本 の 白菜 に は水 分 が多 い 。

大 根 も水 分 が 多 くて お い しい。

韓 国 で は ご はん を食 べ る の は、 ス プ ー ン を使 う。箸 は おか ず だ け に使 う。

福 岡 は海 の幸 、 山 の幸 に恵 ま れ て いて お い しい。

バ ン グ ラデ ッシ ュ とは 魚 の 種類 が違 う。海 の 魚 だ けで川 魚 は な い。

福 岡 の 中華 レス トラ ン と 中国 の 味 は違 うが お い しい所 も あ る 。

韓 国 に は 日本 料理 屋 が た くさ んあ る が、 福 岡 には韓 国 料 理屋 が な い。 あ って も

日本 人 向 け の味 に な って い る。

ア メ リカ で す き焼 き を食 べ た こ とが あ る が卵 がつ い て こ な か っ た。 ア メ リカ人

は生卵 を たべ な いか らだ 。

日本 の物 価 は どの 程 度 高 い と感 じる か。

品 物 に も よ るが、 中国 とは比 べ もの に な らな い。 しか し中国 で は 賃金 も安 いの

で な ん とも言 えな い 。

電 気 製 品 は韓 国 よ り安 い。

日本へ 来 る時、 家 族 は物 価 の高 さ を一番 心配 して い た。
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徐

波 多 江

Parvin

徐

伊 藤

黄

伊 藤

黄

Parvin

ガ ス トン

波多江

ガス トン

伊 藤

韓 国 で は お みや げ に万年 筆 や ボ ール ペ ン を買 うが、 日本 で は菓 子 しか買 え な い。

日本 の習 慣 や 宗 教 で 困 っ た こ とはな い か。

畳 の上 で の 生 活 に困 っ た。

尋 ね た家 で 自分 よ り年 上 の お ば あ さん が床 に座 って挨 拶 したの で び っ く り した。

福 岡の 人 が 外 国 の 習慣 を知 る こ と も大 切 だ 。

同 じこ と を繰 り返 す挨 拶 の や りと りが む ず か し く、 疲 れ る。

お世 話 して いな いの に 「お世 話 にな りま した」 と言 わ れ、 どう答 え て いい か ま ご

っ い た り、心 の こも っ て いな い挨 拶 だ。

外国人に}主 よこ しまな本心 を隠す偽善 だと思えるかも しれない。

そ れ を しな い と 日本 人 の 間で は 問題 に な る だ ろ うが、 外 国人 は ど う対 応 して い

いか わ か らな い。

電話 の応 対 も むず か しい。

弁論 大 会 で な か よ くな っ た 日本 人 に遊 び に来 い と言 わ れ た ので 行 った ら、 び っ

く りされ た。 挨 拶 の 言葉 だ った よ うだ。

始 め に この デ ー タベ ー スの話 を聞 いた時 は海 外 の情 勢 ・社 会 ・教育 ・人 口 な ど

の情 報 を提 供 す るも の か と思 った。

今 考 え られ て いる よ うな情 報 内容 であ れ ば、 レイ ンボ ー プ ラザ で十 分 で は な い

か。 福 岡 県 の 国 際 交流 セ ン ター もあ る し、 北九 州 に もで きて いる 。

ま た、 も し作 る の で あれ ば 民 間の会 社 だ けよ り県 や市 と協 力 して作 る方 が い い

の で はな いか 。

県 や 市、 国 の機 関 な どは、 い ろ いろな 情報 を持 って い るの で そ れ を1ヶ 所 に ま

とめ る よ うな も の を作 りた い と思 って いる 。

学 生 の た め の英 語 の 本 が少 な く困 って い る。 英字 新 聞 も1日 遅 れ で あ る 。

今 日は貴 重 な意 見 をあ りが と うご ざい ま した 。 デ ー タベ ー ス作 成 の参 考 に させ

て い た だ き た い。
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1.対 象 者 の 属 性

①性別

(Nエ462人)

年齢

全 体

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 以上

01P『o甲 4P
『o

6P 7P8P甲 100罵

男性 女性 無 回 答

'- '一
一 ・... .^i

W彩 ご 勿 58.9 卜
ib

卜
ib

卜

io

ヒ
ト
ib

i'b

卜
、

〃微 多ン、: 63.3

w勢 一 50.0

w多 ハzご" 63.6

w・ 多重、 58.0

w鰯 磁 勿 … 一←卜

一91= 58.3

口=462

98

91

ne107

卜 ・・

・性 別 で は 、 「女 性 」 が58.9%を 占 め 、 「30歳 代 」50.0%を 除 く他 の 年 齢

層 は 、 全 体 の 構 成 と あ ま り変 わ らな い 。 一 方 、 「男 性 」 は41.1%を 占 め 、

「30歳 代 」50 .0%が 他 の 年 齢 層 よ りや や 突 出 し て い る 。
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② 年代別

性別

全 体

馴生

女性

0 IO 20 30 40 50 60 70 80

(Nロ462人)

90100X

2
0
歳
代

3
0
歳
代

∨ 》 又
21.220.3 ＼

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
以
上

無
回
答

奄4,8

雁 ご コ ………・・ぴ ………………

ご
暑 岨

Is.9

zこ[三22.R 17.」

N・1go

io
N=272

0

・年 代 別 で は 、 「40歳 代 」 が 最 も 多 く23.2%を 占 め る 。 次 い で 、 「30歳 代 」

20.3%、 「20歳 代 」21.2%の 順 で あ る 。 男 性 で 見 る と 「30歳 代 」24.8%

が 最 も 多 く 、 次 い で 「40歳 代 」20.5%、 「20歳 代 」18.9%の 順 と な っ て

い る 。 女 性 で 最 も 多 い の が 「40歳 代 」25.0%で 、 次 い で 、 「20歳 代 」 の

22.8%、 「30歳 代 」 と 「50歳 代 」 の17.3%の 順 で あ る 。
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③職業別

性別

全 体

男性

女性

o 10 20 304050 60 70

(Nヂ462人)

8090100X

.'

ta.462

N=1go

lsZ'二==亙====竃 垂 弐272

・職 業 別 で は 、 「会 社 員 」 が 最 も 多 く33.1%を 占 め る 。 次 い で 、 「主 婦 専

業 」 の25.3%で あ る 。 男 性 で は 「会 社 員 」 が61.6%と 最 も多 い。 女 性 で

は 「主 婦 専 業 」43.1%が 最 も 多 く、 次 い で 「パ ー ト ・ア ル バ イ ト」19.4

'%の 順 で あ る
。

④家族構成

(N-462人)

性別

全 体

男性

女性

01P神 叩4♪`06P㍗ ¶ 甲 1001

入 天 ヌ え ヌ ∫
5
上

嚢

…頴 蒜 ・. 鞍'>1ご 三重華遺;

jl戸

216、 、

魏 諮懸一 一 ㌘賜 峠郵
〉ぽ ㌫'1'豹 吻" ・暗 碁

rl・462

N=190

n=272

・ 家 族 構 成 で 最 も 多 い の は 「3人 」 で26 .9%を 占 め る 。 次 い で 、 「4人 」

25.5%、 「2人 」18.60/・ の 順 で あ る 。 男 性 で は 、 全 体 同 様 「3人 」 が 多

く 、27.9%を 占 め る 。 女 性 で は 、 「3人 」 と 「4人 」 が26.1%ず っ で 最

も 多 い 。
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⑤居住年数

(N-462人)

性別

全 体

男性

女性

。1prO甲10rO6P・P¶ ・ 甲1…

2
年
未
満

2
年
～
6
年
未
満

s

、

6
年
～
1
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, ・

,、
9 A

. 、
・

,〉
・

l

o

年～

1
5

年
来
滴

-亀
、

、、
、エ、■A

・〉
・、

「、も
、亀

、

1
5

年
、
2
0

年未

満

・- 、

、・
、.

- 、

2

0
年
～
2
5

年未

満

. ・A , ■、
、、

・、
●、

.
・●・.、、」, 、A

、、
・,

. 舎・ .

2
5

年～

3

0
年・
未
満

、 ・
-,

、、・

A. ・ , A 、、.
A ,・

・A
・9.・

3
0
年
以
上

、
、、

、、

、

、
、、

、、A

・、・、 、、,,

無
回
答

、
、
、

、
、

、

、

、s'聡 ㌶i二 没 ▼
N注〉 商物 10.2

.・^、{二"こ=

三エ:1.三
A

司 .灘〒

¶

1

・::

、 ■

タシ

{N・

1L」」,、

::0

.

頁 、 、
.

15.8=.
肩

一

×XX

33.6 ×1ミ屹 揚句
9.5 ≡ ≡罫

双^

25.・1

",÷
・:

)i彪
.顧 ・

・13・2・io

:'

}馴 ・
0

耀 了i'顎 翻 ・''亡者Lぬ 10.7

==

江;ぶ癒
,.・.・.・.・

N"272

・居 住 年 数 で 最 も 多 い の は
、 「2～6年 未 満 」 で28.8%を 占 め る 。 次 い で 、

「10～15年 未 満 」15 .4%、 「2年 未 満 」14.9%の 順 で あ る 。

ま た 、 男 性 は 「2年 ～6年 未 満 」 が33.6%と 、 女 性 の25.4%と 比 較 し て

多 い 。

⑥地域区分別

性別

全 体

男性

女性

(N■462人)

100x

N=462

Hロ1go

N=272

・ 「東 区 」 が 最 も 多 く21
.5%を 占 め る 。 次 い で 、 「南 区 」19 .o%、 「早 良

区 」15.6%の 順 で あ る 。
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2.海 外 旅行 経験 の状況

(1)旅 行 経 験 の有 無

①全 体 、性 別

(Nm462人)

性別

全 体

男性

女性

。 ヤ 4P 甲 6P 7P8P甲 1001

二 印
.あ る

ない 無回答

iiol

セ
io・

い
b

w多 賜 勿 . .
一'[

一 チ≦一 51.6

'獺 彰吻
71.3

N治462

Nn272

・全 体 で 見 る と、 海 外 旅 行 へ 行 っ た こ と が あ る と答 え た 人 は36.6%で あ る 。

・性 別 で は 、 男 性 の 海 外 旅 行 経 験 者 が47.9%と 、 女 性 の28.7%よ り19.2ポ

イ ン ト多 い 。

②年代別

《N=462人)

年齢

全 体

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 以上

01P2P叩 ¶o甲 6P 印 『o甲 1001

ある ない 無回答

∨卜

iδ・2

卜
i、

卜
i、

卜
ib

壮

Jl7

卜
、

b

〃工 多"劾 、 63.2

w勇wz膠 51.0

wチ 揚 物' 59.6

w鰯 幽' 69.2

微 彪勿 70.4

+多 党ご 67.3

輪 勢劾 勿 66.7

Nn462

gs

91

n=107

81

24

・ 「20歳 代 」 で は49 .0%が 海 外 へ 行 っ た こ とが あ る と答 え 、 他 の 年 代 に 比 べ

相 対 的 に 多 い 。 次 多 い の が 、 「30歳 代 」40.4%で あ る 。
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③職種別

(N"462人)

職業

全 体

会社員

公務員

自営桑

パ ー ト ・ア ルバ イ ト

主婦白塗

学生

その他

01P20ψ 4P5P
¶ ㍗6P甲

ある ない 無回答

'''
"一 …

、一 ..

w勢%彩 勿 、 ・Ω'卜

wz勇w劾 、 53.6

－zご 勿 47.4

w弱w 48.1

%多 多物 、
77.8

:

'微 透ご 73.5

…

%多 彩z 、 60.0

三ib

己 》万物z 70.9

N・・4f;2

19

54

54

10

55

・職 種 別 で 見 る と 、 「公 務 員 」 が 絶 対 数 が19と 少 な い も の の 、

者 が52.6%と 過 半 数 を 占 め る 。 次 い で 、 「自営 業 」51.9%、

46.6%の 順 で あ り、 勤 労 者 の 海 外 旅 行 経 験 者 が 比 較 的 多 い 。

海外 旅 行経 験

「会社 員 」
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④地域区分別

地域

全 体

東区

博多区

中央区

南区

城南区

早良区

西区

o 10 20 30 40 50 60 70 80

(N■462人)

901001
llIllllll

1・
…if:・

卜
ib

io

ib

lo

i、

b

ある ない 無回答

w勢"劾 斑 ∨卜
il… δ:・

w勢 、 ぴ ・

ご%微: .胴

w勇%iご 伽 卜

w勢='刷 卜

zごw'梛 卜

微 力ご 、 四 十

w砺 ご 川 中

Ne462

99

卜…

72

45

・福 岡 市7区 の 区 別 で 見 る と、 「中 央 区 」 の 海 外 旅 行 経 験 者 が 多 く、49.2%

を 占 め る 。 次 い で 、 「東 区 」 と 「南 区 」 の36.4%で あ る 。

「中 央 区 」 を 除 い て 、 全 体 と 同様 な 割 合 とな っ て い る 。
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(2)旅 行 の 用 件(MA)

①全体

(Nロ169人)全 体

0102030・1050f;0706090X

観光

その他

視察

m;祭交流写の海外1七誤

留学

・全 体 で 見 る と、 「観 光 」 で の 海 外 旅 行 が 圧 倒 的 に 多 く85.2%を 占 め る 。

次 い で 、 「視 察 」10.1%、 「国 際 交 流 等 の 海 外 出 張 」 が7.1%の 順 で あ る 。

②性別

男1生

観光

視察

その他

国孫交流等の混ク}出張

臼学

(N=91人}

50HO7060鳥

一 逐灘 ＼
〉
賜 易%z

その他

視察

影〒字

国際交流o}の淘外出…畏

＼

(N=78人)

100X

〉)|・ 〉

・性 別 で 見 る と 、 男 女 と も 「観 光 」 で 海 外 へ 行 っ た 人 が 多 く 、 男 性 で79 .1%、

女 性 で92.3%を 占 め る 。 ま た 、 男 性 で は 、 「視 察 」 で16.5%、 「国 際 交 流

の 海 外 出 張 」 で13.2%の 人 が 海 外 へ 行 っ て い る 。

一161一



③年代別

20歳 代

眼光

その他

国1際交流等の海外出張

留学

視察

《N=48人)

一 一
懸
ご…

・20歳 代 で は
、 「観 光 」 が 最 も 多 く 、83.3%を 占 め る 。

30患 代

観光

その他

書兄察

国際交流等の海外出張

田学

(N=38人)

・30歳 代 で も 、 「観 光 」 が89.5%と 大 部 分 を 占 め る 。

40歳 代 (N=33人)

・光〉一
顧疹、彪・

その他

聞際 立流 等の 泊ク}出三ft

留:学

"・40歳 代 で は
、 「観 光 」 が84.8%で 最 も 多 い が 、 「視 察 」 も15.2%い る 。
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50歳 代
(Nu24人)

蹴一 一
1・・藻

国巨祭交流等の海外出張

その他

吊7.Le－

髪1後 ・5z

"…

・50歳 代 で は 、 「観 光 」83.3%に 次 い で 「視 察 」 も20.8%い る 。 こ の 年 代 の

「視 察 」 で の 海 外 旅 行 経 験 者 の 割 合 は 、 他 の 年 代 に 比 べ 多 い 。

60歳 代

放光

視察

その他

州 際 文↓荒寺 のi・1,1外:li':∫}

留学

.彩%

(Nロ ハ8人)

9.OX

・60歳 代 で は 「観 光 」 が 最 も 多 く88 .9%を 占 め る 。 次 い で 、

の 順 で あ る 。

「視 察 」16 .7%

70歳 以上

0

観光

その他

1亮察

四襟、交流等の海外出投

陥7学

(N=8人)

1020.?04050(io70SO.1

＼雛 慧is珍 ご
>>
逐"
灘膠

・70歳 以 上 は絶 対 数 が8と 少 な い が
、75%の 人 が 海 外 旅 行 経 験 の 用 件 と して

「観 光 」 を挙 げ て い る 。
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④職 種 別(会 社 員、 公務 員 、 自営 業 、 主 婦)

会社員

観光

視察

その他

国標交流等の海外出張

留学

(N-71人)

　欝

・会 社 員 で は 、 「観 光 」 で の 海 外 旅 行 が 最 も 多 く 、81.7%を 占 め る 。 次 い で 、

「視 察 」15 .5%で あ る 。

公務員
0

産2光

国漂交流等の海外出張

1見察

留学

その他

10 20 30 ・10 50

(N=10人)

6070X

－ 逐一
>>
＼霧〉
＼蕩>
i議

・公 務 員 で は 絶 対 数 が10と 少 な い が 、 「観 光 」 で の 海 外 旅 行 が60.0%で 最 も

多 く、 次 い で 「国 際 交 流 等 」 の 海 外 出 張 」30.0%で あ る 。
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自営業 《N・=28人)

蹴一 一
その他

視察

'因 擦交流等の海外出張

留学

・自営 業 で は 、 「観 光 」 が 最 も 多 く89.3%を 占 め る 。

三L婦埠栗.
(Nロ3」 人)

剛一
幌察

その他

Iq宏交流等の溺外出z彊

留学

・主 婦 専 業 は 、 「観 光 」 で の 海 外 旅 行 経 験 が96.8%と ほ と ん ど を 占 め る 。
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(3)旅 行 の 行 き 先(MA)

①全体

(N=169人)

全{事

北 アメ リカ、 ハワ イ

中田 、韓国、 台湾、

香港

東南アジア

ヨーロッ パ

グアム、オ ース トラ リ

ア、ニュ ージーラ ン ド

その他

中市米

中近東

アフリカ

ソ 運 、 日!ll,

　欝
]・ ・

・全 体 で 見 る と 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」 が 最 も 多 く49.1%を 占 め る 。

次 い で 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」46.7%、 「東 南 ア ジ ア 」21.3%、

「ヨ ー ロ ッ パ 」20.1%、 「グ ア ム 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 」

17.8%の 順 で あ る 。
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②性別

男{生
10 20 30 `to

(Nm91人)

5060X

響害
弊

　二
ロ

…

輔

↑

謬㌻だ

…

胱

1{1近東

アフリカ

ソ連 、!1!1・X

逐 …

・男 性 で 見 る と
、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」 が 最 も 多 く51.6%を 占 め る 。

次 い で 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」45.1%、 「東 南 ア ジ ア 」23。1%の 順 で あ

る 。

女性

北 アメ リカ、 ハ ワイ

中田.彰 …国、台 湾.

香港

ヨーロツ パ

ケアム、オ ース トラ リ

ア、ニ ュー ジー ラン ド

珂⊆南ア ジア

その他

ソ遅、 東欧

中近来

アフ リカ

【1哺:|ξ

(N=78人)

〉

＼
＼
＼
顔

　騨
・女 性 で は

、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」 が 最 も 多 く53.8%を 占 め る 。 次 い で 、

「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」41.0%、 「ヨ ー ロ ッ パ 」2'5 .6%の 順 で あ る 。
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③年代別

20歳 代

北 アメ リカ、 ハワイ

中田 、韓国、台 湾、

香港

グアム、オ ース トラ リ

ア.ニ ュージーラン ド

ヨー ロッパ

東南アシア

その他

ソ連、刺X

rlJ近 東

アフ リカ

`1哺 来

10 20 :幻 40

(N=48人)

50`iOI

%ご 一
修'・',ご蓬
＼ 逐>
>灘寡"
ご"
影"

・20歳 代 で は 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」 が 最 も 多 く 、50.0%を 占 め る 。

次 い で 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」31.3%、 「グ ア ム 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 」20.8%の 順 で あ る 。

30歳 代

北アメ リカ、 ハワ イ

グアム、オ ース トラ リ

ア、ニュー ジーラン ド

中国、韓国、台湾 、

香港

ヨーロッパ

取南アジア

中i∬米

中近東

ア フリカ

その他

ソ連、り{欧

(N=38人)

70る

・30歳 で は 「北 ア メ リ カ
、 ハ ワ イ 」 へ の 旅 行 経 験 者 が60.5%を 占 め る 。

次 い で 、 「グ ア ム 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 」31.6%、 「中 国 、

韓 国 、 台 湾 、 香 港 」28.9%の 順 で あ る 。
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40歳 代

0

中田、位田 、台湾 、

香港

北ア メ リカ、 ハ η イ

ヨ ーロ ツパ

川南アジア

クアム.オ ース トラ リ

ア、ニ ュー ジーラン ド

その他

ソ連、,東欧

中近東

アフリカ

中南米

10 20

(N=33人)

60竃

一 宏一
診一
べ 懇
1>>
ご"
霧…

・40歳 代 で は 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」 が 最 も 多 く 、57.6%を 占 め る 。

次 い で 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」48.5%、 「ヨrロ ッ パ 」24.2%の 順 で あ

る 。

50歳 代

0

中国、 鵯田、f,;湾 、

香港

東南アジア

北 アメ リカ、 ハ ワイ

ヨー 【コツパ

ク〔ム 、オ ース トラ リ

ア.ニ ュー ジーラ ン ド

中近rれ

その他

ソ連.東 欧

アフリカ

rll市 来

・50歳 代 で は
、

次 い で 、

で あ る 。

(Nロ24人)

1020304050607080X

－ 霧撒 〉
、 慧
、 〉
逐"
s
霧…
逐…

「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」 が70 .8%と 圧 倒 的 に 多 い 。

「東 南 ア ジ ア 」33 .3%、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」25.0%の 順
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(N=18人)
60歳 代

中国 、韓国、台 湾、

香港

北 アメリカ、ハ ワイ

ヨ ー ロ ッ パ .

TAti"jア ジア

ア フリカ

中南米

グアム、寸 一ス トラ リ

ァ、 ニュー ジーラン ド

野議

s

陽
ソ連、東欧 ←

rl】近 東

その他 ←

・60歳 代 で は 、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」 が 最 も 多 く72.2%を 占 め る 。

次 い で 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」61.1%、 「ヨ ー ロ ッ パ 」27.8%の 順 で

あ る 。

(N=8人)
70歳 以上

東南アジア

中田、韓 国、台湾.

香 港

北 アメ リカ.ハ ワ イ

ヨー ロッパ

中南米

グアム、オー ス トラ リ

ア ー ジ ラン ド

ソ連.東 欧

中近東

ア フリカ

その他

玩zご一

襲蕪
慧

・70歳 以 上 は 絶 対 数 が8と 少 な い が 、 「東 南 ア ジ ア 」 と 「中 国 、 韓 国 〉'台 湾 、

香 港 」 が そ れ ぞ れ50.0%と 最 も 多 い 。
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④ 職 種 別(会 社 員 、 公務 員 、 自営 業、 主 婦専 業)

会社員
0 10 20 30 40

(N-71人 》

50C,OX

北 ア メリカ、 ハワイ

中 国、韓国 、台湾 、

香港

東南アジア

グアム.オ ー ス トラ リ

ア、ニ ュー ジーラン ド

ヨーロ ッパ

その他

中南米

アフリカ

中近東

ソ連 、東欧

。・%{7.6,・t・'.・z'z%

鞭
騨

i/1'S.6多

/2 .8

1.4

・会 社 員 で は 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」 が 最 も 多 く53.5%を 占 め る 。 次 い で 、

「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」47.9%、 「東 南 ア ジ ア 」21.1%の 順 で あ る 。

公務員

北 アメ リカ、ハ ワイ

ヨー ロッパ

中国.韓 国、 台湾、

宣}浩

取南アジア

中遊車

グアム、オ ース トラ リ

ア、 ニュー ジーラン ド

ソ連 、東欧

アフリカ

中南米

その他

(Nn10人)

・公 務 員 は 絶 対 数 が10と 少 な い が 、

が6割 い る 。

「北 ア メ リカ 、 ハ ワ イ 」 へ の 旅 行 経 験 者
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自営桑

中国 ・韓国⊃台 湾・

香港

北 アメ リカ、ハ ワイ

東南アジア

ヨ ーロッパ

一挺
・修14.3z7z

㌘ 全三三;三;烈 診・・1:P>'

その他

ソ連.東 欧

中近東

アフリカ

中南米

《N目28人)

60X

・ 自 営 業 は
、 「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」 が 最 も 多 く53.6%を 占 め る 。

次 い で 、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」46.4%、 「東 南 ア ジ ア 」28.6%の 順

で あ る 。

(Nn31人)
主婦専業

北 ア メリカ.ハ ワイ

中国、韓国 、台湾、

香港

ヨ ーロッパ

グアム、オ ース トラ リ

ア、 ニュー ジーラン ド

東南アジア

その他

ソ連 、東欧

中近東

アフリカ

中南'米

〉欝欝

・主 婦 専 業 は
、 「北 ア メ リ カ 、 ハ ワ イ 」 が 最 も 多 く51.6%を 占 め る 。 次 い で 、

「中 国 、 韓 国 、 台 湾 、 香 港 」38.7%、 「ヨ ー ロ ッ パ 」32.3%の 順 で あ る 。
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3.外 国人 の 友人 の有 無

① 全体 、 性 別

(Nロ462人)

性別

全 体

男性

女性

010
1 『o 甲 40

1
5060
11

70
1 ¶o

go
'

1001

いる いない 無回答

卜
io

卜
ib

卜
b

彩〃 90.5

勿扱 87.4

zり 92.6

N=・162

N=1go

・全 体 で 見 る と、 外 国 人 の 友 人 が い る と答 え た 人 は 、9.5%で ある 。

・男 女 別 で 見 る と、 男 性 で 外 国 人 の 友 人 が い る と答 え た 人 は 、 女 性 よ り5.2ポ

イ ン ト多 く12.6%を 占 め る 。

②年代別

年齢

全 体

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 以上

0 10 20 .30 40 50 60 70 ●0
llI}|lIII

いる いない 無回答

彩Z…

フ陽 ・・1

彩錫 四

宏1勿 凧1

彩z四1

万 効 刷

フ陽 ・・1

(Nロ462人)

90100X

㍗

い
b

|N=107

、

b

卜 ・1
b

90

n零24

b

・年 代 別 で 見 て も 、 外 国 人 の 友 人 が い る と答 え た 人 の 割 合 は 、 全 体 と あ ま り

変 わ ら な い 。
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③地域区分別

CNg462人)

地域

全 体

東区

博多区

中央区

南区

城南区

早良区

西区

01P印 甲 4P 甲6P
7P ¶o甲

1001

いる

.,'
,・

.'・.

..■'.
・≠・

いない 無回答

.■",・

一 パ!'
・'

醐
90.5

Nロ4

ib

i》》i
9L9 ピ

～
io

ib
1》》1

〈}L4 _王

、 》叛 7L2
P】享

ib

.〔
0

…

三
iO

じb

.'"
,合'.

....・ …'"　

幼 多
92.0

,'

'

'

,.

:舅
95.6

、
、
、
・

、
、、

㌘ 〃 go.3

,'
.

,"

io

膨 933 ご
0

99

59

45

72

45

・福 岡 市7区 で 、 外 国 人 の 友 人 が い る 割 合 が最 も 多 い の が 「中 央 区 」 で あ リ、

28.8%を 占 め 他 の 区 よ り突 出 して い る 。

一174一



4。 外 国人 に道 を聞 か れ た とき の対応

①全 体 、性 別

(N=462人)

性別

全 体

男性

女性

・1P20『P401乎7P 6080甲1001

i

英85で 教える カタコ トの英語で教え

る

知らないふりをして通

りすぎる

その他 無回答

』 勢↓ 劾＼一肇 国麹 ・

iiiib

:

ぶト 夢参一 勿 12.6N百

b
.!・/

一 彩》-1・ ・ 221

2:9

N=462

N=1go

tle272

・全 体 で 見 る と、 「カ タ コ トの 英 語 で 教 え る 」 と 答 え た 人 が 最 も 多 く63.8%

を 占 め る 。 次 い で 、 「英 語 で 教 え る 」4.8%で あ り、 英 語 で 対 応 す る と 答 え

た 人 は68.6%を 占 め る 。

・性 別 で 見 る と 、 男 性 で 英 語 で 対 応 す る と答 え た 人 は74.2%、 女 性 で は

64.7%で あ リ、 男 性 の 方 が1割 程 多 い 。

一175一



②年代別

(Nm462人)

年齢

全 体

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 以上

。1P20 苧
405P60 7P80 甲 100鴇

i

英語で教える

.,,'".
・・

2巳 トの英語で教え

知らないふ りをして通

言 ・●.

そ の 他

㌧" ㍉一…

＼ ..
,` 7 、

無回答

、●、
、 '㌦

・＼
..

., ■、. '㍉
- '・

一 、
一 、

'

〆・■「"ρ

A」

'"
・・ ..'㍉ ・

:

ぶw勢%-z－ ㎜ 匿華1亘…叢
Nエ

〇

三
〇

Nコ

o

l↓コ

o・

…

、 ■層. 一
、.

、・ ■ 、■、『"、
』一

・一
...㍉ ・一.『

ぶ一 ξ一 ・''・
,'

:

ミ≧1ミ≒ 珍ZZ珍%多 硬 灘
、・ ・A・ ・,,-

、

∫

惑一 一 膠三・,難難燃三{
,皐",・

.〔/ 7■ 「P・ ・

.'

..'"

←

葺=%亮 一
'■"

13.6
≡ ミ二黒三三鋪万三三三三三R・

";"
、

、

、 A

b

・一 兇＼ 25.9

_騰 叢璽懇 懇
Nエ

"o

3㌔
'・,■'"

'.'■ 「' .,P.

7../"『

ミw勇w 20.8
↑1吉

、

o

98

9・1

1↓:107

81

58

24

・ 「英 語 で 教 え る 」 と 答 え て い る 人 の 割 合 は 、 年 代 別 に 見 て あ ま り差 異 は な

い 。 しか し、 「カ タ コ トの 英 語 で 教 え る 」 と答 え て い る 人 の 割 合 は 、 年 代

が 高 く な る に つ れ て 減 少 して い る 。 ま た 、60歳 以 上 に な る と 、 「知 ら な い

ふ り を して 通 りす ぎ る 」 人 が2割 を超 え て い る 。
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5.外 国 と の 交 流 に っ い て

(1)交 流 先 と して最 も関心 の あ る国

① 全 体、 性 別

性別

全 体

男性

女性

o 10 20 30 40 50 60 70 ξ,り

(N己462ノ 、)

90100X
ll`lllll

ア イ イ イ イ オ カ せ シ ス ス ソ タ 中 デ ド
1

フ!プ フ 弍 ル そ 無
メ ギ タ ン ン 1 ナ 国 ン イ べ 連 イ 国 ン イ イ 巨 ・ラ キ1 の 口
リ リ リ ド ド ス ダ ガ ス イ マ ツ リ ジ'ン シ マ 他 台
刀 ス ア ネ ト ポ ン 1 ビ ル ス コ ニ

シ ラ 1 ク ン ア
ア リ

ア
ル

・. .・ 、 ・..".

1
・,・

':二二:…三1'`藁iii"
・・、"、1・ ・…:., .、、.:'1㍉;;:…1三 …㍉.、..、"'

戚、 ・`
::1三 之x三:・・、1."・.、 .

鎌i旙 灘 …
∨

〉

1 灘
裂離懇§u…ピ ≒ 璽i～

一 ・ ㌔・、一
.、0}20.60.2}.4メ ㌧23.00吟40:40

門 、.

00∫臼.300.22.δ0

灘 、,亮
1

没 纏1談 漣
7.9

1・

[2三 迫 ぎ 菱
}1ロ190

`
二2 .文=bOO.5'ヨ:乏 　51亘.(iも ・・(㌧,1.ゴ ＼ δ0!::00.50.5000.50

sΣ こ.

・燃 曇懸 盤 灘 遍 品=一≡藝薮 十272

`-、'

0.41.10.41.80.40.700001.δ(凪L4

・全 体 で 見 る と
、 交 流 先 と し て の 最 大 関 心 国 で 最 も 多 い の が 「ア メ リ カ 」 で

40.7%を 占 め る 。 次 い で 、 「中 国 」16.9%、 「韓 国 」7.1%、 「オ ー ス ト ラ

リ ア 」6.9%、 「ソ 連 」6.7%の 順 で あ る 。

・ 性 別 で 見 る と 、 男 性 で は 「ア メ リ カ 」 が ト ッ プ で43.6%を 占 め 、 次 い で 、

「中 国 」21 .6%、 「ソ 連 」7.9%、 「韓 国 」7.4%、 「ド イ ツ 」6.3%の 順 で

あ る 。 一 方 、・女 性 で は 「ア メ リ カ 」,38,2%が 最 も 多 く 、 次 い で 、 「中 国 」

13.6%、 「オ ー ス ト ラ リ ア 」9.6'%、 「韓 国 」7.o%、 「ソ 連 」5 .9%の 順 で

あ り 、 女 性 で 「オ ー ス ト ラ リ ア 」 を.挙 げ て い る 割 合 は 、 男 性 の3倍 で あ る 。
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②年代別

(N-462人 》

年齢

全 体

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 以上

010203040506070シ)90100駕
ll$lll

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

イ
タ
リ
ア

..■.

イ
ン
ド

イ
ン

ド
ネ
シ
ア

オ
1
ス

ト
ラ

リ
ア

..●.

カ
ナ
ダ

　 ' "::::…:三……………き べ 議 轟

………㍉ilご ・_.一 ・・…

韓

国

も:
:::::=:: .

シ
ン

ガ
ポ
1
ル

ス

イ
ス

,. ・A. .

ス
ペ
イ
ン

ソ
連

.,L・ .

タ

イ

" -『 ・・"舎 ㌔ ・ .::"一..,㍉ ㍉ .も" ・:こ:・
^.、:一 ・..:^"

'='"・
・:::…;…..、

中
国

亀■亀

・、

デ
ン
マ
1
ク

.」..

・:こ こ=こ ・.

ドiフ
イ1イ
ツ㍑

レ

l

l
」

:1

|

[.

一.:',.

・.'=、
、.

フ'フ
二 二'

ジ.ノ

ル ス

ー'一.:・9『'ご'㍉
㍉.

メ い し
キ|
シ マ
コ ニ

ア

A ・

'

そ
の
他

…'^;二 』・

….乙)、:・P.A■ ■・.'亀 ・`、:c・=

無
回
答

、

、
、

薮 、
40.7

、!`

i4・ 諌i6・7、竃̀讃i蕊 =溺 ヨ国議 ～
ヤ

01烈16亙a:4 .・・、0.23=0、0.40.4・ ・'000:2L300・22・ δ0
、

Σ

∨

40.9

、

'入
.灘 蕊 §

、膿 工=… ・曇 ・、
61.o=碗2;o・..03.1000』 ㌔01・01・oo1ウooo

、

'

、必

∨

47・75× ∨
∀)

、'

x2～

鍵 ㌶i灘黍ミ§i≡重已紗.、
__,_一__,㌶,z:ξ ごごzグパ:二 〇}:三1:-0己2一 二,一夕二:=O}∴1・」∵11-1'0-'ρ001-1001-10

..・㌧…"zσ

↓

1

↑～=IO7

.

灘 囚.7

∨ 、

、 ン

懲醸畿灘〆 芯
覇 、.5=1,.、 一 葦 報.7

†「
㊨

・～テ・～_

.・・:9・ ・9・ ・9!'〆 ・〆1;:6''"…'・62:8・01り ご:δ
r・'

r 法㌶ 嚢灘翼翼燃 ,.、i,,。 忌1一 ㍉
1、 ・`

!!1・=・..・

1～_・4

L2』 』0'O・0・ ～、1;A・ ・L2ー ミ…L2二 、 〇 二〇'0。1・2001・2。
s

灘 澱'繰 霧慾1:1　
仁 ・

.14`1一

5,2=

.

...－Lい 二.・......一.._

.戸 ∵∫∫∫:云笥 ゴ'0叫17,L㌃L7L7C二.:Ou、41:7"103:400…0)Oz「.P'

嚢 33.2 麟遥遥
×,
.2仁==20.s,

＼ 、

・`r` ⑯'1⑯ 「

N=5S

輌.
⑯オ

H

、

一
:12・5F=‡fis24:4.2

一`11

⑯¶ 目1目1
.._1・ ドペ、 　一「一 吟、

00(DOOOOOOOOOO

・年 代 別 に 見 る と、20歳 代 で は 最 大 関 心 国 と して 「ア メ リ カ 」 を 挙 げ て い る

人 が40.9%と 多 い が 、 「オ ー ス トラ リア 」11.2%や 「ドイ ツ 」9.2%も 他 の

'年 代 に 比 べ 比 較 的 多 い
。 ま た 、'60歳 代 で は 「ア メ リ カ 」52.o%と 「中 国 」

24. .1%へ の 関 心 が 高 く、 こ の 「中 国 」 へ の 関 心 の 高 さ は高 年 齢 層 に 見 ら れ

る 。70歳 以 上 で は 、 「韓 国 」 に 関 心 を持 っ て い る 人 が16.7%を 占 め 、 他 の

年 代 よ り多 い 。
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(2)交 流 先 と し て 選 ん だ 理 由(MA)

①全体

《Nロ4C二 人)

全 体

産桑責易の面で深 く

関わっている

歴史的に深い関わ りを

もっている

文化、伝統に魅力が
ある

国民性に妖惑がもてる

距離的に近い

自然や気慎などがよい

その他

無回答

－lp苧 沖4管

一 ㌘撒 〉
§ 多選
-募 、
〉 膨〉
べ|
＼ 膨べ
、 》＼

一

・ 「産 業 貿 易 の 面 で 深 く 関 わ って い る 」 と 回 答 し た 人 が 最 も 多 く
、35.7%を

占 め る 。 次 い で 、 「歴 史 的 に 深 い 関 わ り を も っ て い る 」21.o%、 「文 化 、

伝 統 に 魅 力 が あ る 」17.1%の 順 で あ る 。
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②性別

(N=19:ノ.』

男性

産桑貿易の面で'深く

関わっている

歴史的に深い関わりを
もっている

文化、伝統に魅力が
ある

距註的に近い

国民性に好感がもてる

その他

自然や気候などがよい

・男 性 で は 、 「産 業 貿 易 の 面 で 深 く 関 わ っ て い る 」 を 挙 げ た 人 が 最 も 多 く、

44.2%を 占 め る 。 次 い で 、 「歴 史 的 に 深 い 関 わ り を も っ、て い る 」23.20/・ 、

「文 化 、 伝 統 に魅 力 が あ る 」18.4%の 順 で あ る 。

女性

産業貿易の面で深く

関わっている

歴史的に深い関わ りを
もっている

文化、伝綻に意力が

ある

国民性に好感がもてる

自然や気候などがよい

距起的に近い

その他

(N=272人)

301

・女 性 で 見 て も 、 上 位3項 目 は 男 性 と 同 じで あ り、 ト ッ プ に は 「産 業 貿 易 の

面 で 深 く 関 わ っ て い る 」29.8%が 挙 げ られ て い る 。

・ま た 、 男 性 で は 「距 離 的 に 近 い 」 が14.7%と4位 に 挙 げ られ て い る が 、

女 性 で は 下 位 に位 置 して い る 。
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6.国 際 化 の 進 め 方 に つ い て(MA)

①全体

全 体

留学生の交換、

W少 年の海外派遣など

国際色豊かな大会や
行事の誘致開催

外国人が魅力を感 じる

観光拠点や断つくリ

産桑、文化などの海外
への紹介

海外の最新情報の入手

及び提供

外国人のための情報サ
ービスセンターづくリ

表示板の外国語表示

海外企業の誘致、
企業の海外進出

国…筆.的施設、国語ホテ

ルなどの建設 ・誘致

外国人向けのガイドブ

ックづくリ

その他

40

(Nロ ・ ・462人)

5060%

・最 も 多 か っ た の が 「留 学 生 の 交 換 、 青 少 年 の 海 外 派 遣 な ど 」 で 、57.4%を

占 め る 。 次 い で 、'「 国 際 色 豊 か な 大 会 や 行 事 の 誘 致 開 催 」49.8%、 「外 国

人 が 魅 力 を感 じ る 観 光 拠 点 や 街 づ く り」34.8%と 続 い て い る 。

ま た 、 「外 国 人 の た め の 情 報 サ ー ビ ス セ ン タ ー づ く り」 を 、22.1%の 人 が

国 際 化 を進 め る 方 向 性 と し て 挙 げ て い る 。
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②性別

男性

留学生の交換、

青少年の海外派遣など

国際色豊かな大会や

行事の誘致開催

外国人が魅力を感 じる

観光馳点や街つくリ

産業、文化などの海外
への紹介

海外企桑の誘致、

企業の海外進出

海外の最新情報の入手

及び提供

外国人のための情報サ
ービスセンターづくリ

表示板の外国語表示

国・歪.的庭設、国際ホテ

ルなどの建設 ・誘致

外国人向けのガイドブ

ックづくリ

その他

(Nエ190人)

5060雀

・男 性 で は 、 「留 学 性 の 交 換 、 青 少 年 の 海 外 派 遣 等 」 が トッ プ で58.9%を 占

め る 。 次 い で 、 「国 際 色 豊 か な 大 会 や 行 事 の 誘 致 開 催 」47.4%、 「外 国 人

が 魅 力 を 感 じ る 観 光 拠 点 や 街 づ く り」35.8%の 順 で あ る 。

ま た 、 「外 国 人 の た め の 情 報 サ ー ビ ス セ ン タ ー づ く リ」 に 回 答 して い る 人

の 割 合 は 全 体 とあ ま り変 わ らな い が 、 男 性 の 中 で は 比 較 的 下 位 に 挙 げ られ

て い る 。
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女性

留学生の交換、

青少年の海外派遣など

国際色豊かな大会や

行事の跨致開催

外国人が患力を感じる

観光8シ点や街つくリ

産業、文化などの湾外
への紹介

外国人のための情報サ
ービスセンターづくリ

海外の最新情綴の入手

及び提供

表示板の外国語表示

海外企業の誘致、

企業の海外進出

外国人向けのガイドブ

ックづくリ

国際的庄般、国際ホテ
ルなどの建設 ・誘致

その他

(N"272/N?

。lp孕 P4P5P6♀1

一 一 ＼一 一
訟-"
軽 物
〉 膨㈱
>i彩 、
〉 黛
＼ 膨＼

＼鰯＼

w

多彩

・女 性 で 見 て も 、 上 位 項 目は 全 体 とあ ま り変 わ らな い。

トッ プ に 挙 げ られ て い る の は 、 「留 学 生 の 交 換 、 青 少 年 の 海 外 派 遣 等 」

56.6%で あ り、 次 い で 、 「国 際 色 豊 か な 大 会 や 行 事 の 誘 致 開 催 」51 .5%、

「外 国 人 が 魅 力 を感 じる 観 光 拠 点 や 街 づ く り」34 .2%の 順 で あ る 。

ま た 、 「外 国 人 の た め の 情 報 サ ー ビス セ ン タ ー づ く リ」 も22 .4%挙 げ られ

て お リ、 男 性 と 比 べ て も 上 位 に位 置 し て い る 。
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委託先

禁 無 断 転 載

財団法人 デー タベース振興 セ ンター

東京都港区浜松町二丁 目4番1号

世界貿易セ ンター ビル7階

TELO3(3459)8581

株式会社 西 日本新聞社

〒810福 岡市中央区天神1-4-1

TELO92(711)5535

九州 印刷株式会社

TELO92(511)8290
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